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年
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ケ
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チ
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い
て
ー
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
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関
連
性
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口絵 1. メングス？ 〈フェルナンド六枇） 口絵 2. メングス？ （王妃バルパラ）

池彩・カンヴァス 102.9 X 83ぶm 長崎県美術館 池彩・カンヴァス 102.9 X 83.8cm 長崎県美術館

口絵 3. ヴァン・ロー 〈フェルナンド六世〉 1750年頃 口絵 4. ヴァン・ロー 〈王妃バルバラ〉 1750年頃

油彩・カンヴァス 103X83cm マドリード王宮 湘彩・カンヴァス 103X83cm マドリード王宮
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は
じ
め
に

メ
ン
グ
ス
作
《
フ
ェ

長
崎
県
美
術
館
に
は
《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
》
（
口
絵1)
と
《
王
妃
バ
ル
バ
ラ
》
（
口
絵
2
)
（
両
作
品
の
所
蔵
番
号
は
、A
I
I
-
1
3
6
2
)

が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
点
の
肖
像
画
の
作
者
は
、
ア
ン
ト
ン
・
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
メ
ン
グ
ス
と

1
t
o
nR
a
p
h
a
e
l
 M
e
n
g
s
 

（
一
七
二
八
ー
一
七
七
九
）
と
さ
れ
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
F
e
r
n
a
n
d
o
V
I
(一
七
一
三
生
、

在
位
一
七
四
六
ー
一
七
五
九
）
と
、
そ
の
妃
バ
ル
バ
ラ
・
デ
・
ブ
ラ
ガ
ン
サ

B
a
r
b
a
r
ade
 B
r
a
g
a
n
z
a
 (
一
七
―
―
I

一
七
五
八
）
で
あ
る
。
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
湘
彩
で
描
か
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
額
は
な
い
。
寸
法
は
両
作
品
と
も
縦
一

0
ニ
・
九
c
m
、

横
八
三
・
八
c
mで
、
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
作
品
の
来
歴
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
か
つ
て
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
所
蔵

さ
れ
て
い
た
作
品
で
あ
る
。

画
面
左
上
方
に
は
白
い
絵
具
で
そ
れ
ぞ
れ
国
王
と
王
妃
の
名
が
、
「
F
E
R
N
A
N
D
O

VI 
REY D
E
 E
S
P
A
N
A
(
ス
ペ
イ
ン
国

王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
）
」
、
「Bと
名
と
多

D
E

P
O
R
T
U
G
A
L
 E
S
P
O
S
A
 D
E
 F
E
R
N
A
N
D
O
 VI (
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
妃
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
バ
ル
バ
ラ
）
」
と
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
国
王
と
王
妃
の
肖
像
は
、
そ
の
構
図
か
ら
左
右
に
並
べ
て
対
幅
で
飾
ら
れ

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
は
、
フ
ェ
リ
ペ
五
世

F
e
l
i
p
e
V
(

一
六
八
三
生
、
在
位
一
七
o
o
~

一
七
四
六
）
と
マ
リ
ア
・
ル
イ
サ
・

ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
デ
・
サ
ボ
ヤ

M
a
r
i
aL
u
i
s
a
 G
a
b
r
i
e
l
a
 d
e
 S
a
b
o
y
a
 (
一
六
八
八
ー
一
七
一
四
）
の
息
子
で
あ
る
。
国
王
は
半
身

像
で
、
向
か
っ
て
右
側
に
身
体
を
向
け
、
王
の
笏
を
持
っ
た
右
手
を
前
方
斜
め
に
突
き
出
し
て
い
る
。
野
外
の
立
像
の
肖
像

で
あ
る
も
の
の
国
王
は
軍
服
姿
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

(
c
a
s
a
c
a
)

の
上
か
ら
赤
い
緑
飾
り
の
あ
る
薄
い
色
の
胸
当
て
を
つ

け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
首
か
ら
金
羊
毛
勲
章
を
、
肩
か
ら
は
青
い
サ
ッ
シ
ュ
を
掛
け
、
サ
ン
ト
・
エ
ス
プ
リ
勲
章
の
つ

い
た
青
い
マ
ン
ト
を
羽
織
っ
て
い
る
。
画
面
右
下
の
岩
の
上
に
は
、
手
袋
と
帽
子
が
置
か
れ
て
い
る
。
画
面
左
奥
に
は
木
立
が
、

右
奥
に
は
山
並
み
が
見
え
て
い
る
。

木
下

古ヮ

ル
ナ
ン
ド
六
匪
》
と
《
王
妃
バ
ル
バ
ラ
》
（
長
崎
県
美
術
館
蔵
）
の
作
者
帰
属
に
つ
い
て

（
昭
和
女
子
大
学
）
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一
方
、
胸
元
に
大
粒
の
真
珠
を
あ
し
ら
っ
た
朱
色
の
ド
レ
ス
を
桁
た
王
妃
は
、
庭
園
の
椅
子
に
腰
掛
け
、
身
体
を
向
か
っ

て
左
側
に
向
け
て
い
る
。
布
手
は
肘
掛
を
毅
う
土
n

い
マ
ン
ト
の
上
に
、
左
手
は
赤
い
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
上
に
憫
か
れ
、
人
差
し

指
で
向
か
っ
て
左
側
を
指
し
て
い
る
。
両
面
の
左
側
上
に
は
宰

I
J年
の
彫
刻
が
支
え
る
噴
水
が
、
ま
た
右
奥
遠
く
に
は
木
立
が

み
え
て
い
る
。
エ
妃
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
ジ
ョ
ア
ン
五
批
の
娘
で
、
一
七
二
九
年
に
ス
ペ
イ
ン
王
太
子
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
（
後
の

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
机
）
と
結
婚
し
て
い
る
。

二
点
と
も
画
面
下
端
に
小
さ
な
文
字
で
描
か
れ
た
署
名
が
あ
り
、
「

P
o
r
A
n
t
o
n
 Rafael M
e
n
g
s
 (
メ
ン
グ
ス
に
よ
る
）
」
と

読
め
る
（
図
ー
、IX
I
2
)。
こ
の
署
名
が
メ
ン
グ
ス
を
作
者
と
同
定
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

問
題
の
所
在

し
か
し
第
一
に
こ
の
二
点
の
肖
像
を
メ
ン
グ
ス
の
作
と
す
る
と
き
に
、
両
面
全
体
か
ら
は
メ
ン
グ
ス
の
様
式
と
は
ど
こ
か

異
質
な
も
の
を
槌
え
る
。
メ
ン
グ
ス
の
特
徴
的
な
伸
び
の
あ
る
箪
致
は
認
め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀

初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
の
ル
イ
十
四
枇
の
宮
廷
肖
像
の
様
式
上
の
特
徴
を
指
摘
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
理
想
化
が
強
く
意
識
さ
れ
、

俊
美
な
が
ら
も
硬
い
質
感
表
現
が
際
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
様
式
に
つ
い
て
は
あ
と
で
詳
し
く
考
察
す
る
。

さ
ら
に
長
崎
県
美
術
館
所
蔵
の
国
王
と
王
妃
の
肖
像
に
つ
い
て
、
作
者
の
帰
属
の
再
考
を
促
す
何
よ
り
も
決
定
的
な
理
由

は
、
フ
ェ
リ
ペ
五
枇
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
の
宮
廷
画
家
を
務
め
た
ル
イ

1
1

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー

L
o
u
i
s
,
M
i
c
h
e
l

V
a
n
 L
o
o
(一七
0
七
ー
一
七
七
一
）
が
描
い
た
同
じ
構
図
の
対
幅
の
肖
像
画
《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
》
(
1
1絵
3
)
と
《
王
妃
バ
ル
バ

ラ
》(
1
1絵
4
)
が
マ
ド
リ
ー
ド
王
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ル
イ
1
1

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
系
の
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
一
族
の
出
身
で
、
父
親
か
ら
絵
画
教
育

を
受
け
た
後
、
ロ
ー
マ
や
パ
リ
で
学
ん
だ
。
ス
ペ
イ
ン
・
ブ
ル
ボ
ン
家
の
国
王
と
な
っ
た
フ
ェ
リ
ペ
五
世
の
求
め
に
、
フ
ラ

ン
ス
国
王
ル
イ
十
四
世
の
首
席
宮
廷
圃
家
イ
ア
サ
ン
ト
・
リ
ゴ
ー

H
y
a
c
i
n
t
h
e

R
i
g
a
u
d
 (
一
六
五
九
ー
一
七
四
三
）
の
推
胞
を

受
け
て
一
七
三
七
年
に
来
西
し
、
一
七
三
五
年
に
亡
く
な
っ
た
ジ
ャ
ン
・
ラ
ン

J
e
a
nR
a
n
e
(
一
六
七
四
ー
一
七
三
万
）
の
後

を
継
い
だ
。
フ
ェ
リ
ペ
五
世
に
仕
え
、
多
く
の
肖
像
画
を
制
作
し
、
一
七
四
四
年
に
は
首
席
宮
廷
画
家
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

一
七
五
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
ヘ
帰
国
す
る
ま
で
、
二
代
の
国
王
の
宮
廷
画
家
を
務
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー

の
設
立
準
備
に
も
尽
力
し
、
開
設
時
に
は
絵
画
部
長
の
地
位
に
あ
っ
た
。

マ
ド
リ
ー
ド
王
宮
の
作
品
に
関
す
る
一
八
一
四
年
の
王
室
財
産
目
録
で
は
、
こ
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
枇
と
王
妃
の
肖
像
は
、

同
じ
く
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
描
い
た
フ
ェ
リ
ペ
五
世
と
王
妃
イ
サ
ベ
ル
・
デ
・
フ
ァ
ル
ネ
シ
オ

I
s
a
b
e
lde
 F
a
r
n
e
s
i
o
 

（
一
六
九
二
＼
一
七
六
六
）
の
対
副
（
図3、
図

4
)
と
合
わ
せ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二

0
0
七
年
九
月
現
在
も
王
宮
の
「
マ
リ
ア
・

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
の
控
え
の
間

S
a
l
e
t
a
d
e
 la 
R
e
i
n
a
 D
o
n
a
 M
a
r
i
a
 C
r
i
s
t
i
n
a

」
の
西
墜
に
《
フ
ェ
リ
ペ
五
世
》
と
《
王
妃
イ
サ

ベ
ル
・
デ
・
フ
ァ
ル
ネ
シ
オ
》
が
、
東
壁
に
は
《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
祉
》
と
《
王
妃
バ
ル
バ
ラ
・
デ
・
ブ
ラ
ガ
ン
サ
》
が
掛
か
り
、

図 3. ヴァン・ロー （フェリベJill!:)

袖彩・カンヴァス マドリード＿1:•宮

図 4. ヴァン・ロー

（エ妃イサベル・デ・ファルネシオ〉
油彩・カンヴァス マドリード臼宮

Z--9, 

図 l ，メングス？ （フェルナンド六 111:)

長船(＇,し美術館 部分

図 2. メングス？ （王妃パルパラ）

長崎リ，！美術館 部分

8
 



向
か
い
合
わ
せ
に
―
一
組
の
国
王
・
王
妃
の
肖
像
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
マ
ド
リ
ー
ド
王
宮
所
蔵
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
但
と
王
妃
の
肖
像
（
以
下
‘
王
宮
作
品
と
略
記
）
と
、
長
崎
県
美
術
館

所
蔵
の
二
作
品
（
以
下
、
長
崎
作
品
と
略
記
）
と
を
比
較
し
て
み
た
い
。
王
宮
作
品
は
、
寸
法
が
縦
一

0
1―.
c
m、
柚
八
三
C
mで

長
崎
美
術
館
作
品
と
同
じ
と
い
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
背
製
や
モ
テ
ィ
ー
フ
は
共
通
で
構
固
も
ほ
ほ
等
し
く
、
モ
デ
ル
の
ポ
ー

ズ
も
基
本
的
に
は
同
じ
だ
が
、
細
部
を
比
べ
る
と
囚
工
の
ポ
ー
ズ
に
差
巽
が
な
い
の
に
対
し
、
王
妃
の
手
や
指
の
形
が
あ
き

ら
か
に
異
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
王
宮
作
品
は
、
一
八
一
四
年
か
ら
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う

来
歴
か
ら
考
え
て
も
、
そ
の
完
成
度
か
ら
み
て
も
、
長
崎
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
干
宮
作

品
と
長
崎
作
品
の
細
部
の
比
較
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

メ
ン
グ
ス
と
宮
廷
肖
像

続
い
て
、
現
時
点
で
長
崎
作
晶
の
作
者
と
さ
れ
て
い
る
メ
ン
グ
ス
と
ス
ペ
イ
ン
王
室
と
の
関
係
を
確
詑
し
て
お
こ
う
。
新

古
典
主
義
を
代
表
す
る
圃
家
と
し
て
イ
タ
リ
ア
で
活
躍
し
て
い
た
メ
ン
グ
ス
は
、
カ
ル
ロ
ス
三
世
(
-
七
一
六
生
、
在
位

(
5
}
 

一
七
五
九
1

一
七
八
八
）
に
よ
っ
て
特
別
待
遇
で
ス
ペ
イ
ン
の
岳
1
1席
＇
，
呂
廷
両
家
に
迎
え
ら
れ
た
。
メ
ン
グ
ス
は
一
七
六
一
年

八
月
七
日
に
ロ
ー
マ
を
発
ち
、
几
月
一
―
ト
ニ
日
に
マ
ド
リ
ー
ド
に
到
羞
し
た
。
メ
ン
グ
ス
の
ス
ペ
イ
ン
呻
畑
在
は
一
―
期
に
分
か

れ
、
第
一
期
が
一
七
六
一
年
か
ら
一
七
七

0
年
ま
で
で
、
王
立
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
や
王
立
タ
ピ
ス
リ
ー

I
場
で
指
埒
を
お
こ
な
い
、
ま
た
新
土
官
の
内
部
装
飾
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
い
っ
た
ん
イ
タ
リ
ア
に
戻
り
、
再
度

一
七
七
四
年
夏
よ
り
一
七
七
五
年
ま
で
ス
ペ
イ
ン
に
滞
在
し
、
マ
ド
リ
ー
ド
王
宮
の
「
カ
ル
ロ
ス
三
世
控
え
の
間

S
a
l
e
t
a
d
e
 

C
a
r
l
o
s
 I
I
I」
の
天
井
聖
圃
《
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
の
神
格
化
》
を
完
成
さ
せ
た
。

メ
ン
グ
ス
は
新
ス
ペ
イ
ン
国
王
で
あ
る
カ
ル
ロ
ス
三
世
の
招
聘
で
宮
廷
画
家
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
が
マ
ド
リ
ー
ド
到

辛
知
し
た
と
き
に
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
は
当
然
な
が
ら
、
土
妃
バ
ル
ハ
ラ
も
亡
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
メ
ン
グ
ス
が
す

で
に
二
年
前
に
逝
去
し
て
い
た
先
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
枇
と
王
妃
の
肖
像
を
わ
ざ
わ
ざ
描
く
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
、

メ
ン
グ
ス
ほ
ど
の
評
価
を
受
け
て
い
た
画
家
が
、
別
の
画
家
が
描
い
た
国
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
憔
と
そ
の
王
妃
の
肖
像
の
レ

プ
リ
カ
を
制
作
す
る
可
能
性
は
よ
り
い
っ
そ
う
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
ン
グ
ス
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
《
カ
ル
ロ
ス
一
証
一
批
》
藷

5
)
と
＂
間
年
に
亡
く
な
っ
て
い
た
エ
妃
マ
リ
ア
・
ア
マ
リ
ア
・
デ
・
サ
ホ
ニ
ア

M
a
r
i
aA
m
a
l
i
a
 d
e
 S
a
j
o
n
i
a
 (
一
七
二
四
＼

一
七
六
0
)
の
肖
像
（
凶
り
を
制
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
新
し
く
即
位
し
た
カ
ル
ロ
ス
三
川
の
宮
廷
に
お
け
る
国
王
・

上
妃
の
月
像
の
規
範
と
な
る
べ
き
対
輻
の
月
像
が
必
裳
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

メ
ン
グ
ス
が
ス
ペ
イ
ン
滞
在
中
に
描
い
た
門
像
の
様
式
上
の
特
徴
に
は
、
例
え
ば
《
王
人f
カ
ル
ロ
ス
》
（
四
L
や
《
工
太
子

-7i) 

妃
マ
リ
ア
・
ル
イ
サ
・
デ
・
パ
ル
マ
》
(
l
l
I
§に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
絶
妙
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
調
利
の
と
れ
た
色
彩
、
限

定
さ
れ
た
部
分
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
効
果
的
な
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
奥
行
き
の
あ
る
構
図
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
硬
さ
が

図 7 メングス 〈「太—f カルロス〉

1765年頃

湘彩・カンヴァス

プラド必術館

l52 x 110cm 

図 8 ｷ メングス
〈 -F太子妃マリア・ルイサ・デ・パルマ》

17fi5年り'j

湘彩カンヴァス

プラド入術館

152x 110cm 

図 5. メングス 《カルロス． IIt 》

1761年頃

ilII彩・カンヴァス

プラド災術館

154 x 110cm 

図 6. メングス

《 I•:．妃マリア・アマリア・デ・サホニア〉

1761年頃

illl彩・カンヴァス 154 x 110cm 

プラド芙術館
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四 U

に
付
く
質
愁
表
現
が
叫
而
全
体
に
行
き
渡
り
、
前
梨
と
後
娯
が
は
っ
き
り
と
分
離
し
て
い
る
長
崎
作
品
に
は
、
メ
ン
グ
ス

の
様
式
上
の
特
徴
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

さ
ら
に
こ
こ
で
、
メ
ン
グ
ス
の
肖
像
両
に
お
け
る
サ
イ
ン
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ス
テ
ィ
フ
ィ
・
レ
ッ
ト
ゲ
ン
が
編

集
し
た
メ
ン
グ
ス
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
に
拠
れ
ば
、
一
七
四

0
年
代
に
描
い
た
ド
レ
ス
デ
ン
時
代
の
国
土
ア
ウ
グ
ス
ト
ニ

机
の
肖
像
や
、
一
七
五

0
年
代
の
イ
タ
リ
ア
で
描
か
れ
た
枢
機
卿
の
肖
像
に
は
サ
イ
ン
が
確
認
で
き
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
滞
在

中
の
一
七
六

0
年
代
に
ブ
ル
ボ
ン
下
家
の
た
め
に
描
い
た
宮
廷
肖
像
の
場
合
に
は
サ
イ
ン
さ
れ
た
作
例
、
し
か
も
ス
ペ
イ
ン

語
の
綴
り
で
「
ど
1
t
o
nRafael M
e
n
g
s」と
サ
イ
ン
さ
れ
た
作
例
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
ス
ペ
イ
ン
・
ブ

ル
ボ
ン
モ
家
の
肖
像
側
の
場
合
に
は
、
画
家
が
サ
イ
ン
を
す
る
習
慣
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

ヴ
ァ
ン
・

ロ
ー
と
宮
廷
肖
像

一
ガ
、
ス
ペ
イ
ン
滞
在

1
1
1に
描
か
れ
た
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ス
ペ
イ
ン
で
は
残
念
な
が
ら
本
格
的

な
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
長
崎
作
品
を
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
に
帰
屈
さ
せ
る
場
合
に
、
作
品
の
位
附
づ

け
を
先
行
研
究
の
な
か
で
お
こ
な
う
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。

こ
こ
で
干
宮
作
品
と
長
崎
作
品
と
を
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
レ
プ
リ
カ
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
詳
し
く
比
較
し
て
み
た
い
。

実
際
、
長
崎
の
両
肖
像
に
は
レ
プ
リ
カ
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
特
徴
、
す
な
わ
ち
両
面
全
休
か
ら
感
じ
ら
れ
る
表
現
の
弱
さ
、

画
面
の
掏
一
性
、
そ
れ
に
細
部
の
簡
略
化
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
国
エ
の
頻
に
つ
い
て
は
、
王
宮
作
品
の
ほ
う
が
瞳
の
輝
き

が
あ
り
、
表
情
に
意
思
の
強
さ
を
感
じ
る
が
、
長
崎
作
品
の
ほ
う
は
衷
情
が
穏
や
か
で
あ
る
。
王
妃
の
肖
像
に
は
、
弛
緩
し

た
右
手
の
指
（
図
9
)
や
、
あ
た
か
も
左
側
に
い
る
国
王
の
存
在
を
示
す
か
の
よ
う
に
左
手
の
人
差
し
指
で
画
而
右
側
を
指
し
示

す
(
I
X
l
1
0
)

な
ど
、
王
宮
作
品
と
の
ポ
ー
ズ
の
差
界
が
目
に
付
く
。
ま
た
長
崎
作
品
で
は
カ
ー
ル
し
た
髪
が
左
肘
に
は
掛
か
っ
て

お
ら
ず
(
I
X
l
l
l
)

、
胸
元
の
大
粒
の
真
珠
を
あ
し
ら
っ
た
宝
飾
品
も
そ
の
音
心
匠
が
は
っ
き
り
と
異
な
る
（
図
1
2
)。
長
崎
作
品
の
玉
妃

の
韻
は
王
宮
作
品
の
王
妃
よ
り
面
長
で
、
全
体
的
な
印
象
も
弱
い
。
さ
ら
に
長
崎
作
品
で
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
王
妃
の
左

半
身
の
描
出
が
、
王
宮
作
品
で
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
点
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
長
崎
作
品
が
王
宮
作
品
の
レ
プ
リ

力
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
は
ま
す
ま
す
高
い
と
い
え
る
。

ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
描
い
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
冊
夫
妻
の
肖
像
画
は
他
に
多
く
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
な
か
で
土
立

{10) 

サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
所
蔵
の
月
像
は
貸
重
な
作
例
で
あ
る
。
柏
円
形
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
か
れ
た
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
六
批

(
I
l
l
1
3
)

は
、
王
宮
所
蔵
作
品
や
長
崎
作
品
と
同
じ
よ
う
な
年
齢
に
見
え
、
王
妃
バ
ル
バ
ラ

(
l
t
l
1
4
)

は
、
H

は
は
れ

ほ
っ
た
く
、
下
顎
の
表
現
か
ら
王
妃
の
韻
は
も
っ
と
ふ
く
よ
か
に
み
え
る
。

さ
ら
に
長
崎
作
品
の
制
作
年
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
が
描
い
た
王
家
の
集
団
肖
像
画
《
フ
ェ
リ
ペ
五

世
の
家
族
》
（
図15
)が
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
縦
四
メ
ー
ト
ル
と
横
五
メ
ー
ト
ル
余
り
の
巨
大

似Ill. メングス 9 (」；妃パルパラ）

長的肌災術館 部分

（参 r, T宮作品 部分）

似110. メングス？ （ Iこ妃バルバラ）

長椅県芙術館部分

（参考 T．宮作品

し可

図 9 メングス？ 《 I：妃パルバラ〉

長1椅県美術舵 部分

部分）

（参考 ：Lや：＇竹、,',＇, 祁分）
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な
池
彩
画
は
一
七
四
三
年
に
完
成
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
画
面
右
に
は
中
央
に
イ
サ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
シ
オ
と
フ
ェ

リ
ペ
五
世
が
腰
掛
け
、
画
面
左
に
は
王
太
子
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
（
後
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
）
と
妃
の
バ
ル
バ
ラ
が
、
右
に
は
カ

ル
ロ
ス
（
後
の
カ
ル
ロ
ス
三
世
）
が
ほ
ぼ
等
身
大
で
描
か
れ
て
い
る
。
王
太
子
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
バ
ル
バ
ラ
の
描
か
れ
た
画
面

の
部
分
(
I
X
I
1
6
)

を
王
宮
作
品
と
比
べ
て
み
る
と
、
王
宮
作
品
の
《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
》
と
《
王
妃
バ
ル
バ
ラ
》
と
の
類
似
は
明
ら

か
で
あ
る
。
ま
た
画
面
中
央
で
椅
子
に
腰
掛
け
て
い
る
王
妃
イ
サ
ベ
ル
・
デ
・
フ
ァ
ル
ネ
シ
オ
の
ポ
ー
ズ
と
、
王
宮
作
品
の

《
王
妃
バ
ル
バ
ラ
》
の
ポ
ー
ズ
と
は
よ
く
似
て
お
り
、
そ
の
関
連
性
が
指
摘
で
き
る
（
図1
7
)。
と
く
に
両
王
妃
に
共
通
す
る
、
人

差
し
指
を
不
自
然
に
曲
げ
、
親
指
や
残
り
の
指
で
何
か
を
撰
ん
で
い
る
よ
う
な
右
手
の
特
徴
的
な
指
の
形
は
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
躾
団
肖
像
画
に
は
一
七
三
九
年
に
制
作
さ
れ
た
素
描
習
作
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
（
凶

1
8
)、
こ
の
構
想
と

(12) 

制
作
に
少
な
く
と
も
三
＼
四
年
は
費
や
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
王
宮
所
蔵
の
フ
ェ
リ
ペ
五
世
と
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
の
二

組
の
国
王
・
王
妃
の
肖
像
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
到
済
し
た
ば
か
り
の
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
が
こ
の
巨
大
な
家

族
図
を
描
い
た
同
時
期
に
制
作
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
八
机
紀
前
半
の
フ
ェ
リ
ペ
万
枇
の
宮
廷
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
宮
廷
肖
像
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
招

か
れ
た
ミ
シ
ェ
ラ
ン
ジ
ュ
・
ウ
ア
ス

M
i
c
h
e
l
'

ど
1
g
e
H
o
u
a
s
s
e
 (
一
六
八
〇
＼
一
七
三0
)、
ジ
ャ
ン
・
ラ
ン
に
続
い
て
、
第

―
―
一
番
目
の
官
廷
画
家
と
し
て
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
が
そ
の
系
譜
に
連
な
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
《
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
六
冊
》
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
も
た
ら
さ
れ
た
囚
王
の
相
父
と
父
の
肖
像
、
す
な
わ
ち
イ
ア
サ
ン
ト
・
リ
ゴ
ー
の
《
ル
イ
・
ド
・

フ
ラ
ン
ス
》
（
図19
)と
ジ
ャ
ン
・
ラ
ン
の
《
フ
ェ
リ
ペ
五
世
》
祠
2
0
)の
ポ
ー
ズ
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
構
図
で
あ
る
点
が
典
味

じ
．
ヽ
ヽ

0

沿
し

一
七
四
六
年
に
フ
ェ
リ
ペ
九
世
が
亡
く
な
る
が
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
は
さ
ら
に
六
年
間
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
枇
の
宮
廷
に
留
ま

る
。
し
か
し
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
枇
の
宮
廷
に
お
い
て
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
カ
ル
ロ
・
フ
ァ
リ
ネ
ッ
リ

C
a
r
l
oFarinelli (
一
七0

五
＼
一
七
七

0
)
の
重
用
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
人
芸
術
家
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
、
宮
廷
美
術
の
担
い
手

（
い
）

は
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
か
ら
イ
タ
リ
ア
人
画
家
へ
と
交
代
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
一
七
三
八
年
に
着
工
さ
れ
た
マ
ド
リ
ー

ド
新
王
宮
は
、
そ
の
内
部
装
飾
が
進
め
ら
れ
、
平
行
し
て
一
七
五
二
年
に
は
王
立
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー

が
開
設
さ
れ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
画
家
ヤ
ー
コ
ボ
・
ア
ミ
ゴ
ー
ニ

J
a
c
o
b
o
A
m
i
g
o
n
i
 (
一
六
八
ニ
ー
一
七
五
二
）
は
国
王
と
土
妃
の
立
像
の
全
身

像
を
中
央
に
配
し
た
《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
枇
と
王
妃
バ
ル
バ
ラ
》
を
制
作
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
湘
彩
画
は
現

存
せ
ず
、
ア
ミ
ゴ
ー
ニ
に
基
づ
く
シ
ャ
ル
ル

1
1
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
リ
パ
ー
ル

C
h
a
r
l
e
s
-
]

o
s
e
p
h
 F
l
i
p
a
r
t
 (
一
七
ニ
―
\

一
七
九
七
）
の
版
画
（
図
2
1
)だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
の
肖
像
に
関
し
て
は
、
ア
ミ
ゴ
ー
ニ
に
よ
る

{14) 

《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
枇
》
（
マ
ド
リ
ー
ド
ヒ
窟
図

2
2
)が
あ
る
。
同
王
の
甲
冑
姿
の
半
身
像
で
、
土
宮
作
品
や
長
崎
作
品
に
描
か
れ
た

同
王
よ
り
も
も
っ
と
年
齢
が
上
の
よ
う
に
見
え
る
。

ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た
一
七
五
二
年
は
ア
ミ
ゴ
ー
ニ
の
没
年
に
も
あ
た
り
、
そ
の
翌
年
に
、
イ
タ
リ
ア

か
ら
コ
ッ
ラ
ー
ド
・
ジ
ャ
ク
イ
ン
ト

C
o
r
r
a
d
o
G
i
a
q
u
i
n
t
o
 (
一
七0
三
＼
一
七
六
五
）
が
招
か
れ
、
一
七
六
一
年
ま
で
ス
ペ
イ

図 13. ヴァン・ロー 〈フェルナンド六 [II:)

袖彩・カンヴァス 65X 50cm 

上立サン・フェルナンド及術アカデミー

図 14. ヴァン・ロー 〈バルバラ・デ・プラガンサ）

iIII彩・カンヴァス 103 x 84cm 

TV：サン・フェルナンド文術アカデミー

図 12. メングス？ （こ［妃パルバラ）

長崎県災術館 部分

（参考_['：；［ 11品部分）
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一
八
世
紀
の
宮
廷
肖
像
の
制
作
に
お
い
て
は
、
首
席
宮
廷
画
家
が
国
王
を
直
に
モ
デ
ル
と
し
て
肖
像
を
描
き
、

を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
、
他
の
画
家
や
助
手
た
ち
が
何
点
も
レ
プ
リ
カ
を
制
作
す
る
の
が
恨
例
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー

も
多
く
の
助
手
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
長
崎
県
美
術
館
の
二
点
の
肖
像
が
王
宮
作
品
の
レ
プ
リ
カ
と
す
る
な
ら
ば
、
王
宮
作
品

の
描
か
れ
た
直
後
に
制
作
さ
れ
た
と
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
が
国
王
の
顧
や
手
な
ど
重
要
な
部
分
だ

け
を
仕
上
げ
て
残
り
を
助
手
の
手
に
委
ね
た
作
品
か
、
あ
る
い
は
彼
の
助
手
た
ち
に
よ
る
工
房
作
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

メ
ン
グ
ス
が
十
五
年
近
く
た
っ
て
か
ら
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
制
作
し
た
肖
像
画
の
レ
プ
リ
カ
を
描
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
カ

六

者
五
ロ

糸
吾
＂

長
崎
作
品
の
画
面
上
部
の
左
側
に
見
ら
れ
る
国
王
と
王
妃
の
名
前
を
示
す
イ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
は
、
一
般
的
に
は
土
室

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
肖
像
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
王
宮
所
蔵
を
前
提
と
し
た
国
王
の
肖
像
画
に
わ
ざ

わ
ざ
国
王
の
名
前
を
由
き
込
む
の
は
、
な
に
か
理
由
の
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
プ
ラ
ジ
ル
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う

来
歴
か
ら
す
る
と
、
長
崎
作
品
は
ス
ペ
イ
ン
で
制
作
さ
れ
て
か
ら
王
妃
の
母
国
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
ヘ
送
ら
れ
、
一
九
世
紀

初
頭
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
に
宮
廷
が
プ
ラ
ジ
ル
に
移
っ
た
と
き
か
、
あ
る
い
は
そ
の
後
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
渡
っ
た
と
想
定

で
き
る
。
し
た
が
っ
て
国
王
と
王
妃
の
名
前
を
記
し
た
こ
の
イ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
は
、
本
作
品
が
ス
ペ
イ
ン
の
国
外
で
所

蔵
さ
れ
て
い
た
た
め
に
描
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
画
而
下
の
「
メ
ン
グ
ス
に
よ
る
」
と
い
う
サ
イ
ン
は
、
画
而
の
下
端
と
い
う
位
附
や
文
字
の
大
き
さ
か
ら
み
て
も
、
ま

た
そ
の
日
立
た
な
い
描
き
方
か
ら
み
て
も
、
通
常
の
作
者
の
サ
イ
ン
と
は
い
え
な
い
。
メ
ン
グ
ス
の
作
品
で
こ
う
し
た
サ
イ

ン
の
例
を
ほ
か
に
見
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
後
世
の
加
筆
の
可
能
性
が
高
い
と
信
じ
ら
れ
る

が
、
将
来
、
こ
の
サ
イ
ン
の
科
学
的
調
査
が
待
た
れ
る
。

五
．
イ
ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と
サ
イ
ン

ン
に
滞
在
し
た
。
王
宮
の
内
部
装
飾
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
長
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
批
の
短
い
治
世
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
描
い
た
宮
廷
刊
像
は
、
そ
の
宮
廷
肖
像
の
規
範
が
フ
ラ

ン
ス
風
か
ら
イ
タ
リ
ア
風
へ
と
変
化
す
る
な
か
で
モ
宮
に
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ナ
ポ
リ
国
土
で
あ
っ
た
カ
ル
ロ
ス
三
世

に
招
か
れ
、
メ
ン
グ
ス
が
ジ
ャ
ク
イ
ン
ト
と
入
れ
代
わ
り
で
イ
タ
リ
ア
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
到
培
す
る
の
は
、
宮
廷
で
イ
タ
リ

ア
美
術
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
メ
ン
グ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
の
血
家
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
宮
廷
肖
像
の
レ
プ
リ
カ
を

描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
想
定
す
る
の
は
、
さ
ら
に
難
し
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
肖
像

図 15. ヴァン・ロー （フェリペガ世の家族〉

1743年 illl彩・カンヴァス 4Q6X5Jlcm 

プラド芙術館

図17. ヴァン・ロー

（フェリペ fiIIt の家族〉

プラド美術館、部分
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(
1
)
「
よ
み
が
え
る
煩
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
j展
カ
タ
ロ
グ
‘
·
o
0
村
、

n
o五
六
‘
⑩I
i
じ
（
作
品
解
説
、
木
ド
＇
始
担
当
）
‘
[
四
―
|
-
1
1
4止
，
具
。
こ
の
作
品
解

説
執
↑
に
あ
た
っ
て
は
、
長
崎
県
立
芙
術
他
物
館
時
代
の
作
晶
購
人
に
関
わ
る
報
告
内
等
の
内
部
府
利
の
．
部
を
閲
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

(
2
)
訂

(
1
)前
掲
の
内
部
資
料
に
拠
る
。

(
3
)
ル
イ
1
1
ミ
シ
ェ
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
《
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
枇
》
一
七
五
0
年
頃
、
袖
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
一
o
·
―-
X
八
―
―
-
c
m
、
I
n
v
.
n
o
.
1
0
0
0
2
0
6
9
、
《
干
妃
ハ

ル
バ
ラ
・
デ
・
プ
ラ
ガ
ン
サ
》
一
L
T
i
0
年
頃
、
袖
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
i
O
:

＊

X

八
一
―
·
c
m
、
I
n
v
.
n
o
.
1
0
0
0
2
0
7
0
。
こ
の
一
一
点
の
月
像
に
つ
い
て
は
、

Editorial'The Royal Palace, Madrid", Apollo, M
a
y
.
 1968, p
p
.
3
1
8
-
3
2
0
あ
る
い
は
E
x
h
,
C
a
t
.

T
h
e
 Majesty o
f
 Spain, Mississippi Arts Pavilion, 

J
a
c
k
s
o
n
,
2
0
0
1
,
p
p
·
4
3
-
4
9
.
を
参
照
。

(
4
)
-
.
O
O
し
年
九
月
廿
日
に
マ
ド
リ
ー
ド
r

｛
出
て
調
木
＂
を
お
こ
な
っ
た
。
l
k
I什財
龍
（
P
a
t
r
i
m
o
n
i
o

N
a
c
i
o
n
a
l
l
十
八
枇
紀
絵
順
担
％
学
芸
且
カ
ル
メ
ン
・

デ
ィ
ア
ス
C
a
r
m
e
nDiaz G
a
l
l
e
g
o
s
氏
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
教
ホ
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
以
卜
の
マ
ド
リ
ー
ト
王
宮
ガ
イ
ド
ブ
ソ
ク
を
参
照
。
N
I
N
O
M
A
S
.
F
.

y
 J
U
N
Q
U
E
R
A
 D
E
 V
E
G
A
,
 P., 
G
u
i
a
 Ilustrada de/ Palacio R
e
a
l
 d
e
 M
a
d
r
i
d
,
 1951, p.40. 
Edici6n corregida y
 aurnentacla p
o
r
 F

E
R
N
A
N
D
E
N
 

M
I
R
A
N
D
A
,
 F
e
r
n
a
n
d
o
,
 Palacio R
e
a
l
 d
e
 M
a
d
r
i
d
,
 P
a
t
r
i
m
o
n
i
o
 Nacional, 1985, p.110. 

(
5
)
メ
ン
グ
ス
は
前
任
者
コ
ッ
ラ
ー
ド
・
ジ
ャ
ク
イ
ン
ト
と
圃
じ
科
遇
を
裳
求
し
、
年
俸
ト
一
万
レ
ア
ル
の
ほ
か
家
と
馬
車
代
が
与
え
ら
れ
た
。
後
介
カ
ル
ロ

ス
四
川
の
時
代
の
宮
廷
圃
家
が
介
体
一
カ
H
千
レ
ア
ル
だ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
破
格
の
条
件
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
メ
ン
グ

ス
の
制
竹
に
つ
い
て
は
、
A
G
U
E
D
A
V
I
L
L
A
R
,
 M
e
r
c
e
d
e
s
,
 Anto11io Rafael Me11gs. 
M
u
s
e
o
 de! 
Prado, 1
9
8
0
.
あ
る
い
は
S
A
N
C
H
O
.

J
o
s
e
 Luis y
 

J
O
R
D
A
N
 D
E
 U
R
R
i
E
S
 Y
 D
E
 L
A
 C
A
L
I
N
A
:
J
a
v
i
e
r
,
 "
M
e
n
g
s
 e
 la 
Spagna", E
x
h
.
C
a
t
 .. 
M
e
n
g
s
.
 
La scoperta de! 
neoclassicò
Venezia, 2001, 

p
p
.
7
1
,
8
6
.
参
照
。

(
6
)
メ
ン
グ
ス
《
カ
ル
ロ
ス
一
心
川
》
し
＇
ハ
一
年
頃
、
袖
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
,
'
.
:
:
:
'
四
x
.
-
O
c
m
、
プ
ラ
ド
仄
術
館
、
I
n
v
.
n
o
.
2
2
0
0
、
《
干
妃
マ
リ
ア
・
ア
マ
リ

ア
・
デ
・
サ
ホ
ニ
ア
》
／
じ
六
一
年
頃
、
袖
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
一
五
四
x
―
-
O
c
m
、
プ
ラ
ド
矢
術
館
、
l
n
v
.
n
o
.
2
2
0
1
.

(
7
)
メ
ン
グ
ス
《
ー
太
f
カ
ル
ロ
ス
》
一
し
」
ハh
年
頃
、
池
彩
·
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
H
-
i
x
"
-
O
c
m
、
プ
ラ
ド
芙
術
館
、
l
n
v
.
n
o
.
2
1
8
8
、
〈
干
太

f

妃
マ
リ
ア
・

ル
イ
サ
・
デ
·
パ
ル
マ
》
L
六
五
年
切
、
湘
彩
・
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
/
h
1
·
x

I
ｷ
 0
c
m
、
プ
ラ
ド
必
術
館
、
I
n
v
.
n
o
.
2
1
8
9
.

(
8
)
一
じ
四
h

什
＇
に
制
作
さ
れ
た
《
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
一
川
》
(
B
a
y
r
e
u
t
h
,

N
e
u
e
s
 S
c
h
l
o
s
s
)
の
血
而
方
卜
に
は
「
M
e
n
g
s

/
p
.
1
7
4
5
」
の
サ
イ
ン
が

あ
り
、
ま
た
／
じ
万
六
年
以
陥
に
拙
い
た
《
枢
機
卿
ア
ル
ベ
リ
コ
，
ア
ル
キ
ン
ト
》
（
リ
ヨ
ン
美
術
館
）
で
は
像
i

が
持
つ
手
紙
の
な
か
に
イ
タ
リ
ア
議
で

k
ぃ

か
れ
た
献
辞
の
蔽
後
に
訓
琢
の
イ
タ
リ
ア

h
u
u
で
綴
っ
た
サ
イ
ン
「
A
n
t
o
n
i
o
Raffael M
e
n
g
s
」
か
あ
る
。
ブ
ル
ボ
ン
家
の
窮
廷
ャ
日
像
に
つ
い
て
は
、

R
O
T
T
G
E
N
.
 Steffi, 
A
n
t
o
i
こ
～
ミp
h
a
e
l
M
e
ぷi
g
s
:1728']779, M
l
i
n
c
h
e
n
,
 1999. B
a
n
d
 I, 
pp.197,214. B
o
u
r
b
o
n
.
 Kut.Nrn.130-143. ;
,
-
J
1
1
(
1
\
c

照
。
た
だ
し

メ
ン
グ
ス
が
ナ
ポ
リ
で
一
し
六
0
年
に
制
竹
し
た
《
ナ
ポ
リ
上
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
四
軋
》
（
プ
ラ
ト
美
術
館
、
I
n
v
.
n
o
.
2
1
9
0
)
に
は
、
例
外
的
に
両
家
の
サ
イ
ン

が
あ
る

、
王

1111"

" ル
ロ
ス
三
枇
の
宮
廷
で
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
枇
の
肖
像
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
明
確
な
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別

な
待
遇
で
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
招
聘
さ
れ
た
メ
ン
グ
ス
が
、
そ
も
そ
も
レ
プ
リ
カ
を
描
く
で
あ
ろ
う
か
。
像
主
を
示
す
イ
ン
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
も
作
者
の
サ
イ
ン
も
小
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

結
論
と
し
て
、
長
崎
県
美
術
館
所
蔵
の
二
点
の
肖
像
画
の
作
者
は
メ
ン
グ
ス
よ
り
も
「
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
と
工
房
」
、
あ
る
い

は
「
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
エ
房
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
二
点
を
比
べ
れ
ば
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
世
の
肖
像
の
ほ
う
が

王
宮
所
蔵
の
基
準
作
に
よ
り
忠
実
な
レ
プ
リ
カ
で
あ
る
た
め
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
が
多
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ

に
対
し
、
丁
妃
の
肖
像
に
は
助
手
た
ち
の
手
が
よ
り
多
く
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
作
者
の
帰
属
が
変
わ
ろ
う

と
も
、
日
本
で
は
稀
有
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宮
廷
肖
像
の
興
味
深
い
対
幅
の
作
例
と
し
て
の
評
価
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。

図20. ジャン・ラン

〈フェリペ 1,: Ill> 1723年

i1l1采多・カンヴァス 144 x 115cm 

プラド）；•術館

図 18. ヴァン・ロー

ふ描翌i1i
+．． 99/：サン・フェルナンド天術アカデミー

《フェリペ／,: Ill:の家族〉 1739年

図 19 イアサント・リコニー

（ルイ・ド・フランス〉 1708年

iIII栄ク・カンヴァス 144 x I 12cm 
マドリード l_：． 1年
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Reconsideraci6n de la atribuci6n de los retratos de Fernando VI y de la reina 

Barbara conseivados en el Nagasaki Prefectual Museum 

Akira Kinoshita 

Los retratos de Fernando VI y de la reina Barbara (Inv.no. All イ 362) pertenecientes a la 

colecci6n del Nagasaki Prefectual Museum, se atribuyen a Anton Raphael Mengs (1728 -1779), el primer 

pintor de camara de Carlos III. La firma "Por Anton Rafael Mengs", que se encuentra en la parte inferior 

de dichos cuadros, es el fundamento esencial y, al mismo tiempo, el unico para identificar el autor de los 

retratos. 

No obstante, el modo de retratar a los soberanos en dichos cuadros nos hace recordar mas al 

de la corte francesa de Louis XIV que al de Mengs, ya que los retratados de Nagasaki presentan un brillo 

mas rigido y una factura mas idealizada. 

Por otra parte, en el Palacio Real de Madrid se conserva una pareja de retratos de Fernando VI 

(Inv.no.10002069) y la reina Barbara (Inv.no.10002070) pintados por Louis-Michel Van Loo (1707 -1771) 

que poseen una composici6n idもntica y motivos comunes a los de Nagasaki. Actualmente dichos retratos 

se encuentran colgados en la Saleta de la Reina Dona Maria Cristina, donde igualmente se exponen los de 

Felipe Vy de Isabel de Farnesio, realizados tambien por Van Loo. La existencia de las obras originales de 

los retratos que nos ocupan en el Palacio Real, nos obliga considerar de nuevo la atribuci6n de los de 

Nagasaki. 

Mengs, invitado por Carlos III, lleg6 a la corte espafiola en 1761, dos afios despues de la muerte 

de Fernando VI. Esto nos hace pensar que, para que Mengs hubiese llevado a cabo las replicas de los 

retratos de Fernando VI y la reina pintados por Van Loo, tendria que haber existido alguna raz6n concreta 

de la que nada se sabe. Por 16gica, Mengs deberia haber pintado, antes de nada, los retratos oficiales del 

nuevo rey Carlos III y de su esposa recien fallecida, Maria細alia de Sajonia, los cuales pasarian a erigirse 

como retratos prototipo de su corte. Por otra parte, Mengs no habia firmado, en efecto, los retratos de la 

familia real espafiola. 

Van Loo, por el contrario, vino a Espana en 1737 con la recomendaci6n de Hyacinthe Rigaud 

para sustituir a Jean Ranc. Van Loo pinto numerosos retratos de los monarcas Felipe Vy Fernando VI, y 

en su taller se realizaron frecuentes replicas. Van Loo regres6 a Francia en 1752, cuando en la corte 

fernandina ya se imponia el gusto italiano sobre el frances. 

Comparando los retratos de Nagasaki con los del Palacio Real de Madrid se aprecia cierta 

diferencia en cuanto a las posturas de los modelos y los detalles de la indumentaria, sobre todo, en el de la 

reina Barbara. Este hecho constituiria un indicio masque permitiria atribuir a Van Loo y sus ayudantes, o 

a su taller, la autoria de los retratos de Nagasaki. En el futuro cercano, se espera el analisis cientifico de la 

firma "Por Anton Rafael Mengs", lo que permitiria identificar con rigor al autor de dichas obras. 



一
九
―
―
一
九
年
四
月
、
三
年
弱
に
及
ぶ
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
フ
ラ
ン
コ
軍
の
勝
利
に
終
わ
り
、
そ
れ
か
ら
四
0
年
近
く
続
く
軍

事
独
裁
体
制
が
敷
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
一
一
年
前
に
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
（
図
l
)
を
描
き
フ
ラ
ン
コ
軍
の
柚
暴
を
告
発
し
て
い
た

ピ
カ
ソ
は
以
後
、
自
発
的
亡
命
者
と
な
り
、
再
び
祖
国
の
地
を
踏
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
か
ら
、
一
九
―
―
―
九
年
以
降
の
ピ
カ
ソ
と
ス
ペ
イ
ン
の
関
係
を
考
え
る
際
に
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
と
の
対
立
を
主
軸

に
し
て
語
る
と
い
う
傾
向
が
生
ま
れ
て
く
る
。
「
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
ス
ペ
イ
ン
は
ピ
カ
ソ
を
全
面
的
に
拒
絶
し
た
。
彼
の
作
品

や
人
格
に
対
し
て
は
侮
蔑
や
嘘
が
浴
び
せ
ら
れ
た
」
と
す
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ボ
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
て
「
《
フ
ラ
ン
コ
の
夢

と
嘘
》
に
書
き
込
ま
れ
た
文
章
だ
け
で
な
く
、
他
の
多
数
の
同
種
の
文
章
も
そ
の
多
く
は
侮
蔑
的
な
言
葉
で
あ
っ
て
‘
[
ピ
カ

ソ
の
]
フ
ラ
ン
コ
体
制
に
反
対
す
る
軽
蔑
、
怒
り
、
過
激
さ
の
例
証
で
あ
る
」
と
す
る
バ
レ
リ
ア
ノ
・
ボ
サ
ル
な
ど
、
そ
の
例

は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
ピ
カ
ソ
と
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
対
立
と
い
う
単
純
な
二
項
対
立
は
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
ス
ペ
イ
ン
の
民
主
化
を
肯
定
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
余
り
、
軍
事
独
裁
体
制
を
絶
対
的
悪
と
断
定
し
、
そ
れ
に
対
立

し
た
ピ
カ
ソ
を
英
雄
と
し
て
描
き
だ
す
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

ピ
カ
ソ
の
生
涯
を
網
羅
す
る
浩
潮
な
評
伝
を
執
箪
し
た
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
も
「
フ
ラ
ン
コ
政
権
に
対
す
る
彼
の
絶

え
ざ
る
否
認
」
の
一
例
と
し
て
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
が
画
策
し
た
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
の
ス
ペ
イ
ン
帰
還
交
渉
に
関
し
て
次
の
よ
う
に

論
じ
て
い
る
。

「
こ
こ
二
、
三
年
の
間
[
-
九
七0
年
前
後
]
に
‘
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
、
も
し
善
意
を
示
す
こ
と
で
ピ
カ
ソ
を
ス
ペ
イ
ン
に
帰

同
す
る
気
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
得
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
感
じ
始
め
た
こ
と
は
、
確
か
な
こ

と
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
の
合
衆
国
万
国
博
魏
会
に
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
翌
年
も
、
ス
ペ
イ
ン
館
に
彼
の
作
品
を
陳
列
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
思
表
示
や
交
渉
申
し
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
一
九
六
九
年
の
秋
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
ピ
カ
ソ
を
説

得
し
て
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
を
マ
ド
リ
ー
ド
に
新
設
の
近
代
美
術
館
に
寄
贈
さ
せ
る
こ
と
に
と
う
と
う
成
功
し
、
美
術
館
は
そ
の
受

フ
ラ
ン
コ
体
制
に
よ
る
ピ
カ
ソ
芸
術
容
認
へ
の
過
程

松
田
健
児

九
四
0
年
代
を
中
心
に

（
慶
應
義
塾
大
学
）

図l パプロ・ピカソ 〈ゲルニカ） 1937年 ・illI彩·カンヴァス

プラド美術館所蔵／匡l 立ソフィア・1:．妃芸術七ンター省託

349.3 x 776.6cm 

17 



け
人
れ
の
準
備
を
始
め
た
と
い
う
晒
が
、
仏
く
新
聞
界
に
流
布
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
コ
総
統
の
政
府
が
、

彼
の
罪
悪
を
あ
れ
ほ
ど
に
も
枡
弁
に
永
遠
の
も
の
と
し
て
描
き
留
め
た
ま
さ
に
そ
の
絵
画
を
受
け
入
れ
る
用
意
の
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
は
共
和
制
が
復
活
し
た
時
に
の
み
ス
ペ
イ
ン
ヘ
行
く
の
だ
と
頑
強
に

繰
り
返
し
て
い
る
ピ
カ
ソ
が
、
そ
う
し
た
処
置
を
考
え
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
」

し
か
し
、
こ
の
文
怜
ぷ
か
ら
も
加
間
見
え
る
よ
う
に
、
両
者
が
無
条
件
に
反

H

し
合
い
関
係
が
完
全
に
断
絶
し
て
し
ま
っ
た

訳
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
コ
政
権
は
秘
密
裡
に
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
の
返
速
交
渉
に
乗
り
だ
し
た
だ
け
で
な
く
、
一
九
六
四
年
に
は
ス

ペ
イ
ン
政
府
と
し
て
初
め
て
三
点
の
ピ
カ
ソ
作
品
《
両
家
と
モ
デ
ル
》
祠
2
)
を
購
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
六
一
年
三
月
の
『
ブ
ラ
ン
コ
・
イ
・
ネ
グ
ロ
』
誌
は
マ
ド
リ
ー
ド
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
大
規
模
な
ピ
カ
ソ
版

両
展
を
紹
介
し
、
時
代
の
精
神
を
最
も
良
く
休
現
す
る
画
家
と
し
て
ピ
カ
ソ
を
論
じ
る
エ
ン
リ
ケ
・
ラ
フ
エ
ン
テ
・
フ
ェ

ラ
ー
リ
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
記
事
に
附
さ
れ
た
写
真
に
は
展
覧
会
会
場
を
埋
め
尽
く
す
観
衆
や
長
蛇
の
列
が

Tマ
し
だ

さ
れ
、
「
こ
の
記
事
の
締
切
ま
で
に
ベ
ル
ナ
ベ
ウ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
の
超
満
員
の
数
を
上
回
る
十
二
万
五
千
人
が
現
代
美
術
館
で

閲
か
れ
て
い
る
ピ
カ
ソ
版
両
展
を
訪
れ
た
」
と
い
う
説
明
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
一
九
五
七
年
の
『
ラ
・
エ
ス
タ
フ
ェ
タ
・
リ
テ
ラ
リ
ア
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
串
で
は
、
ホ
セ
・

ル
イ
ス
・
ボ
ラ
ウ
が
一
一
時
間
に
わ
た
る
ア
ト
リ
エ
訪
間
で
得
た
確
信
と
し
て
、
ピ
カ
ソ
は
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
る
こ
と
を
自
負

し
て
お
り
、
祖
国
を
愛
し
続
け
て
い
る
と
断
言
し
て
い
る
。
し
か
も
、
上
述
の
版
画
展
を
期
に
「
ス
ペ
イ
ン
に
戻
る
つ
も
り

は
あ
る
か
」
と
い
う
質
間
に
対
し
て
ピ
カ
ソ
は
「
あ
る
、
で
も
こ
ん
な
格
好
で
行
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
？
こ
ん
な
ズ

ボ
ン
と
セ
ー
タ
ー
で
。
」
と
、
複
雑
に
屈
折
し
て
い
る
も
の
の
肯
定
的
な
返
答
を
与
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
詳
述
し
て
い
く
よ
う
に
ピ
カ
ソ
と
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
対
立
と
い
う
捉
え
方
は
目
の
粗
い
網
の
よ
う
な

も
の
で
そ
こ
か
ら
許
多
の
事
象
が
こ
ほ
れ
落
ち
て
し
ま
う
た
め
、
両
者
の
複
雑
な
関
係
を
単
純
な
二
元
論
に
迎
元
す
る
見
解

は
到
底
受
け
人
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

当
然
な
が
ら
、
四

0
年
近
く
続
い
た
独
裁
体
制
が
常
に
一
貫
し
た
芸
術
政
策
を
展
開
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
本
論
で

特
に
焦
点
を
当
て
る
一
九
四

0
年
代
か
ら
既
に
、
ス
ペ
イ
ン
国
内
に
お
け
る
ピ
カ
ソ
の
許
価
は
ゆ
っ
く
り
と
、
し
か
し
本
質

的
な
変
容
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
時
代
の
流
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
一
九
四

0
年
代
前
半
に
特
命
全
権
公
使
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
に
滞
在
し
た

須
磨
弼
吉
郎
の
美
学
や
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
理
解
す
る
手
が
か
り
と
も
な
る
。
第
二
次
大
戦
中
に
主
に
ス
ペ
イ
ン
を
舞
台

と
し
て
収
集
さ
れ
た
彼
の
膨
人
な
ス
ペ
イ
ン
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
ピ
カ
ソ
作
と
さ
れ
て
い
た
《
母
》
が
含
ま
れ
て
お
り
、

当
時
の
雑
誌
『
ム
ヘ
ー
ル
』
に
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
の
裔
さ
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
ピ
カ
ソ
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
須
窮
が
執
箪
し
た
ス
ペ
イ
ン
文
化
論
『
ス
ペ
イ
ン
藝
術
精
神
史
』
で
は
「
ピ
カ
ソ
は
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
な
蓋
人
だ
と
観
る
こ
と
が
一
般
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
ピ
カ
ソ
こ
そ
ス
ペ
イ
ン
中
泣
一
家
中
の
ま
た
最
も
ス
ペ
イ
ン

的
な
人
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
」
、
「
そ
し
て
、
之
を
客
観
的
に
い
ふ
な
ら
ば
、
ピ
カ
ソ
の
芭
術
は
、
ス
ペ
イ
ン
歴
代
藝
術
に

図2. パプロ・ピカソ 《 11hj家とモデル》 196~年

湘彩・カンヴァス 130 x 195cm 

凶立ソフィア T．妃芸術センター
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既
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
中
か
ら
、
ピ
カ
ソ
は
フ
ラ
ン
コ
軍
に
対
す
る
拒
絶
の
姿
勢
を
陀
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
公
的
機
関
か

ら
常
に
距
離
を
悩
こ
う
と
し
た
彼
が
プ
ラ
ド
美
術
館
名
脊
館
長
の
職
を
引
き
受
け
た
の
も
、
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
制
作
の
依
頼
を
快

諾
し
た
の
も
、
フ
ラ
ン
コ
軍
と
対
立
す
る
共
和
国
側
を
積
極
的
に
支
持
す
る
と
い
う
明
確
な
意
思
の
表
明
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。
内
戦
中
に
発
表
さ
れ
た
ピ
カ
ソ
の
声
明
で
は
フ
ラ
ン
コ
軍
へ
の
拒
絶
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
ス
ペ
イ
ン
の
戦
争
は
民
衆
と
，1
1
1
1
1
に
対
す
る
反
動
の
戦
い
で
あ
る
。
芸
術
家
と
し
て
の
私
の
生
涯
は
反
動
と
芸
術
の
死

に
対
す
る
絶
え
ざ
る
戦
い
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
た
と
え
一
瞬
で
も
私
が
反
動
と
死
に
与
す
る
と
誰
が
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
反
逆
が
始
ま
っ
た
と
き
、
民
衆
に
よ
っ
て
正
当
に
選
ば
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
共
和
国
政
府
は
私
を
プ
ラ
ド
美

術
館
の
館
長
に
任
命
し
た
。
私
は
そ
れ
を
即
座
に
承
諾
し
た
。
私
が
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
と
呼
ぶ
で
あ
ろ
う
制
作
中
の
作
品
や
全
て

の
近
作
に
お
い
て
、
私
は
ス
ペ
イ
ン
を
苦
痛
と
死
の
人
悔
に
沈
め
た
軍
事
染
団
に
対
す
る
私
の
嫌
悪
を
は
っ
き
り
と
表
明
す

{10} 
る
。
」

し
か
し
、

ス
ペ
イ
ン
に
対
す
る
彼
の
姿
勢
は
独
裁
体
制
へ
の
拒
絶
だ
け
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
ピ
カ
ソ
は
同

時
に
、
共
和
国
派
＇
」
命
者
の
救
済
に
尽
力
し
て
い
る
の
だ
。
彼
と

l
u
l様に
「
亡
命
」
し
た
什
品
で
あ
る
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
と
そ
の
準

仙
習
作
は
イ
ギ
リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
囚
、
西
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
を
巡
回
し
、

そ
う
し
た
展
党
会
で
得
ら
れ
た
収
益
は
ス
ペ
イ
ン
人
亡
命
者
た
ち
の
救
済
賓
金
に
充
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
共
和
国
を
支
持
す

る
数
々
の
声
明
に
署
名
し
、
反
フ
ラ
ン
コ
組
織
に
協
力
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
反
フ
ラ
ン
コ
の
姿
勢
は
、
内
戦
以
降
に
制
作
さ
れ
た
作
品
に
も
影
を
洛
と
し
て
い
る
。
第
二
次
恨
界
大
戦
が
終

結
し
た
と
き
、
ピ
カ
ソ
は
《
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
命
を
落
と
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
》
(
I
X
I
3
)
を
描
く
こ
と
で
フ
ァ

シ
ズ
ム
と
戦
い
命
を
洛
と
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
闘
士
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
マ
キ
と
共
に
ナ
チ
ス
占
領

軍
に
対
し
て
地

F

で
抵
抗
を
続
け
た
彼
ら
は
、
そ
の
多
く
が
内
戦
に
敗
れ
亡
命
を
余
低
な
く
さ
れ
た
共
和
国
派
ス
ペ
イ
ン
人

だ
っ
た
。
ま
た
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た
作
品
《
納
骨
堂
》
｛
図4
)
で
は
、
ピ
カ
ソ
は
自
ら
の
ス
ペ
イ
ン
性
を
誇
ポ
す
る
か
の

フ
ラ
ン
コ
体
制
に
対
す
る
ピ
カ
ソ
の
姿
勢
、

拒
絶

封
す
る
還
元
革
命
の
表
明
で
し
か
な
い
の
だ
。
人
は
革
命
に
驚
く
。
遥
元
革
命
に
は
一
層
眼
を
睦
る
。
そ
れ
が
ピ
カ
ソ
の
現

代
に
持
つ
重
大
な
債
値
で
あ
る
。
そ
れ
が
彼
の
作
品
が
、
世
界
的
通
貨
で
す
ら
あ
る
所
以
で
あ
る
」
と
、
ピ
カ
ソ
を
高
く
評

価
し
、
ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
見
て
い
く
よ
う
に
、
そ
れ
は
須
磨
自
身
も

深
く
関
わ
っ
た
当
時
の
美
術
批
計
で
は
容
認
さ
れ
得
な
い
考
え
方
で
あ
っ
て
、
内
戦
直
後
の
フ
ラ
ン
コ
政
権
に
お
け
る
公
式

の
美
術
政
策
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
と
な
る
だ
ろ
う
。

図4. パプロ・ビカ‘ノ （納・ti••;:t)

1945-46年 池彩・カンヴァス 199.8 X 250.1cm 

ニューヨーク近代災術館

図3 パプロ•ピカソ

〈フランスのために命を沿としたスベイン人へのオマージュ）

1946-47年 illl彩・カンヴァス 195 x 130cm 
19l 立‘ノフィア 1:．妃芸術七ンター
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で
は
、

ス
ペ
イ
ン
国
内
に
お
い
て
ピ
カ
ソ
は
ど
う
論
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
指
標
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
フ
ァ
ン
・
ア

ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ヤ
・
ヌ
ー
ニ
ョ
が
ま
と
め
あ
げ
た
一
五
七
0
点
に
及
ぶ
ピ
カ
ソ
関
連
の
書
誌
情
報
で
あ
る
。
こ
の
書
誌
情
報
は

(14) 

全
て
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
出
版
さ
れ
た
時
代
、
つ
ま
り
一
九
六

0
年
代
ま
で
し
か
扱
っ
て
い
な
い
と

い
う
欠
点
は
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
る
ピ
カ
ソ
関
連
文
献
を
最
も
多
く
網
羅
し
て
い
る
た
め
、
そ
こ
に
挙
げ
ら

れ
た
書
誌
情
報
を
年
代
順
に
並
べ
あ
げ
て
い
く
と
ピ
カ
ソ
論
の
数
が
時
代
に
よ
っ
て
ど
う
推
移
し
て
い
っ
た
の
か
、
大
ま
か

な
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
l
)
0

そ
れ
に
よ
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
で
も
ス
ペ
イ
ン
語
や
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
で
善
か
れ
た
記
事
が
一
八
九
七
年
か
ら
発
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
―

1
0年
代
ま
で
は
年
に
数
点
の
ペ
ー
ス
だ
っ
た
の
だ
が
一
九
三

0
年
代
か
ら
そ
の
数
が
急
増
し
、

二
桁
を
越
え
る
よ
う
に
な
る
。
ピ
カ
ソ
論
の
ブ
ー
ム
は
内
戦
が
勃
発
す
る
一
九
三
六
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
こ
の
年
、
ピ
カ

ソ
を
タ
イ
ト
ル
に
冠
し
た
記
事
や
書
籍
は
二

0
点
を
越
え
た
。
し
か
し
、
内
戦
の
深
刻
化
と
と
も
に
ピ
カ
ソ
の
名
前
は
次
第

に
姿
を
消
し
て
い
き
、
一
九
三
九
年
以
降
十
年
間
は
メ
キ
シ
コ
や
ハ
バ
ナ
、
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
で
発
表
さ
れ
る
も
の
を

例
外
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
ピ
カ
ソ
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ス
ペ
イ
ン
美
術
批
評
か
ら
の
排
除

よ
う
に
、
ゴ
ヤ
の
版
画
『
戦
争
の
惨
禍
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
一
九
四
六
年
二
月
に
パ
リ
で
間
幕
し
た
「
芸
術
と
抵
抗
」
展

に
出
品
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
二
作
品
は
明
ら
か
な
政
治
的
烈
図
の
も
と
に
描
か
れ
て
い

る
。
平
和
を
求
め
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
と
い
う
ピ
カ
ソ
の
信
念
が
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
の
と
き
か
ら
同
じ
文
脈
上
に
展
開

さ
れ
て
い
た
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
ピ
カ
ソ
は
ス
ペ
イ
ン
を
支
配
し
て
い
た
政
治
シ
ス
テ
ム
を
否
定
し
て
は
い
た
も
の
の
、
ス
ペ
イ
ン
そ
の
も
の
を

拒
絶
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
祖
国
に
対
す
る
深
い
愛
着
や
、
独
裁
体
制
に
よ
っ
て
断
絶
さ
れ
た
民
主
主
義
が
い
つ

の
日
か
取
り
戻
さ
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
希
望
を
捨
て
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
へ
の
入
党
を
決
意
し

た
の
も
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
、
ピ
カ
ソ
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
私
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
は
な
く
ス
ペ
イ
ン
人
だ
。
私
は
フ
ラ
ン
コ
に
反
対
し
て
い
る
。
そ
れ
を
公
に
す
る
唯
一
の
手
段
が

(12) 

共
産
党
の
党
員
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
る
こ
と
で
私
が
敵
対
す
る
立
場
に
い
る
こ
と
を
表
明
す
る
の
だ
。
」

こ
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
共
廂
党
に
入
党
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
抗
し
て
い
た
ピ
カ

ソ
は
パ
リ
解
放
後
、
単
な
る
芸
術
界
の
巨
匠
で
は
な
く
、
「
回
復
さ
れ
た
自
由
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ

と
に
な
る
。

30 

25 

20 

数 15

10 

゜ 1901 1910 1913 1916 1919 1922 1925 1928 1931 1934 

年

表1. ガヤ・ヌーニョの再心情報に掲載された

スペイン晶文献数の推移
1939 1942 1945 1948 1951 1954 1957 1959 1961 
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ま
た
、
極
端
な
ま
で
に
数
が
減
っ
た
だ
け
で
な
く
、
内
戦
終
結
直
後
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
ピ
カ
ソ
芸
術
に
対
す
る
評
価
は
否

定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
コ
体
制
成
立
直
後
の
状
況
を
フ
リ
ア
ン
・
デ
ィ
ア
ス
・
サ
ン
チ
ェ
ス
と
ア
ン
ヘ
ル
・
ジ
ョ

レ
ン
テ
・
エ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
強
制
さ
れ
た
環
境
の
な
か
で
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
よ
り
も
超
保
守
的
な
多
く
の
側
面
に
お
い
て
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ

は
ス
ペ
イ
ン
人
芸
術
家
と
は
見
倣
さ
れ
な
か
っ
た
。
ピ
カ
ソ
に
つ
い
て
新
聞
や
雑
誌
上
に
記
事
が
載
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

｛
応
｝

＜
‘
[
あ
っ
た
と
し
て
も
]
概
し
て
彼
を
否
定
す
る
た
め
の
記
事
で
あ
っ
た
。
」

(16) 

具
休
例
と
し
て
は
ペ
ド
ロ
・
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ト
ラ
ル
ゴ
の
記
事
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ペ
レ
ス

1
1

ド
ル
ス
の
著
作
「
イ
ズ
ム

の
行
進
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
者
は
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
」
と
題
さ
れ
た
章
の
な
か
で
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
理
論
家
た
ち
を

徹
底
的
に
否
定
し
た
後
、
ピ
カ
ソ
は
世
界
中
を
咄
い
も
の
に
す
る
、
い
わ
ば
「
大
道
芸
人
」
に
過
ぎ
な
い
と
次
の
よ
う
に
非
難

す
る
。

「
し
ば
ら
く
経
っ
た
あ
る
日
、
直
前
の
も
の
も
、
そ
の
前
の
も
の
も
本
物
で
は
な
い
、
そ
れ
と
は
別
の
こ
れ
こ
そ
が
本
物

な
の
だ
と
、
そ
の
男
が
言
い
出
し
た
ら
、
こ
の
男
は
観
衆
や
批
評
家
、
そ
し
て
全
世
界
を
嘲
笑
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

疑
う
よ
う
に
な
る
に
違
い
な
い
。
た
と
え
驚
く
こ
と
に
、
そ
う
し
た
雰
囲
気
に
追
従
し
彼
の
資
産
を
増
大
さ
せ
る
手
助
け
を

す
る
者
が
現
れ
た
と
し
て
も
だ
。
二
十
世
紀
に
お
い
て
、
ひ
と
り
の
大
道
芸
人
の
幸
運
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
も
の
に
な
る
と

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
椎
察
に
よ
っ
て
私
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
キ
ュ
リ
ー
夫
人
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
カ
メ
レ
オ
ン
が
色
を
変
え
る
よ
う
に
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
、
あ
ま
り
の
幸
連
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も

美
学
の
方
向
を
変
え
て
し
ま
っ
た
ひ
と
り
の
芸
術
家
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
と
読
者
の
皆
さ
ん
に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え

{17) 

る
だ
ろ
う
。
」

婉
曲
な
表
現
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
次
々
と
作
風
を
変
え
る
の
は
柑
手
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
痛
烈
な
批
判
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
退
廃
芸
術
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
ピ
カ
ソ
芸
術
を
否
定
し
た
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
の
美
術
理
論
に
影
評
を
受
け
た

両
家
・
評
論
家
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ポ
ン
ペ
イ
も
著
薔
『
芸
術
家
た
ち
と
観
衆
』
の
な
か
で
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ス
や
ピ
カ
ソ
の
作

(18] 

品
は
社
会
心
理
の
、
不
安
や
根
拠
の
あ
る
怖
れ
に
満
ち
た
没
落
す
る
世
界
の
、
忠
実
で
恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
」
と
、

激
し
い
口
調
で
ピ
カ
ソ
を
糾
弾
し
て
い
る
。
ポ
ン
ペ
イ
に
よ
る
と
、
ピ
カ
ソ
は
「
誇
張
さ
れ
、
衝
動
に
つ
き
う
ご
か
さ
れ
、

ま
る
で
悪
廣
に
と
り
憑
か
れ
た
よ
う
に
」
西
洋
社
会
の
「
没
落
」
を
象
徴
し
、
彼
の
な
か
に
は
あ
ら
ゆ
る
不
吉
な
外
国
の
影
響

が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
「
こ
う
し
た
非
人
間
的
で
残
酷
な
本
性
を
も
つ
彼
が
絵
画
を
殺
害
し
よ
う
と
望
ん
だ
と
し
て

(19-

も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
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当
時
の
批
評
家
た
ち
が
な
に
よ
り
も
俊
先
さ
せ
て
取
り
組
ん
だ
課
題
が
芸
術
の
「
ス
ペ
イ
ン
化

e
s
p
a
f
i
o
l
i
z
a
c
i
6
n

」
で
あ
り
、

ピ
カ
ソ
芸
術
、
と
り
わ
け
キ
ュ
ビ
ス
ム
が
ス
ペ
イ
ン
美
術
の
「
非
ス
ペ
イ
ン
化

d
e
s
e
s
p
a
f
i
o
l
i
z
a
c
i
6
n

」
を
も
た
ら
し
た
最
大

の
元
凶
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
う
し
た
状
況
が
牛
ま
れ
て
く
る
の
も
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
言

[20) 

え
よ
う
。

こ
う
し
た
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
状
況
に
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
た
の
が
共
和
国
派
の
ス
ペ
イ
ン
人
亡
命
者
た
ち
だ
っ
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
ピ
カ
ソ
は
フ
ラ
ン
コ
体
制
に
抵
抗
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
希
望
の
象
徴
と
な
っ
て

い
く
。
ス
ペ
イ
ン
人
の
、
土
要
な
ピ
カ
ソ
擁
誰
論
者
た
ち
、
な
か
で
も
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
デ
・
ト
ー
レ
、
ホ
セ
・
モ
レ
ノ
・
ビ
ジ
ャ
、

ジ
ョ
ゼ
・
レ
ナ
ウ
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
入
れ
先
と
な
っ
た
士
地
で
ピ
カ
ソ
芸
術
に
関
す
る
著
述
を
続
け
て
い
っ
た
。
そ

う
し
た
怠
味
で
、
一
九
四

0
年
代
前
半
に
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ャ
語
[
い
ゎ
ゅ
る
ス
ペ
イ
ン
語
]
で
出
版
さ
れ
た
ピ
カ
ソ
の
モ
ノ
グ

ラ
フ
が
い
ず
れ
も
ス
ペ
イ
ン
で
は
な
く
、
メ
キ
シ
コ
や
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
で
出
版
さ
れ
て
い
る
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。

-21} 

そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
一
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
一
九
四
二
年
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
出
身
の
ジ
ョ
ア
ン
・
メ
ル
リ
が
出
版
し
た

ピ
カ
ソ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
ろ
う
。
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
で
出
版
さ
れ
た
こ
の
本
の
な
か
で
メ
ル
リ
は
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
が
制

作
さ
れ
た
歴
史
的
状
況
を
描
写
し
な
が
ら
、
ピ
カ
ソ
の
天
才
を
賞
賛
し
て
い
る
。

「
世
界
的
な
存
在
と
な
る
べ
く
生
ま
れ
た
ピ
カ
ソ
は
、

22) 

ス
ペ
イ
ン
的
な
存
在
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
」

こ
こ
で
言
う
ス
ペ
イ
ン
と
は
、
フ
ラ
ン
コ
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
あ
り
得
な
い
。
む
し
ろ
内
戦
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
正
統
な
」
共
和
国
ス
ペ
イ
ン
を
指
し
て
い
る
は
ず
だ
。
メ
ル
リ
は
フ
ラ
ン
コ
休

制
を
表
立
っ
て
非
難
す
る
表
現
を
意
識
的
に
避
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
に
関
す
る
記
述
は
、
無
梵
別
爆
墜
の

責
任
を
認
め
な
い
ば
か
り
か
、
逆
に
「
ア
カ
」
の
仕
業
で
あ
る
と
賄
伝
し
て
い
た
独
裁
体
制
を
痛
烈
に
告
発
す
る
も
の
で
あ
っ

こ
。

し
か
も
、
こ
の
本
は
フ
ラ
ン
コ
体
制
初
期
に
最
も
影
評
力
の
あ
っ
た
評
論
家
エ
ウ
ヘ
ニ
オ
・
ド
ー
ル
ス
ヘ
の
反
論
に
よ
っ

て
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
「
四
匹
の
猫
」
を
主
な
舞
台
と
し
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
時
代
、
つ
ま
り
青
年
期
か
ら
ピ
カ
ソ
と
交
友

関
係
に
あ
っ
た
ド
ー
ル
ス
は
内
戦
以
前
か
ら
。
ヒ
カ
ソ
を
自
ら
の
占
典
主
義
的
な
美
学
に
引
き
込
も
う
と
し
、
「
傑
作
」
を
描
く

（
四
）

よ
う
呼
び
か
け
て
い
た
。
メ
ル
リ
は
ド
ー
ル
ス
の
美
学
、
ま
た
は
政
治
的
立
場
か
ら
は
絶
対
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
こ
そ
が
そ
の
傑
作
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

亡
命
者
た
ち
に
と
っ
て
の
ピ
カ
ソ
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「
ほ
ら
、
こ
れ
だ
、
エ
ウ
ヘ
ニ
オ
・
ド
ー
ル
ス
ー
•
こ
れ
が
ピ
カ
ソ
の
傑
作
だ
。
目
が
眩
む
ほ
ど
魅
力
的
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ

{21) 

う
に
我
ら
が
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
美
術
の
頂
点
に
屹
立
す
る
傑
作
な
の
だ
。
」

一
九
四
五
年
に
は
メ
キ
シ
コ
で
別
の
ピ
カ
ソ
・
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
も
《
ゲ
ル

ニ
カ
》
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
の
論
調
は
メ
ル
リ
の
も
の
よ
り
直
戟
的
で
「
衰
弱
し
た
、
卑

(25) 

怯
な
敵
」
に
よ
る
、
無
差
別
爆
撃
と
い
う
犯
罪
行
為
が
あ
か
ら
さ
ま
に
批
難
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
で
あ
る
セ
フ
ェ
リ
ー
ノ
・

パ
レ
ン
シ
ア
は
「
卑
劣
な
行
為
」
の
「
最
も
公
平
で
執
拗
な
証
人
」
と
し
て
ピ
カ
ソ
を
位
置
づ
け
、
「
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
は
、
ス
ペ
イ
ン

(26) 

史
の
恥
ず
べ
き
現
代
に
書
き
込
む
こ
と
の
で
き
る
歴
史
の
な
か
で
最
も
熱
く
、
激
し
い
ペ
ー
ジ
で
あ
る
」
と
断
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
単
に
ピ
カ
ソ
を
論
じ
る
の
み
な
ら
ず
、
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
と
い
う
作
品
や
そ
の
制
作
背
景
と
な
っ
た
歴
史
的
状

況
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
コ
に
対
立
す
る
亡
命
者
た
ち
が
国
境
の
向
こ
う
側
か
ら
独
裁
体
制
に
抵
抗
す
る
た
め
の
文

化
的
武
器
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
共
和
国
派
亡
命
者
た
ち
は
単
に
ピ
カ
ソ
論
を
執
箪
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
ピ
カ
ソ
を
中
心
に
据
え
た
様
々
な
文
化

(27) 

活
動
を
実
現
さ
せ
て
い
く
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
作
業
を
前
進
さ
せ
る
」
と
い
う
趣
旨
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ

た
メ
キ
シ
コ
初
の
ピ
カ
ソ
展
は
一
九
四
四
年
、
主
に
モ
レ
ノ
・
ビ
ジ
ャ
や
ジ
ョ
ゼ
・
レ
ナ
ウ
と
い
っ
た
共
和
国
派
亡
命
者
に

よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
し
、
一
九
四
五
年
に
プ
ラ
ハ
で
、
パ
リ
在
住
ス
ペ
イ
ン
人
画
家
の
展
覧
会
「
共
和
国
ス
ペ
イ
ン
の
美
術
、

ェ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
ス
ペ
イ
ン
人
芸
術
家
た
ち
」
が
開
催
さ
れ
た
際
も
多
数
の
ピ
カ
ソ
作
品
が
展
示
さ
れ
、
《
フ
ラ
ン
コ

(28) 

の
夢
と
嘘
》
が
カ
タ
ロ
グ
の
表
紙
を
飾
っ
た
。
一
九
五

0
年
代
に
は
フ
ラ
ン
コ
政
権
が
主
催
し
た
イ
ス
パ
ノ
・
ア
メ
リ
カ
・
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
に
対
抗
し
て
パ
リ
や
カ
ラ
カ
ス
、
メ
キ
シ
コ
で
開
か
れ
た
反
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
お
い
て
ピ
カ
ソ
は
主
導
的
な
役

(29) 

割
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
の
推
移
を
要
約
す
る
と
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
成
立
直
後
、
ピ
カ
ソ
芸
術
に
対
す
る
批
判
、
否
定
論
は
修
復
の

施
し
よ
う
が
な
い
ほ
ど
深
く
根
を
は
り
、
両
者
の
間
に
は
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
深
い
溝
が
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
ピ
カ
ソ
と
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
決
定
的
な
対
立
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
第
二
次
大
戦
中
、

枢
軸
国
側
で
参
戦
す
る
こ
と
な
く
中
立
を
保
持
し
つ
づ
け
た
も
の
の
、
国
際
社
会
か
ら
孤
立
し
自
給
自
足
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
、
こ
の
数
年
間
に
展
開
さ
れ
た
も
の
だ
。

フ
ラ
ン
コ
体
制
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
を
境
に
次
第
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
。
内
戦
に
よ
る
損
害
と
国
際
的
経
済
封

鎖
に
よ
っ
て
疲
弊
し
き
っ
た
ス
ペ
イ
ン
は
国
連
に
よ
る
非
難
決
議
や
排
斥
勧
告
を
覆
し
て
諸
外
国
か
ら
の
援
助
を
獲
得
す
る

文
化
政
策
の
変
化
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ピ
カ
ソ
の
名
前
が
ス
ペ
イ
ン
の
美
術
批
評
に
再
び
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
最
初
期
の
著
作
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
出
版

（
包

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
冊
が
ジ
ョ
ゼ

•
F

・
ラ
フ
ォ
ル
ス
の
『
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
に
お
け
る
モ
デ
ル
ニ
ス
ム
芸
術
』
で
あ

る
。
ダ
ル
マ
ウ
書
房
か
ら
一
九
四
―
―
一
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
本
で
、
ピ
カ
ソ
は
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
モ
デ
ル
ニ
ス
タ
と
交
流
を

も
っ
た
非
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
画
家
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
著
者
は
ピ
カ
ソ
を
前
衛
芸
術
家
と
し
て
捉
え
て
い

る
の
で
は
な
く
、
モ
デ
ル
ニ
ス
ム
画
家
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の
だ
。
ラ
フ
ォ
ル
ス
は
ピ
カ
ソ
が
職
業
画
家
と
し
て
の
第
一

(32) 

歩
を
踏
み
出
し
た
頃
、
世
紀
末
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
し
か
描
き
出
し
て
い
な
い
。

一
九
四
六
年
に
は
シ
リ
シ
・
ペ
リ
セ
ー
ル
の
『
ピ
カ
ソ
以
前
の
ピ
カ
ソ
』
が
出
版
さ
れ
た
。
内
戦
以
降
の
ス
ペ
イ
ン
で
初
め

て
出
版
さ
れ
た
。
ヒ
カ
ソ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
ピ
カ
ソ
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
時
代
に
主
眼
が
置
か
れ
て

い
る
。
箪
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
皆
が
知
る
よ
う
な
世
界
の
ピ
カ
ソ
と
な
る
以
前
の
こ
の
男
、
ま
た
、
彼
の
バ
ル
セ
ロ
ー

ナ
に
育
ち
、
エ
ル
ス
・
ク
ア
ト
ラ
・
ガ
ッ
ツ
を
中
心
と
し
た
我
々
[
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
]
の
環
境
や
人
間
関
係
に
負
つ
て
い
る

ピ
カ
ソ
の
再
ス
ペ
イ
ン
化
と
そ
の
条
件

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
西
側
諸
国
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
全
休
主
義
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る

手
段
と
し
て
文
化
や
教
脊
面
で
開
放
政
策
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

文
化
政
策
に
お
け
る
変
化
は
美
術
の
冊
界
で
は
前
衛
芸
術
の
容
認
と
い
う
形
で
現
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
出
来
事

が
一
九
五
一
年
の
第
一
回
イ
ス
パ
ノ
・
ア
メ
リ
カ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
あ
り
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

帰
国
で
あ
る
。
政
府
が
主
催
す
る
大
展
覧
会
で
あ
る
前
者
は
と
り
わ
け
画
期
的
な
出
来
事
で
、
旧
植
民
地
で
あ
っ
た
中
南
米

各
国
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
の
日
で
あ
る
十
月
十
二

H

に
開
靡
し
た
。
こ

れ
を
期
に
フ
ラ
ン
コ
体
制
は
前
衛
芸
術
へ
少
し
ず
つ
門
戸
を
開
い
て
い
き
、
五

0
年
代
に
ア
ン
ト
ニ
・
タ
ピ
エ
ス
や
エ
ル
・

パ
ソ
を
代
表
と
す
る
抽
象
絵
画
が
全
盛
を
極
め
る
道
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
開
放
政
策
が
功
を
奏
し
て
、
冷
戦
の
始
ま
り
と
と
も
に
反
共
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
共
打
す
る
西
側
諸
国
の
態
度

が
軟
化
し
、
五
三
年
に
は
米
西
協
定
に
よ
っ
て
経
済
援
助
、
相
互
防
衛
支
援
、
軍
需
物
資
供
与
の
道
が
開
か
れ
、
ス
ペ
イ
ン

は
冷
戦
構
造
の
一
炭
を
担
う
よ
う
に
な
る
。

前
衛
芸
術
に
対
す
る
評
価
が
変
化
し
て
い
く
の
に
従
っ
て
、
ピ
カ
ソ
芸
術
に
対
す
る
評
価
も
少
し
ず
つ
変
貌
を
遂
げ
て

い
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ピ
カ
ソ
芸
術
の
場
合
、
政
治
的
な
対
立
が
原
因
で

そ
の
容
認
の
過
程
が
前
衛
芸
術
全
般
に
対
す
る
も
の
よ
り
も
ず
っ
と
複
雑
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。
い
く
ら
開
放
政
餓
を
採
る
と

は
い
え
、
反
体
制
亡
命
者
た
ち
の
希
望
を
象
徴
す
る
ピ
カ
ソ
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
九
四
五
年
前
後
に
フ
ラ
ン
コ
体
制
に
よ
る
ピ
カ
ソ
芸
術
容
認
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
は
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
ピ
カ
ソ
が
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
へ
人
党
し
た
の
と
ほ
ほ
同
じ
時
期
で
あ
っ
た
。
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結
び
、

(33) 

も
の
」
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ピ
カ
ソ
芸
術
の
「
再
ス
ペ
イ
ン
化
」
は
ま
ず
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
文
化
圏
で
始
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
ピ
カ
ソ
を
モ
デ
ル
ニ
ス
ム
の
文
脈
で
し
か
語
っ
て
い
な
い
と
い
う
特

徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
ペ
イ
ン
全
体
に
視
野
を
広
げ
た
と
し
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
発
表
さ
れ
る
ピ
カ
ソ
論
で
は
扱
う
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
と

い
う
同
種
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
批
評
家
た
ち
が
そ
れ
ま
で
「
国
際
性
」
ゆ
え
に
否
定
し
て
き
た
ピ
カ
ソ
を
、
改

め
て
ス
ペ
イ
ン
美
術
に
取
り
込
む
た
め
に
は
、
ま
ず
、
政
治
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
一
切
排
除
し
て
、
彼
の
ス
ペ
イ
ン
性
を
賞
賛

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ピ
カ
ソ
を
「
ア
カ
の
」
画
家
と
捉
え
る
こ
と
を
回
避
し
な
が
ら
、
「
ス
ペ
イ
ン
の
天
才
」

と
し
て
提
示
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

ピ
カ
ソ
と
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
と
の
結
び
つ
き
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
の
が
週
刊
誌
『
デ

ス
テ
ィ
ー
ノ
』
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
一
月
十
日
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
パ
リ
解
放
に
先
立
ち
、
そ
し
て
解
放
後
も
続
い
た
熱
狂
的
な
日
々
を
思
い
起
こ
す
者
は
も
は
や
誰
も
い
な
い
。

（
引
）

が
あ
ま
り
に
幸
福
で
絵
も
描
け
な
か
っ
た
あ
の
頃
を
。
彼
が
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
に
入
党
し
た
と
き
の
こ
と
を
。
」

(35) 

し
か
も
、
こ
の
記
事
の
一
週
間
後
に
は
ピ
カ
ソ
の
離
党
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
た
。
一
九
五
三
年
に
賛
否
両
論

を
巻
き
起
こ
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
肖
像
画
を
思
い
起
こ
す
ま
で
も
な
く
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
明
ら
か
な
誤
報
で
あ
る
。
誤
報

自
体
が
揺
図
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
そ
こ
に
は
ピ
カ
ソ
芸
術
か
ら
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

排
除
し
よ
う
と
す
る
批
評
家
た
ち
の
あ
か
ら
さ
ま
な
願
望
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
独
裁
体
制
下
の
ス
ペ
イ
ン
で
ピ
カ
ソ
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
独
裁
休
制
と
表
立
っ
て
対
立
す
る
よ
う
な
政
治
的

要
素
を
一
切
無
視
す
る
と
い
う
条
件
が
課
せ
ら
れ
た
の
だ
と
推
測
で
き
る
。
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
で
は
「
各
種
の
表
現
メ
デ
ィ

（
祁
）

ア
に
た
い
す
る
国
家
統
制
は
、
一
九
六
六
年
ま
で
完
全
か
つ
絶
対
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
条
件
さ
え
満
た
せ
ば
、

敵
対
し
て
い
る
は
ず
の
ピ
カ
ソ
を
論
じ
て
も
厳
し
い
検
閲
に
よ
っ
て
訂
正
を
求
め
ら
れ
た
り
出
版
を
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
の
後
の
展
開

。
ヒ
カ
ソ

こ
う
し
て
ピ
カ
ソ
の
名
前
は
ス
ペ
イ
ン
の
美
術
批
評
に
も
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
頻
度
は
内
戦
以
前
の
数

さ
え
凌
駕
す
る
ほ
ど
と
な
る
。
一
九
五
五
年
に
は
政
府
主
催
の
展
院
会
「
ス
ペ
イ
ン
現
代
美
術
の
先
駆
者
と
巨
匠
た
ち
」
展
に

(37) 

五
七
点
も
の
ピ
カ
ソ
作
品
が
展
示
さ
れ
、
一
九
六

0
年
に
出
版
さ
れ
た
『
現
代
絵
画
へ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
』
で
は
モ
レ

涵
｝

ノ
・
ガ
ル
バ
ン
が
ピ
カ
ソ
の
ス
ペ
イ
ン
絵
画
へ
の
影
評
を
論
じ
な
が
ら
、
「
ピ
カ
ソ
は
ス
ペ
イ
ン
人
な
の
か
と
い
う
質
問
に
対
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示
い
）

し
て
わ
れ
わ
れ
は
全
面
的
に
肯
定
す
る
し
か
な
い
。
ゴ
ヤ
や
ソ
ラ
ー
ナ
の
よ
う
に
、
全
く
も
っ
て
ス
ペ
イ
ン
人
で
あ
る
」
と
、

そ
の
ス
ペ
イ
ン
性
を
全
面
的
に
肯
定
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
。
ヒ
カ
ソ
芸
術
容
認
へ
の
過
程
を
描
き
だ
し
て
き
た
の
だ
が
、
そ
れ
は

(40) 

共
産
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
負
の
レ
ッ
テ
ル
が
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
て
は
い
な
い
。
事
実
、
ピ
カ
ソ

の
政
治
的
立
場
を
否
定
的
に
論
じ
る
言
説
は
ダ
リ
の
有
名
な
講
演
「
ピ
カ
ソ
は
共
産
主
義
者
で
あ
り
、
わ
た
し
は
そ
う
で
は

な
い
」
に
見
ら
れ
る
通
り
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
ス
ペ
イ
ン
国
内
で
も
ピ
カ
ソ

論
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
ピ
カ
ソ
芸
術
が
無
条
件
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
肯
定

論
と
否
定
論
が
絡
み
合
い
な
が
ら
混
在
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
ピ
カ
ソ
芸
術
に
対
す
る
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
容
認
の
過
程
を
考
慮
に
入
れ
な
い
限
り
、

一
九
六
三
年
に
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
で
ピ
カ
ソ
美
術
館
が
開
館
し
た
こ
と
や
翌
一
九
六
四
年
に
政
府
が
三
点
の
ピ
カ
ソ
の
近
作

《
画
家
と
モ
デ
ル
》
を
購
入
し
た
こ
と
は
説
明
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
コ
休
制
が
イ
ス
パ
ノ
・
ア
メ
リ

カ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
開
催
し
て
前
衛
芸
術
容
認
へ
傾
い
た
一
九
五
一
年
が
い
か
に
象
徴
的
な
年
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
マ

ド
リ
ー
ド
の
現
代
美
術
館
で
大
規
模
な
ピ
カ
ソ
展
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
そ
こ
か
ら
十
年
、
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
が
返
還
さ
れ
る
ま
で

三
0
年
、
故
郷
で
あ
る
マ
ラ
ガ
に
ピ
カ
ソ
美
術
館
が
開
館
す
る
ま
で
半
世
紀
以
上
の
時
間
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
冒
頭
で

指
摘
し
た
と
お
り
、
ピ
カ
ソ
と
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
関
係
を
単
純
な
二
項
対
立
構
図
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

(
1
)
B
O
N
E
T
 C
O
R
R
E
A
,
 A
n
t
o
m
o
"
'
P
i
c
a
s
s
o
 y
 E
s
p
a
n
a
"
,
 P
i
c
a
s
s
o
 1881

']981, 

M
a
d
r
i
d
,
 T
a
u
r
u
s
,
 1981, p
.
1
5
0
 

(
2
)
B
O
Z
A
L
`
V
a
l
e
r
i
a
n
o
:
 S
u
m
m
a
 Artis. A
r
t
e
 del siglo X
X
 en
 E
s
p
a
n
a
 I, 
M
a
d
r
i
d
,
 E
s
p
a
s
a
,
 2
0
0
0
 (
1
9
9
1
)
,
 p
.
2
5
0
 

(
3
)
ロ
ー
ラ
ン
ト
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
、
『
ピ
カ
ソ
ー
そ
の
牛
涯
と
竹
品
』
、
古
回
階
秀
爾
／
八
折
樫
存
樹
訳
、
新
潮
社
‘
一
九
七
八
年
(
-
九
五
八
介
）
、
四
孔
六
頁
。

(
4
)
ロ
ー
ラ
ン
ト
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
、
前
掲
巾
9
‘
万
一
し
頁
。

(
5
)亡
\
F
U
E
N
T
E
F
E
R
R
A
R
I
,
 E
n
r
i
q
u
e
:

●
・

P
i
c
a
s
s
o
゜
一a
く
o
z

de! s
i
g
l

゜
x
x

・

·
,
B
l
a
n
c

゜
y
N
e
g
r
o
,
 4
 d
e
 m
a
r
z
゜

d
e
1961, pp.41-42. 

(
6
)
B
O彦
U
,J
o
s
e
 Luis: "Picasso, a
 ca
r
a
 o
 cr
u
z
"
,
 
La Esta/eta Literaria, n
u
m
.
1
0
7
,
 7
 d
e
 d
i
c
i
e
m
b
r
e
 d
e
 1957, pp.1,2. 

(
7
)
S
A
L
A
Z
A
R
 S
O
T
O
,
 R
a
f
a
e
l
"
"
L
a
 c
o
l
e
c
c
i
6
n
 pict6rica clel m
i
n
i
s
t
r
o
 clel J
a
p
6
n
 Madrid',, M
u
j
e
r
,
 n
o
v
i
e
m
b
r
e
 d
e
 1941. 

(
8
)煩
磨
弛
吉
郎
、
『
ス
ペ
イ
ン
芭
術
粘
神
史
』
、
み
す
す
ー
戸
房
、
一
九
四
九
年
、
．
一
四
四
頁
。

(
9
)
姐
靡
廂
吉
郎
、
前
掲
害
‘
-
―
五
二
頁
。

(
1
0
)
T
h
e
 N
e
w
 Y
o
r
k
 W
o
r
l
d
 T
e
l
e
g
r
a
m
,
 2
1
 d
e
 a
g
o
s
t
o
 d
e
 1937. R
e
p
r
o
d
u
c
i
d
o
 e
n
 C
H
I
P
P
,
 H
e
r
s
c
h
e
l
 B.: E
l
 G
u
e
r
n
i
c
a
 d
e
 Picasso, B
a
r
c
e
l
o
n
a
,
 Poligrafa, 

1991, p.160. 

(
1
1
)
U
T
L
E
Y
,
 G
e
r
t
j
e
 R
ｷ
P
i
c
a
s
s
o
.
 
T
h
e
 C
o
m
m
u
n
i
s
t
 Y
e
a
r
s
,
 
N
e
w
 H
a
v
e
n
/
 L
o
n
d
o
n
,
 Y
a
l
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 2
0
0
0
,
 p
.
8
2
"
"
P
i
c
a
s
s
o
 h
o
s
t
e
d
 a
n
d
 

p
a
r
t
i
c
i
p
a
t
e
d
 in 
m
e
e
t
i
n
g
s
 o
f
 the 
C
o
m
i
t
e
 d
e
s
 A
m
i
s
 d
e
 l'Espagne, 
w
h
i
c
h
 h
a
d
 f
o
r
m
e
d
 in P
a
r
i
s
 in J
a
n
u
a
r
y
 1
9
4
5
 to g
a
r
n
e
r
 s
u
p
p
o
r
t
 f
i
。
こ
h
e

0pposition to F
r
a
n
c
o
'
s
 regime. A
n
d
 h
e
 p
r
e
s
i
d
e
d
 o
v
e
r
 the m
e
e
t
i
n
g
s
 o
f
 the C
a
m
i
l
e
 cf A
i
d
e
 a
u
x

恕

P
u
b
l
i
c
a
i
n
s

E
s
p
a
g
n
o
l
s
 ... 

(
1
2
)呈

O
R
T
E
,Ge
n
e
v
i
e
v
e
"
S
u
n
s
h
i
n
e
 a
t
 m
i
d
n
i
g
h
t
.
 M
e
m
o
r
i
e
s
 o
f
 Pi
c
a
s
s
o
 a
n
d
 C
o
c
t
e
a
u
,
 N
e
w
 Yo
r
k
,
 M
a
c
m
i
l
l
a
n
 P
u
b
l
i
s
h
i
n
g
,
 1975, p.7. 

(
1
3
)
G
A
Y
A
 N
U
N
O
,
 J
u
a
n
 A
n
t
o
n
i
o
:
 Bibliografia critica y
 antol6gica d
e
 P
i
c
a
s
s
o
`
S
a
n
 J
u
a
n
,
 E
d
i
c
i
o
n
e
s
 L
a
 T
o
r
r
e
,
 1966. 

(
1
4
)ハ
イ
メ
・
プ
リ
ウ
エ
ガ
に
よ
る
と
、
内
戦
以
前
だ
け
で
も
二

0
0

点
以
上
の
ピ
カ
ソ
閃
辿
記
事
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

B
R
I
H
U
E
G
A
,
J
a
i
m
e
:
 "
P
i
c
a
s
s
o
 

、
王

1
1
1
1
t
"
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entre las fierasｷｷ, 
C
a
m
o
n
 Aznar, C

o
n
t
e
m
p
o
r
a
n
e
o
 (cat.exp.), Zaragoza, M

u
s
e
o
 e

 Instituto d
e
 H
u
m
a
n
i
d
a
d
e
s
 C
a
m
o
n
 Aznar, 1998, p.45.

祖

心
＇
嘩
神
S
翌
令
や
豆

I
~
l
l
h
＜
ぷ
—
匁
」
文
や
る
白

<~J;Z-'-IS
巨
悟
ポ
淫
詈
苓
担
辻
ヤ

r-(lo

ほ
）

DIAZ
S
A
N
C
H
E
Z
,
 Julian/ L

L
O
R
E
N
T
E
 H
E
R
N
A
N
D
E
Z
,
 Angel: L

a
 critica de arte en E

s
p
a
n
a
 (1939-1976), Madrid, Istmo, 2004, p.20 

ぼ
）

L
A
I
N
E
N
T
R
A
L
G
O
,
 Pedro: "

U
n
 m
e
d
i
c
o
 ante la 

pintura", 
Vertice, nー

.7-8, 
diciembre d

e
 1937-

enero d
e
 1938, s./p.: 

"
N
o
 basta que, c

o
m
a
 en 

Cezanne, se 
r孤

n
a
n
los hombres en torno a

 un
a
 m
e
s
a
 para jugar a

 las cartas o, 
c
o
m
o
 en Picasso, se deshagan en cromatica geometria unos 

叫
sicos

callejeros. 
Los hombres se reunen p

a
r
a
 algo m

a
s
 serio, y

a
 tales fines debe servir el 

ansia por la 
cual el 

Pintor hace perdurable en el 

lienzo su h
u
m
a
n
a
 inquietud. 

(S::.) P
E
R
E
Z
-
D
O
L
Z
,
 Francisco: L

a
 procesi6n de los.. Ismos", Barcelona, E. 

M
e
s
e
g
u
e
r
,
 1945, p.56 

虚
）

P
O
M
P
E
Y
,
Francisco: Los artistas y

 el
炒

blico,
Madrid, Editora Nacional, 1942, p.26 

(~) 
P
O
M
P
E
Y
,
 Francisco: Op.cit., 

1942, p.28:.. El artista 
malague1Io no goza, c

o
m
o
 los 

heroes de Paul Val的
，
＂
des

choses distribuees dans les 

dimensions de {espaceｷｷ; tampoco posee'Tabondance de ses 
ressources metaphoriques", y, 

sin 
embargo, Picasso fue el 

Leonardo de su epoca; 

el 
diab6lico Leonardo del "esprit-moderne". El supo, c

o
m
o
 nadie, mostrarse siempre diferente. 

U
n
a
s
 veces en u

n
 tono hiperb6lico, impetuoso 

y
 endiablado, y

 otras con u
n
 verbo extra,lode sequedad, defrio y

 de misterioso, de metalico y
 con u

n
 acento patetico de realidades concretas. 

N
o
 es 

extrmio que con este fondo de i
n
h
u
m
a
n
o
 y

 de ferocidad el 
haya deseado asesinar la pintura. ｷｷ 

（
~
)
゜
凶
ド
へ
如
k
て
ャ
，
ヽ
：
米
志
e
「
云
K
て
ャ
、
ヽ
学
」

e·,．:~'.8:心
器
灼
如

ii区
鯰

I
翠
心
⇒
ヤ
竺
送
e
⇒
S
全
海
亡
心
菜
心
゜

G
I
L
F
I
L
L
O
L
,
 Luis:.. P

a
s
a
d
o
 y

 

futuro del Arte. R
e
s
p
o
n
d
o
 al 

"vanguardismo.. ｷｷ, 
Gaceta de Bellas Artes, 459, primer trimestre 1944. 

Reproducido e
n
 D
I
A
Z
 S
A
N
C
H
E
Z
,
 

Julian/ L
L
O
R
E
N
T
E
 H
E
R
N
A
N
D
E
Z
,
 Angel: Op.cit., 2004, pp.210-211: "

N
o
 m
a
s
 lejos 

q
u
e
e
n
 1
9
3
5
 R
e
n
e
 Huyghe, ponderado historiador y

 

critico trances, hablaba de la 
exageraci6n espaiiola, que carcomia con burlas el 

espiritu latino a
 co
m
p
a
s
 de las intemperancias de Picasso y

 

J
u
a
n
 Gris. 

L
a
 desespaiiolizaci6n de nuestro arte n

o
 se producia p

o
r
 volumen, sino p

o
r
 intensidad. 

N
o
 eran m

u
c
h
o
s
 realmente los 

pintores 

espaiioles cubistas y
 planistas; pero los 

q
u
e
 llegaban a

 Paris absorbian la 
atenci6n universal y

 enriquecian a
 los 

marchantes, n
o
 se 

puede 

precisar si 
en calidad de Quijotes o

 de Sanchos Panzas." 

I
 J,(".....)

ヤ
＇
べ
て
ャ
、
、
S
淑
志
羊
澁
旦
兵
ニ
ャ
゜
凶
や
>
さ
＃
幸
e
芸
蕊
心
⇔

0
心
兵
亡
文
茶
・
潔
経
は
豆
や
,
で

......l父
涯
芸
竺
忌
器
廷
写
e
翌
ゴ
は
サ
ぐ
＼

ャ
迂
祖
菜
心

.,,JE;'\':J豆
⇔
マ
＇
翌
者
弐
淀
全
心
ヤ

0
叫
．
蓋
二
心
⇒
e
疋

0
心
゜
幸
渥
'
「

1
兵

illO
母
学
は
兵
亡
心
゜
凶
未
へ
e
ャ
ス
―
'
；
入
」
＇
「
巻
苓
砂
且
K
牲

<
メ
忘
支
料
屋
嵌

J'*
 I ｷ
 1:l..,, 

1
1
0
0
;
1
1
巳

I
 I・
デ
ー
1
<
0
豆
如
~
\
\
旦
そ
゜

（
~
)
"
'
全
:
:
-
-
氾
ド
ヘ
ミ
ー

11
ギ
工
荘
王
溢
空
e
竿
或
雑
口
者
ぐ
謬
老
率
や
全
ミ
'
#
く
云
匝
S
当
菩
慨
や
や
e
藝
如
浴
全
父
゜
ゃ
e
送
＇
中
=
ユ
革
亜
至
装

;;t:±.....l

父
母
匁
↑
へ
全
ゃ
，
ヽ
＊
，
ヽ
は
芸
如
翠
沢
'
;
鼎
迫
挙
距
恙
や
壬
至
渥
器
や
心
⇒
ヤ
定
翠
ふ
芸
含
如
、
~'I'

゜

（
斜
）

M
E
R
L
I
,
Joan: Picasso, B

u
e
n
o
s
 Aires, Poseidon, 1948 (1942), p.154 

（
葛
）
ユ
―
全
k
e
潔
苦
や
凶
宍
へ
匁

S
圭
晦
は
室

.....lャ
豆
B
R
A
V
O
,

Natalia: 
"
E
u
g
e
n
i
o
 D
'
O
r
s
 y

 la 
construcci6n-destrucci6n d

e
 u
n
 Picasso 

imaginarioｷｷ, VV.AA.: Eugenio cl Ors. 
Del arte a

 la 
letra, Madrid, M

N
C
A
R
S
,
 1997, pp.55-68

如
-1K\\吉

ほ
）

M
E
R
L
I
,
Joan: Op.cit., 1948, p.155 

ぼ
）

P
A
L
E
N
C
I
A
,
Ceferino: Picasso, 

Mexico, Leyenda, 1945, p.237: 
"Unos aparatos voladores de origen extranjero, 

venidos en auxilio de la 

impotencia y
 traici6n de u

n
 d
e
s
m
e
d
r
a
d
o
 y

 vil 
enemigo, y

 co
m
a
 en ejercicios preparatorios de m

a
s
 positivos 

resultados, 
en premeditada 

destrucci6n del 
m
u
n
d
o
,
 a
d
紐

transe
en tierra hispana fijando su atenci6n satanica en u

n
a
 pequeiia ciudad entregada a

 la 
pureza de sus 

habitos y
 a
 la fe de sus tradiciones. ｷｷ 

ぼ
）

P
A
L
E
N
C
I
A
,
Ceferino: Op.cit., 1945, p.239 

（
裟
）
片

casso
I" exposicion de la 

Sociedad de Arte M
o
d
e
r
n
o
 (cat.exp.), M

もxico,
junio d

e
 1944, p.5 

啜
）

1
J
e
耳
認
塁
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ヤ

tiArtistas
espaiioles de Paris: ?

r
a
g
a
 1
9
4
6
 (cat.exp.), Madrid, Caja Madrid, 1993

如
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C
A
B
A
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S

B
R
A
V
O
,
 Miguel, Politica 

artistica 
del 

F
r
a
n
q
u
i
s
m
o
,
 M
a
d
r
i
d
,
 C
o
n
s
e
j
o
 Superior d

e
 lnvestigaciones Cientificas, 

1996, 

pp.515-550 
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D
I
A
Z
 S
A
N
C
H
E
Z
,
 Julian/ 

L
L
O
R
E
N
T
E
 

H
E
R
N
A
N
D
E
Z
 ,
 

Angel: Op.cit., 2004, p.24 

は
）
臥

FOLS,
Josep F.: El arte modernista en Barcelona, Barcelona, Libreria D

a
l
m
a
u
,
 1943 

にt



8Z: 
（
斜
）
邸
FOLS,

Josep F.: 
Op.cit., 

p.105: 
"En contacto con Nonell, 

con Opisso, 
con Pichot y

 con las 
concurrentes habituates de Els 

Quatre Cats 

antes de 1901, estuvo Picasso. E
n
 Barcelona se desplega su ardida adolescencia... 

（
笞
）

CIRICI
P
E
L
L
I
C
E
R
,
 A
:
 Picasso antes de Picasso, Barcelona, Iberia-Joaquin Gil, 

1946, p.7 

ば
）

A:'·Don
Pablo Ruiz Picasso sigue a

s
o
m
b
r
a
n
d
o
 al 

m
u
n
d
o
"
,
 Destino, 

11ー
.544, 

10 d
e
 enero d

e
 1948, p.17: 

"Ya nadie se 
acuerda de los 

excitantes dias que precedieron y
 siguieron a

 la 
Liberaci6n. 

C
u
a
n
d
o
 Picasso era demasiado feliz para Pintar; cuando, con Lagrimas en los 

ojos, 
bes6 repetidas veces a

 los primeros so/dados americanos que irrumpieron violentamente en su Estudio; c
u
a
n
d
o
 el 

era u
n
 m
o
n
u
m
e
n
t
o
 

publico y
 la 

Cruz Roja organizaba turnos p
a
r
a
 entrar en su 

taller; 
c
u
a
n
d
o
 ingres6 en el 

Partido comunista y
 jean Cocteau exclam6:.. i

 

C
a
r
a
m
b
a
!
 jSi este h

o
m
b
r
e
 es 

el 
m
a
s
 pe
ガ
ecto

ejemplar del sistema capitalista!
…

"
Y

a q
u
e
d
a
n
 lejos aquellas fechas... 
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A
N
O
N
I
M
O
:

"Picasso y
 Molotof, Destino, l

 
7

 de
 enero d

e
 1948, p.7: 

"El escultor M
a
r
i
o
 Vives, que acaba de regresar de Paris y

 de Bruselas 

y
 abrira a

 primeros de febrero u
n
a
 gran exposici6n de su obra en "Argos", 

nos h
a
 contado la 

explicaci6n que se 
d
a
 en Paris de la 

baja de 

Pablo Picasso en el 
Partido Comunista... 
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 Maestros del Arte Espanol Contemporaneo (cat.exp.), Barcelona, 1955, pp.44-47 

啜
）

M
O
R
E
N
O

G
A
L
V
A
N
,
 Jose Maria: Introducci6n a

 la 
pintura espanola actual, Madrid, Publicaciones Espaflolas, 

1960, p.37: 
"Picasso -

es 

cas
渾

til
repetirlo -

h
a
 sido y

e
s
 la personalidad m

a
s
 influyente del arte contemporaneo. 

Y, 
por supuesto, la 

acci6n de su influencia n
o
 podia 

dejar de tocar tambien al escenario de Espa1'ia. 
L
o
 que en este m

o
m
e
n
t
o
 interesa preguntarse y

 responder es 
si 
la 

dadiva de influencias que 

su pintura h
a
 ejercido sobre la 

espm'iola 
de todos los 

elementos espa,loles que el 
descubri6 y

 puso en ejercicio 
o

 si, 
p
o
r
 el 

contrario, 
su 

influencia n
o
 es 

m
a
s
 que u

n
a
 de tantas noticias 

/anzadas sobre E
s
p
a
n
a
 por el 

universalismo generico. 
Naturalmente, la 

influencia de 

Picasso n
o
 h
a
 podido ejercerse m

a
s
 que a

 traves de su propia pintura. 
Y

 lo 
primero que hay que desvelar en este 

caso es 
si 

tal pintura 

continua respondiendo en sus m
a
s
 profundas caracteristicas a

 lo 
que entendemos por "Pintura espanola" .. 

（宮）
M
O
R
E
N
O

G
A
L
V
A
N
,
 Jose Maria: Op.cit., p.38 
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A
N
O
N
I
M
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:
 "Picasso e

n
 el 

garlito", A
B
C
,
 M
a
d
r
i
d
,
 22 d

e
 n
o
v
i
e
m
b
r
e
 d
e
 1956, 

p.29: 
"
C
 onviene recordar a

h
o
r
a
 que u

n
a
 znmensa, 

inconsciente y
 tambien algo degenerada m

a
s
a
 burguesa de "snobs" intelectuales h

a
 perdonado siempre a

 Picasso su comunismo, mientras el 

c
o
m
u
n
i
s
m
o
 y

 sus anejos j
a
m
a
s
 h
a
n
 perdonado a

 Los 
intelectuales o

 artistas 
n
o
 comunistas, cuyo valor h

a
n
 negado siempre desde Carlos 

M
a
u
r
r
a
s
 al arte abstracto... 



長
崎
県
美
術
館
で
は
、
平
成
十
八
年
度
「
長
崎
の
美
術
2

長
崎
が
生
ん
だ
風
景
画
家
山
本
森
之
助
」
展
（
平
成
十
八
年

十
一
月
―
―
九
日
1

平
成
十
九
年
三
月
二
五
日
）
を
開
催
し
た
。
山
本
森
之
助
は
長
崎
市
出
身
の
画
家
で
、
黒
田
清
輝
の
下
で

絵
画
を
修
行
し
、
外
光
派
の
一
人
と
し
て
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
風
景
画
家
で
あ
る
。
東
京
美
術
学
校
の

学
生
時
代
か
ら
白
馬
会
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
が
、
文
展
開
設
後
は
第
一
回
よ
り
出
品
し
、
三
年
連
続
受
賞
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
て
い
る
。

展
覧
会
で
は
、
山
本
森
之
助
の
画
業
を
改
め
て
辿
れ
る
よ
う
、
袖
彩
画
作
品
を
中
心
に
東
京
美
術
学
校
時
代
の
作
品
か
ら

滞
欧
時
代
、
さ
ら
に
絶
箪
ま
で
の
約
四

0
点
を
展
示
し
た
。
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
制
作
に
あ
た
り
、
ご
遺
族
か
ら
ス
ケ
ッ
チ
、

絵
菓
書
、
写
真
な
ど
大
量
の
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ら
は
全
て
山
本
の
妻
ワ
カ
が
旧
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
一
部
は
展
覧
会
に
お
い
て
資
料
編
と
し
て
展
示
し
、
ま
た
カ
タ
ロ
グ
で
も
数
点
紹
介
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
を
精

在
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
全
て
の
ス
ケ
ッ
チ
及
び
絵
菓
書
の
表
裏
両
面
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、

作
品
番
号
を
付
し
た
。

本
稿
で
は
、
展
覧
会
で
精
査
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
と
、
そ
れ
と
同
じ
時
期
に
五
巻
本
で
発
行
さ
れ
た
『
日
本

名
勝
写
生
紀
行
』
（
中
西
屋
書
店
）
と
の
関
連
性
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
1
1
1本
芸
術
の
新
た
な
側
面
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
た
い
。

は
じ
め
に

山
本
森
之
助
の
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
い
て

『H
本
名
勝
写
生
紀
行
』
と
の
関
連
性
を
中
心
に
1

森
園

敦
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総
数
二
七
三
点
と
い
う
の
は
、
作
品
点
数
と
し
て
は
多
く
思
え
る
が
、
山
本
の
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
と
、
制
作
さ
れ

た
明
治
三
七
年
六
月
か
ら
明
治
四
五
年
ニ
ー
三
月
の
約
八
年
間
と
い
う
の
は
実
に
短
い
。
山
本
と
ワ
カ
は
明
治
三
六
年
六
月

に
結
婚
し
て
い
る
の
で
、
結
婚
す
る
以
前
の
も
の
は
散
逸
し
、
結
婚
し
て
約
一
年
後
あ
た
り
か
ら
整
理
が
始
ま
っ
た
と
も
考

※
分
類
地
名
は
ワ
カ
が
付
け
た
も
の

表1山本森之助のスケッチ地名別分類表 屑 ‘}|、|i 荻 靡 盃自 忍i 喜 定（ロ 誓 り
<闊^ □ 日

誓
悶

<‘-‘ 

6 3 4 27 7 18 10 12 5 1 28 ‘数占’‘‘ 

髯 雑> , 靡i 鸞 方: 誓 <悶低

盃山 喜

>

7 21 24 12 28 7 1 18 20 14 点数.. 、

山
本
森
之
助
の
ス
ケ
ッ
チ

現
在
確
認
さ
れ
る
山
本
森
之
助
の
ス
ケ
ッ
チ
総
数
は
二
七
三
点
で
あ
る
。
明
治
三
七
年
六
月
か
ら
明
治
四
五
年
ニ
ー
三
月

の
も
の
ま
で
、
約
八
年
間
に
わ
た
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
紙
の
ス
ケ
ッ
チ
帖
を
切
り

離
し
た
も
の
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
サ
イ
ズ
は
菓
書
よ
り
少
し
大
き
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
鉛
箪
で
描
か
れ
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
一
部
水
彩
、
あ
る
い
は
墨
で
描
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
妻
ワ
カ
に
よ
っ
て
几
帳
面
に
整
理

さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぽ
全
て
の
ス
ケ
ッ
チ
の
裏
面
に
ワ
カ
の
筆
跡
で
「
山
本
森
之
助
逍
筆
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
半
数

以
上
の
も
の
に
制
作
年
と
制
作
場
所
が
ワ
カ
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
山
本
の
写
生
旅
行
の
行
程
、
ま
た
制
作
方
法
に
つ

い
て
知
る
の
に
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

当
初
ス
ケ
ッ
チ
は
ワ
カ
に
よ
っ
て
写
生
地
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
長
い
年
月
の
中
で
明
ら
か
に
間
違
い
が
生
じ
て

き
て
お
り
、
再
分
類
の
必
要
性
が
あ
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
、
ワ
カ
及
び
山
本
の
裏
害
な
ど
を
も
と
に
、
全
て
の
ス
ケ
ッ
チ

を
改
め
て
写
生
地
ご
と
に
分
類
し
直
し
た
。

そ
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

‘‘ 
d愚

• 

1ー
ー
ー

ぷ
＼
\

第五巻 箱四咎

竺
盃
庫
臨
告
芥

か
芥
乎

第．：巻（点都之巻） 第―．．巻 「日本名勝‘り年紀行」
第一巻
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え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
同
じ
く
ワ
カ
が
整
理
し
た
絵
菓
書
に
つ
い
て
も
ほ
ほ
同
様
の
こ
と
が
言
え
、
山
本
に
よ
っ
て
投
函
さ
れ
た
も
の
は

や
は
り
明
治
三
七
年
か
ら
明
治
四
五
年
ま
で
の
も
の
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
大
正
時
代
に
お
い
て
も
山
本
は
精
力
的
に
写
生

旅
行
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
散
逸
し
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
が
、
几
帳
面
な
ワ
カ
の
性
格
、
ま
た
例
外
的
に
滞

欧
時
代
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
現
在
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
全
て
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

特
箪
す
べ
き
こ
と
は
、
ス
ケ
ッ
チ
が
描
か
れ
た
期
間
と
重
な
る
よ
う
に
、
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
（
中
西
屋
書
店
）
が
五
巻

本
で
発
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
本
は
白
馬
会
に
所
属
す
る
若
手
作
家
た
ち
、
中
澤
弘
光
、
小
林
鍾
吉
、

岡
野
榮
、
跡
見
泰
そ
し
て
山
本
森
之
助
ら
が
赴
い
た
先
々
で
の
風
景
ス
ケ
ッ
チ
と
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
紀
行
文
と

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
い
え
ば
、
い
わ
ば
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
相
当
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

第
一
巻
は
明
治
三
八
年
十
一
月
二
日
か
ら
十
二
月
十
三
日
ま
で
の
旅
行
で
、
写
生
地
は
上
野
、
下
野
、
信
濃
、
美
濃
へ
と

至
る
。
第
二
巻
は
、
明
治
四
十
年
六
月
の
利
根
川
、
銚
子
、
房
総
半
島
ま
で
と
、
明
治
四

0
年
十
一
月
の
箱
根
か
ら
伊
豆
ヘ

と
至
る
二
つ
の
旅
行
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
三
巻
は
「
京
都
之
巻
」
と
題
さ
れ
、
明
治
四
―
一
年
四
月
か
ら
五
月
ま
で
の
京
都

旅
行
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
第
四
巻
、
第
五
巻
は
明
治
四
四
年
六
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
に
行
っ
た
四
度
の
旅
行
を
ま
と

め
て
い
る
。
第
四
巻
は
「
東
海
道
上
の
巻
」
、
第
五
巻
は
「
東
海
道
下
の
巻
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
写
生
旅
行
を
二
巻
に
分

け
る
こ
と
で
出
版
日
が
前
後
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
第
五
巻
の
方
が
第
四
巻
よ
り
十
ヶ
月
ほ
ど
早
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
両

巻
と
も
、
品
川
か
ら
蒲
郡
、
三
保
、
名
古
屋
か
ら
伊
勢
、
桑
名
を
通
っ
て
琵
琶
湖
に
至
る
ま
で
の
写
生
旅
行
が
も
と
に
な
っ

て
い
る
。

多
色
刷
り
の
図
版
が
多
く
を
占
め
、
デ
ザ
イ
ン
性
豊
か
な
装
丁
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
豪
華
本
で
あ
っ

た
。
定
価
は
、
第
一
巻
一
一
円
五
0
銭
、
第
二
巻
―
―
一
円
五0
銭
、
第
三
巻
四
円
五

0
銭
、
第
四
巻
四
円
、
第
五
巻
四
円
と
、
当

時
の
物
価
か
ら
考
え
る
と
か
な
り
高
価
で
あ
っ
た
。
「
本
書
は
書
籍
に
関
す
る
一
切
の
技
術
の
日
本
に
於
け
る
最
高
度
の
進
歩

を
示
せ
る
も
の
」
と
い
う
害
評
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
印
刷
技
術
に
つ
い
て
だ
け
で
も
語
る
べ
き
こ
と
の
多
い
、
時
代
を
先

取
り
し
た
書
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
豪
華
本
を
そ
れ
ほ
ど
裕
福
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
若
手
作
家
た
ち
が
出
版
で
き

た
と
い
う
の
は
、
出
版
元
と
な
る
中
西
屋
書
店
の
剛
腹
な
経
営
ス
タ
イ
ル
に
起
囚
し
て
い
た
よ
う
だ
。

二
．
『
日
本
写
生
旅
行
紀
行
』
の
下
絵
と
し
て
の
ス
ケ
ッ
チ

今
回
取
り
上
げ
る
山
本
の
ス
ケ
ッ
チ
が
、
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
の
図
版
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の

た
び
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
ワ
カ
に
よ
る
分
類
の
中
で
、
「
信
州
」
「
木
酋
」
シ
リ
ー
ズ
が
第
一
巻
に
反

映
さ
れ
、
「
房
総
半
島
」
「
伊
豆
」
シ
リ
ー
ズ
は
第
二
巻
に
、
「
京
都
」
シ
リ
ー
ズ
が
第
三
巻
、
「
伊
豆
」
「
知
多
・
蒲
郡
・
浜
名
湖
」
「
三

保
・
久
能
山
」
「
近
江
」
シ
リ
ー
ズ
が
第
四
、
五
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
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シ
リ
ー
ズ
は
、
中
澤
弘
光
ら
白
馬
会
の
仲
間
た
ち
と
の
写
生
旅
行
で
描
か
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
で
は
、
紀
行
文
は
ほ
と
ん
ど
が
小
林
鍾
吉
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
絵
画
作
品
は
そ

れ
ぞ
れ
が
公
平
に
ほ
ほ
同
数
を
手
が
け
て
い
る
。
絵
画
作
品
は
、
油
絵
や
鉛
筆
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
を
そ
の
ま
ま
写
真
に
し
た

も
の
の
他
、
木
版
画
も
多
く
を
占
め
て
い
る
。
絵
画
作
品
の
総
数
は
第
一
巻
六
三
点
（
う
ち
山
本
十
一
点
）
、
第
二
巻
八
二
点
（
う

ち
山
本
十
二
点
）
、
第
三
巻
八
七
点
（
う
ち
山
本
十
八
点
）
、
第
四
巻
九
0
点
（
う
ち
山
本
十
七
点
）
、
第
五
巻
六
七
点
（
う
ち
山

本
六
点
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
他
に
も
紀
行
文
の
文
中
に
登
場
す
る
作
品
が
あ
る
。
便
宜
上
、
一
ペ
ー
ジ
を
用
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を

図
版
と
呼
び
、
文
中
に
登
場
す
る
小
さ
な
も
の
を
挿
絵
と
呼
ん
で
区
別
す
る
こ
と
に
す
る
。

表
2

は
山
本
が
残
し
た
ス
ケ
ッ
チ
と
絵
葉
書
を
も
と
に
、
明
治
三
七
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
足
取
り
を
詳
細
に
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
と
ス
ケ
ッ
チ
が
年
代
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
さ
ら
に
そ
の
年
に
描
か
れ
た
主
な
湘

彩
画
作
品
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

現
在
残
さ
れ
て
い
る
ス
ケ
ッ
チ
の
な
か
で
、
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
に
登
場
す
る
図
版
と
全
く
重
な
る
も
の
は
一
点
し
か

確
認
さ
れ
な
い
。
第
三
巻
の
鉛
箪
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
図
版
《
大
文
字
山
》
（
図
2
)と
S
2
1
1

（
図1
）
で
あ
る
。
こ
の
図
版
は

S
2
1
1

を
そ
の
ま
ま
印
刷
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
木
版
画
に
よ
る
図
版
や
挿
絵
と
同
構
図
の
ス
ケ
ッ
チ
は
複
数
点
存
在
す
る
。
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
の
全
て
の

木
版
画
の
作
者
は
伊
上
凡
骨
と
い
う
人
物
で
、
岸
田
劉
生
の
装
丁
図
案
や
夏
目
漱
石
の
『
心
」
の
挿
図
な
ど
も
手
が
け
た
当
時

を
代
表
す
る
木
版
彫
師
で
あ
る
。
こ
の
伊
上
凡
骨
の
木
版
と
ほ
ぼ
同
構
図
の
ス
ケ
ッ
チ
が
図
版
で
は
五
点
、
挿
絵
で
は
十
五

点
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
は
木
版
の
下
絵
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
図

7
|
1
8を
参
照
）

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
う
ち

S
1
7
2

（
図3
）
で
は
細
か
く
山
本
自
身
に
よ
っ
て
色
指
定
さ
れ
て
お
り
、
木
版
を

制
作
す
る
際
に
伊
上
に
指
示
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
で
の
色
指
定
は
第
五
巻
の
《
瀬
田
川
》
（
図
4
)に
反

映
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
の
木
版
の
下
図
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
図
版
で
三
点
、
挿
絵
で
十
四
点
確
認
で
き

る
。
そ
れ
以
外
の
ス
ケ
ッ
チ
は
何
ら
か
の
理
由
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
採
用
作
品
の
も
と
に
な
る
ス

ケ
ッ
チ
の
大
部
分
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
木
版
制
作
と
印
刷
の
た
め
に
伊
上
凡
骨
あ
る
い
は
出
版
社
に
渡
さ
れ
、
山
本

の
手
元
に
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
運
よ
く
山
本
の
手
元
に
戻
っ
て
き
た
も
の
が
上
記
の
作
品
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

ま
た
明
治
三
九
年
一
月
に
手
が
け
た
「
大
村
湾
」
シ
リ
ー
ズ
や
明
治
四
一
年
の
「
東
北
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
『
日
本
名
勝
写
生
紀

行
』
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
他
の
ス
ケ
ッ
チ
が
何
の
た
め
に
描
か
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
解
き
明
か
す
の
は
容
易
で
は

な
い
。
い
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
雑
誌
や
本
に
掲
載
し
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
の
計
画
が
変

更
さ
れ
た
の
か
、
現
在
で
は
知
る
術
を
持
た
な
い
。

一
方
で
、
ス
ケ
ッ
チ
が
油
彩
画
と
同
構
固
で
描
か
れ
た
例
も
あ
る
。
「
氷
川
」
シ
リ
ー
ズ
の
中
に
、
明
治
四
二
年
の
文
展
で

,u,;, 文大

助之森本山

図2. 第三巻より図版《大文字山》 ` 図1，京都シリーズより S211
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「
水
を
描
か
う
と
思
っ
て
‘
―
―
一
年
も
前
か
ら
、
氷
川
で
も
研
究
し
て
見
た
が
、

(
5
)
 

七
枚
も
書
き
損
じ
を
し
て
居
る
」
。

つ
ま
り
山
本
は
《
濁
ら
ぬ
水
》
の
よ
う
な
作
品
を
描
く
こ
と
は
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
っ
た
一
ヶ
月
の
京
都

滞
在
で
は
、
展
覧
会
出
品
の
た
め
の
池
彩
両
は
手
が
け
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
ス
ケ
ッ
チ
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
と
割
り

切
っ
た
考
え
が
山
本
の
な
か
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
四
二
年
の
慌
し
く
も
思
え
る
足
取
り
か
ら
、
第
三
回

文
展
に
出
品
す
る
作
品
は
以
前
よ
り
甲
州
の
清
流
と
決
め
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。

明
治
四
十
年
夏
の
房
総
半
島
、
明
治
四
五
年
の
三
保
で
の
写
生
旅
行
で
は
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
の
ス
ケ
ッ
チ
と
共
に
、

湘
彩
画
も
平
行
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
画
稿
と
し
て
の
ス
ケ
ッ
チ
は
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
《
濁
ら
ぬ

水
》
と
い
う
例
外
は
あ
り
な
が
ら
も
、
山
本
の
な
か
で
油
彩
画
制
作
と
ス
ケ
ッ
チ
制
作
は
別
物
と
し
て
捉
え
て
い
た
可
能
性

が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
、
山
本
森
之
助
の
二
七
三
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
と
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
と
の
関
連
性
を
中
心
に
考
察
を
進
め
て
き

こ
。t
 ほ

ぼ
す
べ
て
の
紀
行
文
を
担
当
し
た
小
林
鍾
吉
は
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
の
な
か
で
、

お
わ
り
に

日
本
各
地
の
風
景
の
美
し
さ
を
、

い
つ
も
天
候
の
為
め
に
失
敗
を
し
て

二
等
賞
第
二
席
を
受
賞
し
た
《
濁
ら
ぬ
水
》
（
図
6
)と
ほ
ほ
同
構
図
の
ス
ケ
ッ
チ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

S
6
2

（
図5
）
は

池
彩
画
の
構
想
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
文
展
出
品
作
と
同
構
図
で
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
は
現
在
一
点
し

か
確
認
さ
れ
な
い
が
、
様
々
な
目
的
で
こ
れ
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
が
描
か
れ
て
い
た
作
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
先
述
し
た
よ
う
に
、
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
が
万
巻
本
で
終
了
し
て
か
ら
後
の
ス
ケ
ッ
チ
、
絵
葉
書
は
と
も
に
残

さ
れ
て
い
な
い
。
単
な
る
偶
然
か
、
あ
る
い
は
散
逸
し
た
か
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
や
は
り
こ
れ
ら
の
現
存
し
て
い
る
ス
ケ
ッ

チ
の
主
な
目
的
は
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
へ
の
掲
載
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
再
び
明
治
四
―
一
年
の
山
本
の
足
取
り
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
山
本
は
こ
の
年
、
二
月
よ
り
奈
良
に
逗

留
し
、
五
月
に
入
っ
て
か
ら
京
都
ヘ
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
足
で
六
月
に
は
甲
州
に
赴
き
、
自
分
が
描
き

出
し
た
い
水
を
求
め
て
方
々
を
探
し
歩
い
た
末
、
よ
う
や
く
氷
川
村
の
黒
平
温
泉
近
く
で
清
流
を
見
つ
け
る
。
そ
こ
で
描
い

た
の
が
《
濁
ら
ぬ
水
》
で
あ
っ
た
。
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
の
題
材
と
な
っ
た
京
都
は
た
っ
た
一
ヶ
月
の
滞
在
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
文
展
出
品
作
の
た
め
に
六
ー
九
月
の
四
ヶ
月
を
費
や
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
山
本
は
こ
の
年
、
氷
川
で
清
流

を
描
く
こ
と
は
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
示
す
か
の
よ
う
な
山
本
の
言
葉
が
あ
る
。
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流
麗
か
つ
確
か
な
文
邸
に
よ
っ
て
印
象
的
に
綴
っ
て
い
る
。
山
本
ら
若
き
画
家
た
ち
が
そ
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、

呆
敢
に
写
生
に
取
り
組
ん
で
い
く
様
子
を
綴
っ
た
生
々
し
い
描
写
に
は
、
一
介
の
画
家
が
書
い
た
と
は
思
わ
せ
な
い
力
強
さ

が
あ
る
。
小
林
を
中
心
に
し
て
制
作
さ
れ
た
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
は
、
日
本
の
風
屎
を
愛
し
、
純
粋
に
風
躾
画
家
と
し
て

生
き
た
山
本
ら
の
生
き
様
そ
の
も
の
が
凝
縮
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
感
動
的
で
さ
え
あ
る
。
今
回
調
査
し
た
ス
ケ
ッ
チ

は
、
山
本
の
自
然
に
対
す
る
感
動
が
そ
の
ま
ま
写
し
取
ら
れ
た
よ
う
な
、
ま
さ
に
宝
の
原
石
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
は
高
価
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
版
を
何
度
も
重
ね
る
ほ
ど
当
時
か
な
り
売
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
背
娯
に
は
日
本
の
風
景
に
対
す
る
賛
美
、
そ
し
て
旅
行
に
対
す
る
憧
れ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
二
七
年
、
志
賀
重
昂
に
よ
っ
て
執
籠
さ
れ
た
「
日
本
風
景
論
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
日
本
で
は

空
前
の
登
山
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。
こ
の
著
書
は
、
日
本
各
地
の
景
観
を
地
理
学
に
基
づ
い
て
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

風
土
の
特
徴
を
欧
米
と
比
較
し
な
が
ら
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
日
本
の
風
土
は
欧
米
と
比
べ
て
い
か

に
優
れ
て
い
る
か
を
も
説
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
比
較
す
る
対
象
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
明
治
人
が
日
本

の
風
土
の
特
徴
を
熟
知
し
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
志
賀
の
本
は
日
本
再
発
見
の
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
日
清
戦
争
の
さ

な
か
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『R
本
風
娯
論
』
で
は
相
当
数
の
山
々
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
十
二
年
後
に
発
刊
さ
れ
た
『
日
本
名
勝

写
生
紀
行
」
を
見
る
と
山
本
た
ち
の
行
き
先
と
ず
い
ぶ
ん
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
日
本
風
景
賛
美
が
根
付
い
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
山
本
ら
の
写
生
本
が
売
れ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
全
国
を
歩
き
回
っ
て
日
本
の
風
景
を
描
く
と
い
う
山
本
の
ス
タ
イ
ル
も
お
そ
ら
く
は
志
賀
の
本
に
触

発
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
影
評
関
係
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
山
本
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
山
本
の
画
業
が
本
格
的
に
は
じ
ま
る
明
治
二

0
年
代
終

り
と
い
う
時
期
は
ま
さ
に
『
日
本
風
景
論
』
刊
行
の
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
山
本
が
黒
田
の
門
下
に
入
っ
た
の
は
明
治
二
九

年
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
山
本
の
作
品
の
大
半
は
風
景
画
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
い
て
「
風
景
画
」
と
い
う
言
葉
が

成
立
し
た
の
は
明
治
三

0
年
前
後
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
佐
藤
道
信
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
志
賀
の

著
害
が
当
時
の
風
景
画
家
た
ち
に
多
大
な
影
縛
を
与
え
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
最
た
る
例
が
、
明
治
三

0
年
前
後

か
ら
本
格
的
な
画
業
を
開
始
し
、
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
を
発
刊
し
た
山
本
ら
白
馬
会
系
の
若
手
作
家
た
ち
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。

初
期
文
展
（
明
治
四
0
年
代
前
半
）
に
お
い
て
、
太
平
洋
両
会
か
ら
は
吉
田
博
や
中
川
八
郎
、
白
馬
会
か
ら
は
山
本
や
中
澤

弘
光
な
ど
、
風
蚊
両
家
た
ち
が
必
ず
受
賞
者
に
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
の
洋
画
壇
に
お
い
て
風
景
画
が

い
か
に
隆
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
風
潮
を
生
み
出
し
た
要
因
の
一
端
に
『
日
本
名
勝
写
生

紀
行
』
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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(
1
)
「
日
本
名
勝
写
生
紀
行
第
一
巻
』
（
岡
野
榮
、
中
澤
弘
光
、
山
本
森
之
助
、
小
林
鍾
吉
、
跡
見
泰
共
箸
、
明
治
三
九
年
九
月
、
中
西
屋
書
店
）

『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
第
二
巻
』
（
岡
野
榮
、
中
澤
弘
光
、
山
本
森
之
助
、
小
林
鍾
吉
、
跡
見
泰
共
蒋
、
明
治
四
一
年
七
月
、
中
西
屋
書
店
）

『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
第
一
二
巻
（
原
都
之
巻
）j(
岡
野
榮
、
中
澤
弘
光
、
山
本
森
之
助
、
小
林
鍾
吉
、
跡
見
泰
共
著
、
明
治
四
三
年
四
月
、
中
西
屋
書
店
）

『
日
本
名
勝
万
生
紀
行
第
四
巻
』
（
岡
野
榮
、
中
澤
弘
光
、
山
本
森
之
助
、
小
林
鍾
吉
、
跡
見
泰
共
著
、
大
正
―
一
年
七
月
、
中
西
屋
書
店
）

『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
第
五
巻

l
（
岡
野
榮
、
中
澤
弘
光
、
山
本
森
之
助
、
小
林
鍾
吉
、
跡
見
泰
共
著
、
大
正
元
年
九
月
、
中
西
屋
書
店
）

(
2
)『
日
本
新
聞
』
明
治
四
一
年
七
月
三
十
日

(
3
)「
日
本
及
日
本
人
』
大
正
一
一
年
、
月
日
不
明
「
聞
く
中
西
屋
は
書
の
売
不
売
を
間
は
ず
、
紐
味
伯
味
あ
る
も
の
を
拶
ん
で
出
版
し
、
全
く
算
盤
を
執
ら
ざ
る

事
あ
り
、
創
業
以
来
の
益
金
を
柏
立
て
置
き
、
資
力
余
裕
あ
る
ま
、
に
暖
気
な
営
業
を
な
せ
る
な
り
と
い
ふ
、
さ
も
あ
る
べ
し
、
本
書
の
如
き
も
勘
定
づ

く
で
は
出
来
ぬ
刊
行
物
な
り
」
。

(
4
)第
五
巻
の
山
本
の
固
版
が
極
端
に
少
な
い
の
は
、
名
古
屋
か
ら
京
都
ま
で
の
旅
程
に
山
本
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
後
半
の
琵
琶
湖
か
ら
参
加
し
た
た
め
で

あ
る
。

(
5
)「
作
者
の
談
」
（
「
美
術
新
報
』
第
九
巻
第
一
号
、
明
治
四
二
年
十
一
月
一
日
）

(
6
)佐
藤
道
信
『
〈
日
本
美
術
〉
誕
生
近
代
日
本
の
「
こ
と
ば
」
と
戦
略
』
（
講
談
社
選
也
メ
チ
ェ
、
平
成
八
年
、
一
三
八
ー
一
四0
頁
）
、
山
本
教
彦
・
上
田
脊
志

美
共
著
『
風
訊
の
成
立
志
賀
重
昂
と
『

H

本
風
景
論
l』
（
悔
風
社
、
平
成
九
年
、
一
―
―
―
―
五
ー
ニ
四
五
頁
）
佐
藤
は
「
風
景
画
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
「
明
治

―
―1
0年
前
後
に
洋
画
を
中
心
に
生
ま
れ
た
新
し
い
こ
と
ば
」
と
し
、
特
に
「
白
馬
会
系
の
洋
画
新
派
に
対
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

山
本
・
上
田
は
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
両
家
た
ち
は
『
日
本
風
景
論
』
発
刊
よ
り
十
年
以
上
前
か
ら
風
景
画
を
描
い
て
き
た
こ
と
を
重
要
視
し
、
「
『
日
本
風
景
論
』

の
果
た
し
た
役
割
は
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
『
風
景
画
』
と
い
う
言
葉
の
成
立
に
力
が
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

＊
本
稿
執
箪
に
あ
た
り
ま
し
て
、
山
本
森
之
助
の
ご
子
息
•
山
本
洋
氏
に
、
ワ
カ
夫
人
が
保
管
さ
れ
て
い
た
数
多
く
の
賓
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
●
げ
ま
す
。

、
王

1
-
1
1
E
"
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表2 スケッチが制作された明治37年から45年までの山本森之助の足取り

年代 月日 スケッチから判明した足取り 「日本名勝写生紀行」 主な池彩画 年譜

6月 伊豆滞在中 (S151)

明治37年 10月 15 日 埼玉県栗相滞在中（絵葉書により判明） 7秋-9〈月秋《の硲渓れ流ゆ〉く（妙島義〉（山徳）島椿泊） 79朝610ち.月月9》の月月、（、《、田、伊菩第埼含四豆9れ家玉回国1ゆこ》県阿白写なく楽波馬生品ど橋会に旅）合はに写展行計写白生1。7こ馬生点旅《硲会旅を行れ11行出。をゆ．品受くし烏＂、 》《夏のそのう

10月 20 日頃 帰京（絵薬掛により判明）
する。

夏 房総半島滞在中 (S7,8)

明治38年 11月 7夏-9｛月雨《朝後凪の）（海房）州（白房浜州） 白浜） 97（1.湖月19•月1上、2 に月の第房、吹10州信雪回州白》白な浜に馬ど写に会合写生展計生旅に6旅行点（行。夕を。月出）品《雨後の海）信州、木曽滞在中 (S203,107,108,109,110,111
第一巻のための旅行 する。

12月 ,45,49,50,46,47,48,51) 

1月 大村泡滞在中 (S35,36,37,38,39,40,4,42,43,44)

5月 3 日 伊勢泊 (S199及び絵葉書）

5月 4 日 奈良着 (C4)

5月中 奈良で写生 (S186,193,195,196,197,272及ぴ絵業啓）

5512月月月《《森〈初赤夏の城奥〉の（奈》山（奈良〉）良（赤）城）
1月、長崎県大村湾に写生旅行。

明治39年 6月 3 日 京都へ向かうため奈良発（絵葉書により判明）
5月、伊勢・奈良・京都に写生旅行。

6月、 伊豆渓に写・生旅後行。
6月 伊豆滞在中 (S153 、 167) 8月、耶馬 筑に写生旅行。

6月 舟京（絵薬掛により判明）

8月 耶馬渓滞在中 ,(7S86,739,64,80,6,85,16,862,6,78,368,8,46,98,57,08,671),72, 
73, 7 4, 75, 76, 77 

1 月 山梨県上九一色村滞在中（絵葉杏により判明）

2月 山梨県上九一色村滞在中（絵業告により判明）

5月 赤城、榛名、伊香保滞在中 (S200,201)

811788••2•9••82月月99月月（《月月箱夕《（風《（進月雲波波の湖》》（》房波）) （（甲（（州甲）房房州（白州房箱浜州州精州進）白白進白湖浜浜湖）浜 : : : : 

6月 21 日 千薬県勝浦に到滸（絵葉密により判明）
明治40年 6月 22 日 小湊へ移る（房総半島）（絵業店により判明）

6-8月 房総半島滞在,中15(,S161,82,919,3,220,9,,2117,,2123,,1230,,2245,,2363,,2374,) 第二巻のための旅行
28,30,31,12,14 

11 月 伊4,1豆58滞,1在59,中16(0S,116525,,116436,,116447,,116458,,116469,,116580),152,15 
2月 16 日 氷川村滞在中（絵莱告により判明）

4月 7 日 氷川村滞在中（絵薬行により判明）

2鹿天草（父代3岩半草宮保を月》富吉烏岡受を、、岡でnを出奥八描亡に品、多甲写い文く摩し田生すた部、、（山（旅(氷省曲75曲、行Ii浦のオ平浦i。〉只に））泉10が。東写上月に前北生げ写、年を旅と生第措に行2な旅引回い。る行5舷文た。6． 7展《12月き8荒、三月に月礎男天等、、>5月 25 日 平泉滞在中 (S89)

357-月月8 月〈（多荒（曲摩礎浦川）（）秋の（天上田草流）) ) 明治41年 6月 秋田滞在中1(S021,0160,39,01,0941),92,93,94,105,87,95,96 
,99,100,101, 

6月 8 日 男鹿半島滞在中（絵葉書により判明）

6月 13 日 男鹿半島滞在中（絵業杏により判明）

7月 11 日 束京（絵葉行により判明）

2月 奈良滞在中 (S189)

3月
奈良滞在）中 (S183,184,185,187,188,190,191,19
4,260,261 

4月 27 日 奈良へ立ち寄り（絵葉掛により判明）

24《710年1-富2月59連月月月月、士続、第、、、》受長1な第奈甲2打崎3回ど州良回79白(にこ点2・文等紺馬京写を展n謁会都生出·9)。展こ旅品・と《に近行濁すな〈江。ら雲るる9ぬ。。こ》《写水多生》摩を旅川出行の品。上し流、3 >

4月 28 日 大阪市へ立ち寄り（絵葉書により判明）
第三巻のための旅行

5月 近江滞在中（絵葉害により判明） 7夏夏-9〈《水月秋草）〈濁（〉甲（ら州甲ぬ黒州水黒平〉平）() 甲州黒平）明治42年
9京,2都20滞,22在5,中22(6S,222075,,222096),207,215,216,217,218,21 5月

6月 11 日 甲州滞在中（絵葉書により判明）

9月 25 日 甲州黒平温泉滞在中（絵葉書により判明）

10月 3 日 甲州黒平温泉滞在中（絵薬書により判明）

11月 14 日 束凩（絵薬魯により判明）

4月 15 日 伊豆滞在中（絵業柑により判明）

科35火810やに月月月》》推9月こ、、、をを写、挙長第出母出生第さ女1品品カ3旅4れ芳すす回回ネ行子る文臼るるを生。。 。馬展。亡ま会にこくれ展(のする8に第(もと73（410夕松回オ月凪》文）《に。》五展《は夏雨月か早、雨のら逝伊）審山す《豆）査いる（仁漁貝は。明治43年 5月 伊豆滞在中（絵業柑により判明） 夏夏〈｛岬いはと海や〉）（（伊伊豆豆仁仁科科）) 

6月 26 日 伊豆滞在中（絵葉書により判明）

1月 東京（絵業杏により判明）

2-4月 甲州日野春滞在中 (S140,133,123685,,113298),129,130, 
137,141,142,126,134,135,136, 

4月 甲州日野春滞在中（絵葉書により判明）

3-433-431111--44月月月月月月（（（（《（夕炭洪春八晩焼水月の後ヶ秋く）（●の岳山武のの河》》蔵森●原（（野甲甲）））（（）●州●州（武州州日日日日蔵野野野野野春春春春）) ) ) ) 5月 甲州日野春滞在中（絵葉魯により判明）
明治44年

5月 14 日 明甲）州日野春発、翌日惟京（絵薬杏により判

7月 伊豆滞在中 (S145,157,161) 第四巻のための旅行

7月 19 日 長峙滞在中（絵葉書により判明）

8月 26 日 長判崎明）県松浦市星鹿町滞在中（絵葉杏により

2三6保2,2に64滞)在中 (S52,53,54,55,56,57,58,59,60,61,
2月、次女寿子生まれる。

2-3月 第四巻のための旅行

明治45年 5月 7近,1江78滞,17在9,中18(0S,118710),l 71,172,173,174,175,176,17 第五巻のための旅行

夏 知多・蒲郡・浜名湖に滞在中 (S121) 第四巻のための旅行

※今回はスケッチおよぴ絵薬書によって判明する足取りのみをあげている。そのため旅行と旅行の間の帰京が入っていない場合もある。
作品番号を付す際に、スケッチ作品にはすべて「S」を付した。表中のスケッチ番号は年代順に並べたため、必ずしも番号の若い順にはなっていない。
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図8. 第三巻より図版《上加茂の奥》彩色・木版

図10. 第四巻より図版《久能山より》鉛筆淡彩・木版

図7．京都シリーズより S216

図9. 三保・久能山シリーズより S52

；
；
~
~
~
、
、

図12. 第四巻より図版《狩野川》鉛筆淡彩・木版 図11. 伊豆シリーズより S144

37 



図 14. 第四巻より図版《鱚釣り》鉛箪淡彩・木版 図13. 知多・蒲郡・浜名湖シリーズより S112
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図 15. 近江シリーズより S176

図 17. 近江シリーズより S179
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視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
へ
の
支
援
を
行
う
美
術
館
・
博
物
館
は
、
現
在
、
数
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
に
お
い
て
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
四
年

に
設
立
さ
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ

l
T
O
M

で
あ
ろ
う
。
「
視
此
障
害
の
あ
る
力
々
に
も
ロ
ダ
ン
を
鑑

日
本
に
お
け
る
取
り
組
み

平
成
十
八
年
、
長
崎
県
美
術
館
に
お
い
て
「
手
で
み
る
形
＇
富
永
直
樹
彫
刻
展
」
(
+
一
月

十
四
日
＼
二
十
六

H
)を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
長
崎
県
の
名
誉
県
民
で
あ
る
富
永
直
樹
氏
の
ブ

ロ
ン
ズ
作
品
を
、
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
展
示
し
た
展
覧
会
で
あ
る
。
美

術
館
に
お
い
て
、
手
で
触
れ
る
と
い
う
行
為
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
生
前
、
作
家
本
人
の
意
思
に
よ
り
、
作
品
に
触
れ
て
の
鑑
賞
を
許
可
さ
れ

た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
作
品
を
直
に
触
れ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
多
く
の
晴
眼
者
だ
け
で
は
な
く
、
視
党
に
障
害
の
あ
る
方
々
に
と
っ
て
も
作
品
に

対
し
開
か
れ
た
機
会
と
な
り
う
る
。
こ
れ
を
契
機
に
、
長
崎
県
美
術
館
で
は
、
富
永
氏
の
彫

刻
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
視
党
に
障
害
の
あ
る
方
々
を
対
象
に
し
た
平
而
作
品
の
鑑
賞
、
さ

ら
に
、
そ
れ
に
連
動
し
た
表
現
活
動
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
例

か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
を
考
察
し
な
が
ら
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
と
の
美
術
鑑
賞
の
可

能
性
に
つ
い
て
探
り
た
い
と
息
う
。

は
じ
め
に

鑑
賞
に
至
る
ま
で
の
支
援

ー
県
立
盲
学
校
の
実
践
よ
り

賞
す
る
権
利
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
主
軸
に
、
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
彫
刻
作
品
を
展

示
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
九
八
六
年
に
は
全
国
盲
学
校
生
徒
作
品
展
を
実
施
し
、
視
覚
に
障

害
の
あ
る
方
々
に
美
術
作
品
と
の
触
れ
合
い
の
場
を
切
り
開
い
て
き
た
。

ま
た
、
近
年
、
注
目
さ
れ
る
取
り
組
み
を
行
う
市
民
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
名
古
屋

Y
W
C

A

美
術
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
東
京
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ア
ク
セ
ス
・
グ
ル
ー

プ
M
A
R

、
京
都
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ア
ク
セ
ス
・
ビ
ュ
ー
が
挙
げ
ら
れ
、
視
覚
に
障
害
の

あ
る
方
々
と
の
鑑
賞
ツ
ア
ー
、
鑑
貨
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
鑑
貨
の
対
象
と
な
る
も
の
が
、
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
彫
刻
作
品

の
み
な
ら
ず
、
平
面
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ

る
方
々
と
晴
眼
者
が
共
に
、
作
品
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
言
築
で
語
り
合
い
、
見
方
を
深
め

て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
が
い
く
つ
か
の
美
術
館
・
拇
物
館
で
も
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鑑
賞
の
補
助
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
作
品
の
立
体
コ
ピ
ー
、
音
声
ガ

イ
ド
に
よ
る
美
術
館
案
内
な
ど
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

私
は
、
二
0
0

万
年
、
先
述
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ア
ク
セ
ス
・
ビ
ュ
ー
の
「
お
絵
か
き
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
参
加
し
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
と
の
鑑
賞
、
表
現
活
動
を
経
験
し
た
。

長
崎
県
美
術
館
に
お
い
て
、
視
党
に
障
害
の
あ
る
方
々
の
受
入
態
勢
を
照
備
す
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
の
多
く
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
と
の
美
術
館
の
楽
し
み
方
に
つ
い
て

濱
垣
明
日
香
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視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
に
と
っ
て
、
美
術
鑑
貨
を
す
る
と
い
う
行
為
は
、
作
品
を
前
に

し
て
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
美
術
館
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
や
展
覧
会
情
報
、
美
術
館
内
で
の

移
動
な
ど
、
鑑
賞
す
る
に
至
る
ま
で
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
ジ
ュ
リ
ア
・
カ
セ
ム
は
、
視

党
に
障
害
の
あ
る
方
々
が
、
そ
う
し
た
課
題
を
抱
え
つ
つ
美
術
館
を
訪
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

著
書
『
光
の
中
へ
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
障
害
を
持

つ
人
々
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
入
る
た
め
に
費
や
す
努
力
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
側
が
視
覚
障
害

者
の
た
め
に
費
や
す
努
力
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
」
こ
の
言
築
か
ら
も
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
に
と
っ
て
、
美
術
館
で
鑑
賞
を
行
う
た
め
の
努
力
は
、
家
を
一
歩

出
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
課
題
を
可
能
な
限
り
解
決
す
る
に
は
、
美
術
館
側
の
支
援
は
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
支
援
に
つ
い
て
、
大
き
く
二
つ
の
性
質
に
分
け
て
考
え
た
い
と
思
う
。

物
質
的
支
援

第
一
に
、
点
字
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
音
声
ガ
イ
ド
な
ど
の
物
質
的
支
援
が
考
え
ら
れ
る
。

長
崎
県
の
実
態
か
ら
述
べ
る
と
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
の
う
ち
、
音
声
に
よ
る
情
報
の

提
供
を
希
望
す
る
人
は
、
九
割
に
達
す
る
と
い
う
。
私
自
身
、
実
際
に
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々

と
触
れ
合
う
中
で
、
日
常
的
に
点
字
を
使
用
し
て
い
る
方
々
よ
り
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
音

訳
機
能
、
ラ
ジ
オ
を
始
め
と
す
る
音
声
に
よ
っ
て
情
報
を
得
て
い
る
方
々
が
多
い
よ
う
に
思

え
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
音
声
案
内
は
実
際
に
美
術
館
を
訪
れ
た
際
、
ど
の
程
度
効
果

的
に
機
能
す
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
時
々
の
入
館
者
状
況
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

美
術
館
に
は
様
々
な
状
況
が
訪
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
で
、
音
声
に
よ
る
物
質
的
支
援
の
み

で
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
私
は
感
じ
た
。
長
崎
県
美
術
館
で
は
、
現
在
、
視
覚
に
障
害
の
あ

る
方
々
が
帰
ら
れ
た
際
、
何
か
し
ら
振
り
返
る
こ
と
の
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
点
字
に
よ

る
美
術
館
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
を

行
う
に
は
、
そ
れ
を
補
う
人
的
な
支
援
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
平
面
作
品
を
鑑
賞
す
る
際
、
作
品
の
大
ま
か
な
構
成
が
認
識
で
き
る
よ
う
に
立
体

(3) 

コ
ピ
ー
の
よ
う
な
も
の
も
作
成
し
た
。
作
品
に
よ
っ
て
は
人
物
が
着
て
い
る
洋
服
の
質
感
が

認
識
で
き
る
よ
う
、
ビ
ロ
ー
ド
の
布
を
参
考
に
使
用
す
る
な
ど
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
対
応

し
て
い
る
。

第
二
に
、
物
質
的
支
援
を
補
う
も
の
と
し
て
、
人
的
支
援
が
考
え
ら
れ
る
。
先
の
物
質
的

支
援
の
充
実
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
に
と
っ
て
、
美
術
館
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
、
そ
れ
ら
を
使
用
し
鑑
賞
に
い
た
る
ま
で
に
は
、

人
的
支
援
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
来
館
さ
れ
る
方
々
は
、
全
盲
の
方
、

弱
視
の
方
、
部
分
的
に
見
え
る
方
、
光
の
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
方
、
様
々
で
あ
る
。

そ
れ
に
応
じ
て
支
援
の
仕
方
も
様
々
に
準
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
々
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
個
々
人
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
的
支
援
が
最

も
重
要
と
考
え
、
「
富
永
直
樹
展
」
の
際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
鑑
賞
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
が
予
約
を
し
た
際
に
手
配
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
晴
眼
者
が
美
術
館
に
予
約
な
し
で
も
気
兼
ね
な
く
来
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
様
、

常
駐
し
て
い
た
だ
い
た
。
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
の
多
く
は
、
サ
ポ
ー
ト
の
方
と
一
緒
に

来
館
さ
れ
る
。
し
か
し
、
中
に
は
、
一
人
で
電
車
に
乗
っ
て
来
館
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
最

寄
の
駅
ま
で
送
迎
に
出
向
く
な
ど
、
そ
の
都
度
で
き
る
限
り
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

う
い
っ
た
方
々
が
展
示
室
で
鑑
賞
を
す
る
場
合
、
作
品
か
ら
作
品
ま
で
の
移
動
―
つ
を
取
っ

て
も
、
や
は
り
人
的
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。

私
は
、
こ
う
し
た
実
践
を
踏
ま
え
、
前
述
の
物
質
的
支
援
と
人
的
支
援
が
融
合
す
る
こ
と
が
、

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
を
よ
り
深
く
作
品
の
世
界
へ
導
く
も
の
と
考
え
た
。
次
に
、
こ
の

二
つ
の
要
素
に
よ
り
、
視
党
に
障
害
の
あ
る
方
々
が
ど
の
よ
う
に
作
品
を
鑑
賞
す
る
の
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
容
が
起
こ
る
か
実
践
事
例
を
も
と
に
分
析
し
て
い
く
。

実
践
例
「
長
崎
県
立
盲
学
校
」

実
践
事
例
と
し
て
、
平
成
一
七
年
一

0
月
に
お
け
る
、
長
崎
県
立
盲
学
校
の
ス
ク
ー
ル
プ

(
4
)
 

ロ
グ
ラ
ム
を
と
り
あ
げ
る
。
参
加
者
は
同
校
の
小
学
部
か
ら
高
綽
部
ま
で
の
児
童
•
生
徒

人
的
支
援

そ
の
他
、

物
質
的
支
援
と
言
え
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

ト
イ
レ
な
ど
の
点
字
案
内
な
ど
が
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
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ニ
八
名
を
対
象
と
し
た
。
今
回
は
、
年
齢
の
幅
が
広
範
囲
に
及
ん
だ
た
め
、
小
学
部
、
中
学
部
・

高
等
部
の
ニ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ
た
。
中
学
部
・
高
等
部
で
は
、
手
で
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
彫
刻
を
中
心
に
鑑
賞
、
午
後
は
、
学
芸
員
が
長
崎
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
青

貝
細
工
と
三
川
内
焼
の
講
義
を
行
っ
た
。
小
学
部
は
作
品
鑑
賞
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
よ
り

も
、
美
術
館
と
い
う
場
所
に
慣
れ
親
し
み
、
楽
し
ん
で
活
動
し
て
も
ら
う
こ
と
に
重
点
を
置

い
た
。
以
下
は
同
校
が
今
回
の
来
館
に
際
し
て
掲
げ
た
目
的
で
あ
る
。

・
「
ス
ペ
イ
ン
美
術
」
「
長
崎
ゆ
か
り
の
美
術
」
等
絵
画
や
彫
刻
の
鑑
賞
を
通
し
て
日
頃
触
れ
る

こ
と
の
少
な
い
芸
術
に
親
し
み
、
長
崎
の
文
化
を
理
解
す
る
。
（
中
学
部
・
高
等
部
）

・
美
術
館
の
ア
ト
リ
エ
を
利
用
し
て
、
「
表
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
し
、
表
現
す
る
楽
し
さ
を

味
わ
う
。
（
小
学
部
）

こ
こ
で
は
、
平
面
・
彫
刻
の
鑑
賞
、
表
現
活
動
を
行
い
、
特
に
鑑
賞
に
深
ま
り
を
み
せ
た

小
学
部
の
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
振
り
返
り
、
考
察
を
す
る
。

小
学
部
の
鑑
賞
の
対
象
と
な
る
作
品
は
数
点
に
絞
り
、
ア
ト
リ
エ
で
の
表
現
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
中
心
に
活
動
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
企
画
展
「
レ
ア
ル
ー
ス
ペ
イ
ン
美
術
の
現
在
」
展
の

メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
も
あ
っ
た
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
シ
シ
リ
ア
の
《
衝
立
小
さ
な
花
々

w

》
の

作
品
を
展
示
室
で
鑑
賞
し
、
ま
ず
は
、
作
品
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
み
ん
な
で
膨
ら
ま
せ
る

こ
と
か
ら
始
め
た
。
そ
の
後
、
ア
ト
リ
エ
に
戻
り
、
そ
こ
か
ら
得
た
イ
メ
ー
ジ
を
平
面
作
品

に
表
現
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
表
現
方
法
は
、
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
に
貝
殻
を
細
か
く
砕
い
た

も
の
を
混
ぜ
、
手
形
を
使
っ
て
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
の
上
に
共
同
で
描
い
た
。
今
回
シ
シ
リ
ア

の
作
品
を
選
ん
だ
の
は
、
弱
視
の
児
童
に
も
認
識
し
や
す
い
、
明
る
い
画
面
で
構
成
さ
れ
た

作
品
で
あ
り
、
児
窟
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
花
々
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
あ
る
。

実
践
の
成
果
と
考
察

小
学
部
の
表
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
シ
シ
リ
ア
の
作
品
を
手
で
触
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
色
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
で
作
品
鑑
賞
を
行
っ

た
。
こ
の
作
品
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
両
面
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、

個
々
人
が
知
っ
て
い
る
花
の
名
前
を
挙
げ
、
言
菓
に
よ
っ
て
作
品
に
表
現
さ
れ
て

い
る
花
々
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
、
そ
れ
を
摺
り
合
わ
せ
な
が
ら
鑑
賞
を
試
み
た
。
視
龍
に
障

害
の
あ
る
方
々
に
と
っ
て
、
平
面
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
は
、
一
見
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
こ

と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
、
美
術
館
で
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
自
体
、
ほ
と
ん
ど
初

め
て
の
小
学
生
に
と
っ
て
、
言
葉
を
頼
り
に
鑑
賞
す
る
こ
と
も
初
め
て
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

始
め
は
、
作
品
の
大
き
さ
、
素
材
、
構
図
に
つ
い
て
の
概
要
を
私
か
ら
伝
え
、
し
だ
い
に
、

主
題
で
あ
る
花
に
つ
い
て
話
を
深
め
て
い
っ
た
。
児
童
の
一
人
は
、
花
と
い
う
既
知
の
主
題

に
敏
感
に
反
応
し
、
ど
の
よ
う
な
花
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
繰
り
返
し
質
問
し
た
。
こ
の
作

品
は
蜜
蝋
の
上
に
油
彩
で
描
か
れ
て
お
り
、
作
品
に
近
づ
く
と
ほ
ん
の
り
と
蜜
蝋
の
甘
い
香

り
が
漂
っ
て
く
る
こ
と
も
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
手
助
け
と
な
っ
た
。
色
に
関
し
て
は
、

認
識
で
き
る
児
童
と
そ
う
で
な
い
児
童
が
い
た
た
め
、
グ
ル
ー
プ
内
で
ど
の
く
ら
い
色
の
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
は
私
自
身
不
安
が
残
っ
た
が
、
実
際
に
制
作
に
取
り

か
か
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
よ
り
も
、
絵
の
具
の
質
感
の
面
白
さ
を
直
に
感
じ
取
り
な

が
ら
意
欲
的
に
表
現
し
て
い
た
。
制
作
途
中
に
は
、
今
、
自
分
た
ち
の
制
作
す
る
作
品
が
、

ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
そ
の
都
度
確
認
し
、
鑑
賞
時
に
得
た
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
け
て
表

現
し
よ
う
と
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
作
品
の
乾
燥
後
は
、
貝
殻
の
ざ
ら
つ
き
が
表
面
に
残

る
よ
う
に
工
夫
し
た
た
め
、
再
び
手
で
触
れ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
で
鑑
賞
と
表
現
を
相
互
に
行

き
来
し
、
活
動
全
体
に
深
ま
り
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
中
学
部
・
高
等
部
が
鑑
賞
の
中
心
と
し
た
富
永
直
樹
氏
の
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
彫
刻
を
鑑
賞
し
た
。
人
物
の
彫
刻
だ
と
紹
介
し
た
作
品
に
触
れ
た
児
童
の
口
か
ら
、
「
何

で
人
な
の
に
硬
い
の
。
」
と
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
晴
眼
者
に
と
っ
て
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
を

前
に
し
て
、
そ
れ
が
本
物
の
質
感
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
当
た
り
前
の
こ
と
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
を
発
し
た
児
童
に
と
っ
て
は
、
ブ
ロ
ン
ズ
像

と
向
き
合
う
事
自
体
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
彫
刻
と
い
う
概
念
に
触
れ
た
こ
と
も
初
め
て

だ
っ
た
の
だ
。
児
童
は
、
そ
の
後
も
、
ブ
ロ
ン
ズ
で
制
作
さ
れ
た
人
物
の
部
分
を
丁
寧
に
確

認
し
、
ど
の
よ
う
な
様
子
で
あ
る
の
か
質
問
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
熱
心
に
作
品
の
世
界
へ

と
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
て
い
た
。
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鑑
賞
の
深
ま
り

先
の
カ
セ
ム
は
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
解
釈
（
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
、
優
れ
た
解
釈
に
つ
い
て
、

Y
•

エ
ド
ワ
ー
ズ
の
言
葉
を
引
用
し
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
解
釈
と
い
う
も
の
は
、
案
内
す
る
こ
と
、
教
育
す
る
こ
と
、
宣

伝
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
人
の
感
性
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
、
と
い
う
四
つ
の
要
素
か
ら

な
り
、
も
の
に
対
す
る
新
た
な
見
方
、
新
た
な
熱
意
、
そ
し
て
新
た
な
典
味
を
生
み
出
す
も

の
で
あ
る
」
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
促
す
た
め
に
必
要
な
要
素
と
し
て
「
す
で
に
知
っ

て
い
る
要
素
」
、
「
驚
き
、
そ
し
て
時
に
は
恐
怖
で
さ
え
あ
る
要
素
」
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

今
回
の
場
合
、
こ
の
児
童
に
と
っ
て
、
前
者
は
人
物
と
い
う
具
体
物
で
、
児
童
が
既
に
知
っ

て
い
る
も
の
。
後
者
は
、
そ
の
人
物
が
ブ
ロ
ン
ズ
と
い
う
金
属
の
塊
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
が
驚
き
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
カ
セ
ム
は
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々

の
た
め
に
作
品
を
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
創
造
力
、
知
覚
力
、
そ
し
て
言
葉
で
作
品
に

生
命
を
与
え
る
こ
と
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
支
援
を
す
る
晴
眼
者
が
ま
ず
作
品

の
全
体
像
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
れ
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

児
童
の
質
問
、
例
え
ば
「
何
を
し
て
い
る
人
な
の
？
」
と
い
う
言
葉
を
出
発
点
と
し
て
、
言
葉

と
触
覚
を
頼
り
に
イ
メ
ー
ジ
を
深
め
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
作
品
と
の
出
会
い
が
、
自
分
自

身
の
中
で
大
き
な
発
見
と
な
り
、
美
術
作
品
に
対
し
‘
―
つ
の
扉
を
開
い
た
出
来
事
の
よ
う

に
私
は
感
じ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

今
回
の
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
児
童
•
生
徒
の
方
々
が
学
校
を
卒
業
し
て
も
美
術

館
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
美
術
館
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る

方
々
の
視
点
に
た
っ
た
美
術
館
つ
く
り
と
い
う
視
点
か
ら
も
先
生
と
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を

行
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
活
動
を
振
り
返
り
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
が
さ
ら
に
利
用

し
や
す
い
美
術
館
に
な
る
た
め
に
、
活
動
後
、
児
童
•
生
徒
・
教
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
質
問
項
目
自
体
、
盲
学
校
の
生
徒
に
よ
り
考
案
さ
れ
、
視
覚
に
障

害
の
あ
る
方
々
の
立
場
に
立
っ
た
率
直
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一

部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

〇
彫
刻
作
品
を
さ
わ
っ
て
、
鑑
賞
し
て
ど
の
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
か
。

•
い
ろ
い
ろ
な
動
物
や
人
の
ポ
ー
ズ
を
触
れ
て
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
感
触
や
音
の
聾

き
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
（
小
学
部
）

・
た
だ
見
て
い
る
よ
り
も
指
の
先
や
顔
の
パ
ー
ツ
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
触
っ
て
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
（
中
学
部
）

・
目
が
見
え
に
く
い
人
で
も
な
ん
と
か
分
か
る
。
と
て
も
力
強
く
、
迫
力
を
感
じ
た
。
（
中

学
部
）

〇
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
が
美
術
館
を
楽
し
く
利
用
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

・
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
は
壁
伝
い
に
移
動
す
る
の
で
、
壁
に
障
害
物
が
あ
る
と
ぶ
つ

か
り
や
す
い
。
作
品
の
前
に
あ
る
柵
に
気
付
か
ず
、
何
度
か
ぶ
つ
か
っ
た
。
（
小
学
部
）

・
ガ
ラ
ス
が
ど
こ
ま
で
な
の
か
分
か
り
に
く
く
て
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
。
階
段
の
色
が
分

か
り
に
く
か
っ
た
。
（
全
体
が
同
じ
色
だ
と
ど
こ
が
段
差
か
分
か
ら
な
い
）
（
中
学
部
）

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
商
品
を
置
い
て
い
る
台
の
角
だ
け
に
で
も
ス
ポ
ン
ジ
を
つ

け
て
ほ
し
い
。
（
裔
等
部
）

0
県
美
術
館
で
鑑
賞
を
お
こ
な
っ
た
感
想
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

•
ま
た
行
っ
て
触
り
た
い
。
粘
土
や
絵
の
具
遊
び
が
し
た
い
。
お
話
が
聞
き
た
い
。
（
小
学
部
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
説
明
が
と
て
も
丁
寧
で
分
か
り
や
す
く
て
一
人
で
見
る
よ
り
も

断
然
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
中
学
部
）

•
楽
し
い
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
良
い
体
験
が
で
き
た
。
作
品
に
触
っ
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
お
か
げ
で
楽
し
く
鑑
賞
で
き
た
。
（
高
等
部
）

小
学
部
の
児
童
か
ら
は
、
手
で
触
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
軽
く
叩
い
て
み
て
、

聴
覚
ま
で
も
使
い
、
音
の
響
き
を
楽
し
ん
で
鑑
賞
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、

物
質
的
支
援
に
関
し
て
は
、
「
展
示
室
の
明
る
さ
は
適
当
で
し
た
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、
概
ね

の
児
童
•
生
徒
が
よ
い
と
回
答
し
て
い
た
が
、
個
々
人
に
よ
っ
て
は
、
展
示
室
の
照
度
の
低
さ
、

ま
た
、
展
示
室
外
と
の
明
る
さ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
負
担
に
感
じ
た
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
「
展
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示
台
や
絵
の
高
さ
は
適
当
で
し
た
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
も
概
ね
よ
か
っ
た
も
の
の
、
部
分

的
に
視
覚
に
障
害
の
あ
る
児
童
•
生
徒
に
対
し
て
は
、
大
き
な
作
品
の
全
体
像
を
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
見
え
づ
ら
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
小
学
部
の
児
童
に
は
、
彫
刻
の
展

示
台
が
高
す
ぎ
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
よ
り
細
や
か
な
支
援
の
必
要

性
を
感
じ
た
。
展
示
に
つ
い
て
は
作
品
保
護
の
側
面
か
ら
、
全
て
の
方
々
に
鑑
賞
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
物
質
的
支
援
の

限
界
を
人
的
支
援
で
補
え
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
児
童
・

生
徒
の
感
想
か
ら
も
、
先
生
、
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
人
的
支
援
の
存
在
が
全
体
の
満
足

感
を
導
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
と
は
い
え
、
今
回
の
実
践
か
ら
、
物
質

的
支
援
に
関
し
て
も
、
晴
眼
者
の
立
場
か
ら
は
気
づ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
点
を
指
摘
し
て
い

た
だ
け
た
の
は
大
き
な
収
穫
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
真
勢
に
受
け
止
め
た
い
。

鑑
賞
に
お
い
て
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
に
い
か
に
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
か
と
い
う

こ
と
に
懸
命
に
な
り
す
ぎ
た
た
め
、
共
に
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
合
い
、
深
い
部
分
ま
で
の
鑑

賞
に
至
っ
た
か
ど
う
か
に
私
自
身
、
自
信
が
持
て
な
い
で
い
た
。
し
か
し
、
晴
眼
者
に
と
っ

て
も
鑑
賞
の
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
多
角
的
に
作
品
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
と

同
様
、
今
回
の
児
童
に
と
っ
て
も
、
美
術
作
品
の
鑑
賞
に
お
い
て
は
、
ま
だ
そ
の
扉
が
開
か

れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

例
え
ば
、
認
知
心
理
学
者
で
あ
る
ア
ビ
ガ
イ
ル
・
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
一
九
七

0
年
以
降
、
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
、
美
術
鑑
賞
者
が
絵
画
と
い
う
二
次
元
美
術
作
品
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

美
的
対
応
を
示
す
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
ハ
ウ
ゼ
ン
は

M
O
M
A

の

依
頼
に
よ
り
、
一
四
歳
か
ら
八

0
歳
ま
で
の
来
館
者
を
対
象
に
研
究
を
行
い
、
人
の
審
美
力

の
発
達
段
階
に
関
す
る
理
論
モ
デ
ル
を
五
段
階
で
構
築
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
は
以

下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
一
段
階
二
説
明
的
鑑
賞
者

も
し
く
は
語
り
手
と
呼
ば
れ
、
自
分
の
主
観
に
基
づ
い
て
絵
を
読
む
。
「
自
分
の
感
覚
、
記
憶
、

個
人
的
な
連
想
な
ど
を
使
っ
て
、
作
品
を
具
体
的
に
観
察
し
、
そ
れ
を
―
つ
の
物
語
と
し

て
折
り
込
ん
で
い
く
。
」

第
二
段
階
五
庭
設
的
鑑
賞
者

自
分
の
価
値
観
や
人
生
経
験
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
作
品
を
鑑
賞
す
る
。

第
三
段
階
口
分
析
的
鑑
裳
者

こ
の
人
は
、
「
美
術
史
家
の
よ
う
に
分
析
的
、
批
判
的
な
態
度
」
を
と
る
。

第
四
段
階
こ
解
釈
的
鑑
賞
者

「
芸
術
作
品
と
の
個
人
的
な
出
会
い
を
持
と
う
と
す
る
。
美
術
作
品
を
批
評
す
る
様
々
な
技

法
は
、
そ
の
人
が
感
じ
た
気
持
ち
ゃ
直
感
と
い
っ
た
感
性
に
従
う
も
の
と
し
て
考
え
、
そ

の
作
品
の
背
景
に
あ
る
様
々
な
意
味
、
そ
の
作
品
が
象
徴
し
よ
う
と
し
て
い
る
何
か
が
、

自
然
に
現
れ
て
く
る
の
に
任
せ
て
い
る
。
」

第
五
段
階
二
再
創
造
的
鑑
賞
者

「
芸
術
作
品
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
ー
つ
ま
り
、
そ
の
作
品
が
作
ら
れ
た
時
代
や
歴
史
、
そ
の
作
品

が
問
い
か
け
て
い
る
も
の
、
そ
の
作
品
が
ど
の
よ
う
な
「
旅
』
を
し
て
き
た
か
、
そ
の
作
品

の
背
景
に
あ
る
複
雑
さ
と
い
っ
た
も
の
を
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
作
品
を
重
ね
合

わ
せ
、
ま
た
広
く
普
遍
的
に
行
き
渡
っ
て
い
る
見
方
と
自
分
の
個
人
的
な
見
方
を
結
び
つ

(
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け
る
。
」

そ
し
て
、

ハ
ウ
ゼ
ン
の
モ
デ
ル
に
よ
る
と
、

M
O
M
A

の
来
館
者
た
ち
は
、
大
多
数
の
一

般
人
と
同
様
に
、
視
巫
見
に
よ
る
読
解
力
が
皆
無
で
も
、
無
知
で
も
、
ま
た
、
美
術
に
興
味
が

な
い
の
で
も
な
く
、
美
術
発
達
段
階
の
初
期
に
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら
も
、
美
術
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
深
ま
り
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る

方
々
も
、
多
く
の
晴
眼
者
同
様
、
初
期
の
段
階
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
鑑
賞
の
経
験

を
重
ね
る
こ
と
で
段
階
的
に
深
ま
り
を
見
せ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

長
崎
県
美
術
館
で
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
と
の
鑑
賞
を
こ
れ
以
降
も
行
っ
て
き
た
。

利
用
し
て
い
た
だ
く
方
々
か
ら
は
、
自
分
た
ち
が
利
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す

い
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
識
の
も
と
に
、
様
々
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
方
々
と
鑑
賞
を
共
に
す
る
中
で
、
い
か
に
深
ま
り
の

あ
る
鑑
賞
ま
で
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
は
実
践
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
こ
そ
見
え
て
く
る
の

だ
と
感
じ
て
い
る
。
実
践
か
ら
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
だ
け
で
な
く
、
晴
眼
者
も
サ
ポ
ー

ト
と
い
う
枠
を
越
え
て
共
に
楽
し
む
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
事
か
ら
も
、
視
覚
に

障
害
の
あ
る
方
々
が
晴
眼
者
と
共
に
美
術
館
を
楽
し
み
、
後
々
ま
で
そ
の
人
と
共
に
生
き
続

ま
と
め
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け
る
よ
う
な
作
品
と
の
出
会
い
の
場
に
な
る
よ
う
に
、
今
後
も
実
践
を
重
ね
、
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

(
1
)二
0
0

五
年
八
月
―
二
日
（
日
）
に
た
ん
ぽ
ぼ
の
家
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
H
と
'
l
'
A
(

奈
良
）
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ソ

プ
。
視
槌
に
障
害
の
あ
る
方
々
と
睛
眼
者
が
共
同
で
作
品
制
作
を
行
っ
た
。
講
師
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
弱
視
の
障
害

を
持
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
サ
リ
ー
・
プ
ー
ス
氏
を
迎
え
、
日
本
で
言
う
レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
（
や
わ
ら
か
い
ゴ
ム
マ
ッ

ト
を
下
敷
き
に
し
、
半
透
明
の
厚
め
の
ペ
ー
パ
ー
に
先
の
尖
っ
た
も
の
で
引
っ
か
く
と
、
凹
凸
が
現
れ
、
視
北
に

障
害
の
あ
る
方
々
に
も
自
分
の
絵
が
認
識
し
や
す
い
も
の
）
に
絵
を
描
き
、
水
彩
絵
の
具
で
色
を
付
け
、
で
き
た

作
品
を
言
菓
と
手
触
り
を
頼
り
に
鑑
費
を
し
た
。

(
2
)
ジ
ュ
リ
ア
・
カ
セ
ム
『
光
の
中
ヘ
ー
視
党
障
害
者
の
美
術
館
・
博
物
館
ア
ク
セ
ス
ー
』
小
学
館
、
一
九
九
八
、
四
三

頁
。

(
3
)長
崎
県
美
術
館
で
は
、
盲
学
校
で
使
用
す
る
よ
う
な
正
式
な
立
体
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、
作
品
の
要
素
（
人
物
、
背

景
な
ど
）
を
い
く
つ
か
に
分
け
、
そ
れ
ら
が
手
で
触
れ
て
認
識
で
き
る
よ
う
、
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
制
作
用
の
絵
の

具
で
凹
凸
を
つ
け
た
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
。

(
4
)学
校
と
美
術
館
と
の
連
携
の
た
め
、
美
術
館
で
の
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
表
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
一
本
柱
と
し
て
行
っ

て
い
る
教
育
普
及
事
業
。
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と
共
に
、
お
し
ゃ
べ
り
鑑
賞
や
創
作
活
動
を
通
し
て
、
美
術
館
を
学

校
単
位
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
内
容
は
、
先
生
と
協
議
し
、
今
回
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
た
。

(
5
)前
掲
書
、
六
ニ
ー
六
三
頁
。

(
6
)前
掲
書
、
六
六
—
六
九
頁
。

、
王

1
1
1
1
t
"
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実
践
の
中
で
形
作
ら
れ
る
教
育
普
及

美
術
館
で
の
学
芸
活
動
は
、
調
査
研
究
、
作
品
の
収
集
、
保
存
修
復
、
展
示
が
あ
り
、
そ
れ

と
共
に
、
教
育
普
及
事
業
は
美
術
館
の
柱
と
な
る
重
要
な
活
動
で
あ
る
。
ど
の
時
代
に
も
、
利

用
す
る
側
の
目
線
は
、
美
術
館
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
多
く
の
資
料
や
情
報
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
、
い
か
に
提
供
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
蝉
蹂
肥
の
面
に
集
中
す
る
。

日
本
で
は
八

0
年
代
後
半
、
美
術
館
、
博
物
館
等
に
お
い
て
、
積
極
的
な
教
育
普
及
事
業

を
重
視
す
る
館
が
増
え
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
組
織
の
構
成
、
設
備
の
物
理
的
な
面
な
ど
の

環
境
に
応
じ
て
、
鑑
賞
を
中
心
と
す
る
美
術
館
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
と
す
る
美
術
館
と
ニ

分
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
そ
れ
が
、
徐
々
に
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
含
ん
だ

鑑
賞
が
行
わ
れ
、
制
作
か
ら
離
れ
た
要
素
を
含
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
二
つ
を
融
合
あ
る
い
は
連
続
さ
せ
な
が
ら
、
展
覧
会
や
所
蔵
作
品
、

ま
た
は
地
域
の
文
化
的
特
色
を
意
識
し
た
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
同
時
に
講
師
招
聘
を

伴
う
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
つ
ま
り
館
外
の
人
的
交
流
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
担
当
者

は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
を
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
よ
り
も
幅
広
い
活
動
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
当
館
の
教
育
普
及
事
業
の
中
よ
り
、
学
校
と
の
連
携
、
大
学

と
の
連
携
、
ク
ラ
ブ
形
式
の
活
動
を
上
げ
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
の
出
発

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
学
校
と
の
連
携
」
は
、
近
年
、
全
国
で

取
り
組
ま
れ
、
先
駆
的
な
美
術
館
で
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
、
実
践
さ
れ
て
い
る
。
約

二
0
年
の
間
に
も
、
博
学
連
携
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け
、
そ
の
方
法
が
模
索
さ
れ
て
き
た
。

少
数
校
と
の
単
発
的
な
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
学
校
へ
出
張
し
て
授
業
を
す
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
的
な
活
動
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
き
た
:
ベ
ー
ス
作
り
の
時
代
；
か
ら
、
年
間
、
千
や

万
単
位
で
の
児
童
·
生
徒
が
利
用
す
る
;
大
規
模
な
連
携
ク
ヘ
と
移
行
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。
ま
た
、
そ
の
過
渡
期
の
中
で
継
続
的
に
支
持
さ
れ
る
連
携
を
実
践
し
続
け
る

に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
体
性
に
何
が
必
要
か
、
各
館
の
自
問
自
答
が
続
い
て
い
る
。

私
自
身
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
配
属
さ
れ
た
の
は
開
館
の
前
年
、
つ
ま
り
僅
か
一
年

の
準
備
期
間
。
事
の
重
大
さ
と
「
は
た
し
て
間
に
合
う
の
か
」
と
い
う
恐
怖
と
戦
う
こ
と
と
な
っ

た
。
教
育
普
及
を
熱
心
に
行
っ
て
い
る
館
の
担
当
者
を
訪
ね
、
温
か
く
励
ま
さ
れ
た
が
、
「
教

育
普
及
」
に
対
す
る
考
え
方
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
館
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
っ
た
。
待
ち
望
ま
れ
た

新
し
い
美
術
館
で
あ
り
；
開
か
れ
た
美
術
館
こ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
中
で
教
育
普
及
事
業

は
、
実
践
を
重
ね
る
ご
と
に
そ
の
充
実
度
も
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
「
長
崎
の
こ
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
美
術
館
で
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
ク
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
普
及
事
業
ニ
の
形
を
第
一
に
、
そ
し
て
第
二
に
、
こ
れ
か
ら
の
一

0
年
、
二
0
年
後
を
踏
ま

え
た
展
開
を
考
え
て
、
継
続
性
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
を
心
が
け
た
。

学
校
現
場
か
ら
派
遣
さ
れ
た
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と
い
う
立
場
は
、
日
本
の
美
術
館
に
お
け

る
教
育
普
及
の
経
過
を
知
る
時
間
が
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
う
苦
し
い
状
況
下
で
の
出
発
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
九
年
に
、
偶
然
に
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
美
術
教
育
と
美
術
館

教
育
に
触
れ
る
研
修
の
機
会
を
得
て
、
美
術
館
で
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
の
姿
や
学
校
へ
の
取

り
組
み
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
当
時
の

H

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
鑑

賞
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
学
校
か
ら
利
用
す
る
時
は
、
大
型
の
バ
ス
や
公
共
機
関
を
使
っ

二
0
0

五
年
ー
ニ
0
0

六
年
の
活
動
を
通
し
て

堺

雅
子
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て
移
動
し
、
美
術
館
へ
着
く
と
す
ぐ
に
三

0
0

人
近
く
の
人
数
に
も
対
応
で
き
そ
う
な
ロ
ッ

カ
ー
ル
ー
ム
に
大
勢
の
児
童
が
荷
物
を
放
り
込
み
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
利
用
し
、
展
示
室
へ

列
を
成
し
て
入
っ
て
行
く
。
そ
し
て
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
案

内
で
、
広
い
展
示
室
内
に
ゆ
っ
た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
座
り
、
絵
を
な
が
め
る
。

¢
当
然
ら
の
よ
う
に
学
校
が
利
用
し
て
い
る
様
子
に
、
唖
然
と
し
、
受
け
入
れ
る
仕
組
み
が
し
つ

か
り
と
整
っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
行
政
が
教
育
現
場
と
一
体
と
な
っ
て
美
術
館
の
鑑
賞

教
育
を
支
持
し
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
に
感
心
す
る
。
さ
ら
に
鑑
賞
教
育
の
推
奨
は

義
務
教
育
期
間
に
止
ま
ら
ず
、
多
く
の
州
立
大
学
が
構
内
に
美
術
館
を
併
設
し
、
学
生
が
無

料
で
観
覧
し
、
模
写
や
レ
ポ
ー
ト
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
美
術
教
師

や
フ
リ
ー
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
達
の
美
術
へ
の
関
わ
り
方
も
興
味
深
い
。
彼
ら
は
日
常
的
に
、

美
術
館
や
美
術
系
大
学
が
主
催
す
る
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
作
家
の
制
作
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
気
軽
に
足
を
運
び
、
街
角
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
リ
ト
グ
ラ
フ
や
若
い
作
家

の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
手
に
入
れ
、
自
宅
の
壁
や
自
室
の
ベ
ッ
ド
の
側
に
置
い
て
楽
し
み
、
友

人
と
の
会
話
に
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
;
ア
ー
ト
:
を
出
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生
と
言

え
ば
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
イ
ベ
ー
ト
が
得
意
だ
が
、
彼
ら
は
ま
た
「
制
作
者
ど
う
し
の
鑑
賞
」

が
得
意
だ
。
学
校
で
作
品
が
完
成
し
た
時
点
で
、
制
作
者
が
初
期
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
途
中
の
エ
ス
キ
ー

ス
を
加
え
な
が
ら
制
作
意
図
を
語
り
合
う
と
い
う
鑑
賞
方
法
だ
。

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
学
校
現
場
の
美
術
教
育
と
美
術
館
教
育
を
視
察
し
た
後
で
、

二
0
0
0

年
頃
、
県
内
の
研
究
会
で
自
ら
「
美
術
館
を
使
っ
た
鑑
賞
教
育
」
を
提
案
し
た
。
し

か
し
、
文
化
的
な
意
識
の
違
い
、
物
理
的
な
環
境
の
違
い
が
あ
り
、
加
え
て
、
当
時
は
美
術

館
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
も
分
か
ら
ず
、
学
習
過
程
の
仮
説
す
ら
明
確
に
で
き
ず
に
い
た
。
鑑

賞
教
育
を
よ
り
よ
く
進
め
て
行
く
た
め
に
は
、
そ
の
題
材
を
求
め
る
意
図
や
効
果
と
い
っ
た

題
材
観
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
授
業
展
開
を
組
み
立
て
る
時
点
で
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
協
力
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
た
。

学
校
と
の
連
携

長
崎
で
待
ち
望
ま
れ
た
新
し
い
美
術
館
で
あ
り
、
開
か
れ
た
美
術
館
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
、
「
学
校
と
の
連
携
」
は
、
当
然
、
多
く
の
学
校
が
来
館
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
子
ど

も
た
ち
が
満
足
し
た
表
情
で
帰
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
学
校
利
用
」
と
い
う
と
堅
苦
し
い
雰
囲
気
も
あ
る
が
、
「
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
馴

染
み
や
す
い
単
語
を
並
べ
る
こ
と
で
美
術
館
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
心
が
け
な
が
ら
、

受
け
入
れ
体
制
を
作
り
始
め
た
。
と
こ
ろ
で
、
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
師
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
で
も
あ
る
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
言
葉
は
一
切
出
て
は
こ

な
い
。
美
術
館
で
は
、
実
技
講
座
形
式
の
造
形
活
動
に
留
ま
ら
ず
、
人
々
が
能
動
的
に
参
加
し
、

体
験
し
て
行
く
幅
広
い
活
動
パ
タ
ー
ン
を
持
た
せ
る
よ
う
に
努
め
た
展
覧
会
に
関
連
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
数
多
く
展
開
し
て
来
た
が
、
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
、
こ
の
単
語
は

学
校
現
場
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
た
め
、
混
乱
を
招
く
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
「
鑑
賞
」

と
「
表
現
」
の
二
つ
の
構
成
で
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
美
術
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
「
鑑
賞
学
習
と
表
現
活
動
」
に
即
し
、
美
術
館
と
連
携
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
美
術

と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
鑑
賞
コ
ー
ス
は
、
常
設
展
示
室
で
館

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
美
術
や
長
崎
ゆ
か
り
の
美
術
を
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
に
よ

る
対
話
型
の
鑑
賞
で
案
内
を
す
る
。
許
容
範
囲
は
、
一
ク
ラ
ス
（
約
二
〇
＼
三

0
人
）
に
エ
デ
ュ

ケ
ー
タ
ー
一
人
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。
表
現
コ
ー
ス
で
は
、
展
示
室
内
で
の
簡
単
な
模

写
を
下
絵
に
、
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
や
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
と
い
っ
た
版
画
の
技
法
を
学
び
な

が
ら
作
品
を
制
作
し
て
い
く
。
ま
た
、
絵
の
具
作
り
で
は
、
頻
料
の
元
と
な
る
土
や
鉱
石
、

昆
虫
や
植
物
と
い
っ
た
素
材
を
精
製
し
、
そ
れ
を
模
写
し
た
画
面
に
彩
色
し
て
い
く
、
と
い

う
鑑
賞
し
た
時
間
と
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
内
容
と
し
て
い
る
〈
写
真
①
〉
。
さ
ら
に
、
表
現
の
中

に
は
実
技
に
留
ま
ら
ず
、
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
体
を
使
っ
て
表
現
す
る
な
ど
五
感
を
使

い
な
が
ら
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
く
要
素
も
含
ま
れ
る
。
と
く
に
表
現
コ
ー
ス
は
多
様
な
内

容
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
即
し
、
表
現
の

方
法
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
視
覚
型
」
と
「
触
覚
型
」
な
ど
を
題
材
に
う
ま
く
取
り
入
れ
な
が
ら
準

備
す
る
。
同
時
に
、
こ
ど
も
た
ち
が
ど
の
時
点
で
美
術
か
ら
離
れ
て
い
く
か
を
見
極
め
な
が

ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

当
館
は
、
県
内
の
小
中
学
生
に
つ
い
て
は
常
設
展
入
館
料
を
無
料
と
し
た
が
、
そ
れ
も
あ
っ

て
か
、
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
年
間
利
用
数
が
一
万
人
を
超
え
る
と
い
う
順
調
な
滑
り
出

し
を
見
せ
て
い
る
。
修
学
旅
行
シ
ー
ズ
ン
の
五
月
や
一

0
月
に
は
毎
日
入
れ
替
わ
り
な
が
ら

時
間
割
の
ご
と
く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
過
密
し
て
い
る
。
事
前
打
ち
合
わ
せ
等
細
か
い
対
応

ま
で
入
れ
る
と
三
名
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
で
は
無
理
な
話
だ
が
、
ア
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ

ン
バ
ー
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
美
術
館
の
役
割
と
機
能
を
知
り
、
美
術
館
の
コ
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こ
の
プ
ロ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
出
会
い
、
そ
の
手
を
動
か
し
、
形
に
し
て
持
ち
帰
っ
た
。
当
初
、

グ
ラ
ム
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る

可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
も
し
も
、
教
育
機
関
に
お
い
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
組
み
込
ま
れ
、
必
ず
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
場
合
（
実
際
、
長
崎
市
立
の
小
学

校
で
は
平
和
学
習
や
科
学
館
見
学
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
し
て
い
る
）
、
県
の
美
術
館
で
あ
れ
ば

当
然
、
県
下
全
域
の
学
校
が
対
象
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
交
通
費
な
ど
の
予
算
面
で
行
き
詰

ま
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
し
て
や
そ
れ
だ
け
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
館
に
あ
る
か
と
い
う

と
、
そ
の
点
は
、
短
い
準
備
期
間
で
は
十
分
に
検
討
で
き
ず
、
今
で
も
調
整
可
能
な
範
囲
に

留
め
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
た
だ
、
も
し
実
現
化
し
、
一
気
に
実
施
へ
踏
み
切
っ
て
い
た
と

し
た
ら
、
教
育
現
場
と
の
摩
擦
が
多
く
生
じ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
と
く
に
移
動
手

段
や
予
算
の
問
題
は
大
き
い
。
現
在
、
そ
の
補
助
的
な
役
割
と
し
て
、
離
島
の
こ
ど
も
た
ち

を
支
援
す
る
た
め
に
「
し
ま
の
子
ど
も
文
化
芸
術
体
感
事
業
」
と
し
て
県
教
育
委
員
会
よ
り
交

通
費
等
の
助
成
が
三
ヵ
年
分
用
意
さ
れ
た
。
遠
隔
地
の
一
部
の
学
校
だ
け
に
限
ら
れ
る
が
年

間
一
〇
＼
二

0
校
が
利
用
し
て
い
る
。

週
五
日
制
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
図
エ
・
美
術
の
教
科
時
間
は
削
減
さ
れ
、

美
術
に
触
れ
る
時
間
が
大
幅
に
減
っ
た
。
そ
の
中
で
、
美
術
へ
の
輿
味
•
関
心
を
促
し
感
性

を
育
て
る
場
を
ど
こ
に
求
め
る
か
。
し
か
し
、
そ
れ
は
社
会
教
育
施
設
に
ば
か
り
求
め
る
も

の
で
も
な
く
、
ま
た
、
美
術
館
を
見
学
で
き
る
よ
う
な
時
間
も
減
少
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、

遠
く
か
ら
美
術
館
に
足
を
運
ぶ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
？
少
な
い
時
間
を
費
や
し
て
ま
で
も
子
ど

も
が
美
術
館
に
行
く
意
味
は
あ
る
の
か
、
子
ど
も
も
そ
こ
で
本
当
に
楽
し
く
学
べ
る
の
か
？

こ
れ
か
ら
も
シ
ビ
ア
に
問
い
か
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
美
術
館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
案
内

に
応
じ
て
、
新
規
に
計
画
す
る
学
校
、
リ
ピ
ー
ト
す
る
学
校
、
利
用
し
た
教
師
が
転
勤
し
た

先
で
企
画
す
る
学
校
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
学
校
の
内
側
で
「
是
非
、
美
術
館
で
学
習
さ
せ
た
い
」

と
い
う
教
員
の
熱
意
で
来
館
の
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
校
職
員
の
全
体

の
承
諾
や
保
護
者
の
理
解
も
得
る
な
ど
、
こ
ち
ら
に
は
計
り
え
な
い
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し

て
実
行
ま
で
た
ど
り
着
く
。

そ
の
現
場
と
の
距
離
を
少
し
で
も
縮
め
よ
う
と
、
教
育
現
場
と
の
交
流
を
図
る
場
と
し
て
、

展
覧
会
毎
に
教
育
関
係
者
向
け
内
覧
会
の
実
施
や
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
い
る
。
初
め
の

頃
は
、
美
術
館
ま
で
の
物
理
的
な
距
離
と
イ
メ
ー
ジ
的
な
距
離
を
埋
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
い
う
消
極
的
な
会
話
が
さ
れ
て
い
た
。
「
鑑
賞
教
育
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
機

会
を
求
め
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う
反
応
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
協
議
を
重
ね
る
こ
と
で
直
面
し
て
い
る
問
題
や
美
術
館
教
育
に
求
め
て
い
る
も
の
の
相

違
が
見
え
て
き
た
。
今
後
、
大
切
に
し
た
い
の
は
、
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
、
美
術
館
側
と
学
校
、

そ
こ
に
共
通
に
あ
る
「
こ
ど
も
た
ち
に
感
動
を
与
え
た
い
」
と
い
う
熱
意
で
あ
り
、
豊
か
な
感

性
を
育
て
た
い
、
と
い
う
美
術
教
育
の
根
本
で
あ
る
。

最
近
注
目
さ
れ
た
の
が
、
県
造
形
教
育
研
究
大
会
に
お
い
て
、
長
崎
市
内
の
中
学
校
が
研

究
発
表
授
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
美
術
館
を
使
っ
た
鑑
賞
授
業
」
の
実
施
で
あ
る
。
公
開
授

業
形
式
の
た
め
美
術
教
師
一

0
0

名
ほ
ど
の
見
学
が
あ
る
中
、
展
示
室
内
で
生
徒
が
絵
画
に

つ
い
て
感
想
を
述
べ
合
っ
た
。
選
ん
だ
作
品
の
前
に
座
り
、
鑑
賞
ス
ケ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
じ
っ

く
り
と
観
て
行
く
。
こ
こ
で
言
う
鑑
賞
ス
ケ
ッ
チ
と
は
市
の
中
学
校
美
術
部
会
で
考
え
ら
れ

た
も
の
で
、
印
象
に
残
っ
た
作
品
の
部
分
に
着
目
し
、
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
や
受
け
た
印
象
を

言
葉
で
綴
る
自
由
な
形
式
の
学
習
シ
ー
ト
で
あ
る
。
思
い
思
い
の
印
象
を
シ
ー
ト
に
描
き
込

む
。
作
品
に
よ
っ
て
観
る
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
が
言
葉
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
も
す
る
。

教
師
の
授
業
展
開
に
お
け
る
学
習
過
程
の
導
き
方
と
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
に
よ
る
対
話
型
の

引
き
出
し
方
で
、
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
よ
う
と
―
つ
の
作
品
に
全
員
が
集
中
し
、
様
々
な

言
葉
が
出
て
く
る
。
終
盤
に
は
、
「
絵
の
中
に
入
っ
て
行
き
た
く
な
っ
た
」
ま
た
、
「
美
術
館
に
来

る
ま
で
は
つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
鑑
賞
し
て
み
る
と
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
、
素

直
な
意
見
が
返
っ
て
く
る
。
心
に
湧
い
て
く
る
感
動
を
言
葉
で
表
現
し
、
級
友
に
も
伝
え
よ

う
と
す
る
積
極
性
も
窺
え
、
次
々
に
発
言
し
よ
う
と
す
る
生
徒
が
続
い
た
〈
写
真
②
〉
。
個
人
に
よ
っ

て
は
、
言
葉
や
文
章
に
出
せ
ず
に
い
て
も
、
心
に
何
か
残
る
よ
う
な
感
動
の
仕
方
も
あ
り
、

表
情
だ
け
で
そ
れ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
や
は
り
、
対
話
型
の
鑑
賞
に
よ
り
、
作
品
と
ク
会
話
ク

し
た
実
感
が
残
り
、
別
の
作
品
で
も
試
し
て
み
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
、

本
物
の
作
品
が
持
つ
威
力
で
も
あ
る
の
だ
が
、
引
き
出
す
手
立
て
が
必
要
な
こ
と
も
見
え
て

く
る
。今

後
は
、
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
学
校
や
家
庭
で
ど
の
よ
う
な
変
化
や
影
響

が
あ
る
か
、
そ
の
後
を
追
っ
て
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
鑑
賞
後
に
「
僕
、
家
に
帰
っ
て

絵
を
描
き
た
く
な
っ
た
」
と
い
う
発
言
や
美
術
館
の
展
示
方
法
を
参
考
に
し
て
地
域
で
学
校
主

催
の
小
さ
な
展
覧
会
を
開
い
た
と
い
う
報
告
、
展
覧
会
の

C
M
に
幼
児
が
反
応
す
る
な
ど
興

味
深
い
い
く
つ
か
の
事
例
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
校
の
協
力
を
得
て
本
格
的
に
明
ら
か
に

し
て
行
く
の
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
も
あ
る
。
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全
国
の
美
術
館
が
あ
ら
ゆ
る
工
夫
を
試
み
、
小
中
学
校
の
学
校
利
用
が
伸
び
る
傾
向
を
見

せ
て
い
る
現
在
、
次
の
課
題
は
、
「
高
校
生
の
参
加
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
国
の

E
W
G
（
全

国
美
術
館
会
議
；
教
育
普
及
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
に
お
い
て
も
近
年
、
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
美
術
の
時
間
数
減
や
コ
ー
ス
選
択
制
に
よ
っ
て
、
学
校
と
し
て
の
取
り
組
み

に
困
難
な
点
が
あ
り
、
そ
れ
を
ど
う
打
破
し
て
い
く
か
。
他
に
問
題
点
は
な
い
の
か
。
様
々

な
角
度
か
ら
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
校
生
の
学
業
・
部
活
中
心
の
生
活
の
中
に
は
、
美
術
館
へ
行
く
習
慣
が
な
く
、
美
術
そ

の
も
の
が
彼
ら
の
話
題
の
中
に
入
り
込
め
な
い
の
が
現
状
だ
。
し
か
し
、
一
度
、
鑑
賞
す
る

機
会
を
持
つ
と
、
作
品
を
観
る
姿
は
真
剣
で
あ
り
、
歴
史
的
背
景
や
作
家
の
生
涯
も
含
め
て

深
く
知
ろ
う
と
す
る
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。
美
術
館
に
は
、
感
性
が
鋭
く
、
学
習
意
欲
も

旺
盛
な
年
齢
層
を
美
術
の
世
界
に
引
き
込
む
役
割
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
国
的

に
高
校
生
の
入
館
数
は
低
迷
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
観
覧
料
に
関
し
て
言
え
ば
、
欧

米
の
学
生
無
料
ま
た
は
低
額
設
定
に
倣
っ
て
か
、
日
本
で
も
都
心
部
で
高
校
生
の
無
料
化
を

実
施
す
る
動
き
が
あ
る
。
実
際
、
都
心
部
に
限
ら
ず
無
料
化
し
て
い
る
館
が
あ
る
。
そ
の
傾

向
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
く
の
か
否
か
が
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
学
と
の
連
携
事
業

ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
主
に
平
日
の
利
用
だ
が
、
こ
の
事
業
と
平
行
し
て
、
家
族
で
休

日
を
過
ご
せ
る
企
画
も
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
休
館
日
は
月
一
一
回
の
月
曜

の
み
。
美
術
館
は
、
展
覧
会
、
教
育
普
及
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
一
般
に
よ
る
発
表
の
場
で
あ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
景
観
が
美
し
い
緑
の
屋
上
、
と
多
目
的
な
空
間
が
あ
り
、
目
的
に
合
わ
せ

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
幅
広
い
年
齢
層
を
考
え
た
場
合
、
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
位
の
子

ど
も
が
い
る
家
庭
を
来
館
へ
誘
導
す
る
に
は
、
子
ど
も
目
線
の
要
素
が
弱
い
。
ま
た
、
「
子
ど

も
が
騒
ぐ
と
迷
惑
で
は
」
、
「
子
ど
も
に
鑑
賞
さ
せ
る
の
は
早
い
の
で
は
」
、
な
ど
芸
術
文
化
の

香
る
高
尚
な
場
所
に
場
違
い
で
は
な
い
か
と
い
う
遠
慮
が
足
を
止
め
て
し
ま
う
。
ま
た
、
小

さ
い
子
ど
も
で
も
楽
し
め
る
も
の
が
常
に
あ
る
の
か
、
と
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
ち

ら
側
が
、
幼
児
の
頃
か
ら
鑑
賞
に
親
し
む
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
呼
び
か
け
て
も
、
そ
の
習

慣
の
な
か
っ
た
大
人
に
と
っ
て
は
、
「
子
ど
も
が
芸
術
を
理
解
で
き
る
の
か
」
と
、
感
受
性
よ
り

も
理
解
度
が
問
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
美
術
館
ま
で
の
距
離
へ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
家
族
層
に
支
持
さ
れ
な
け
れ
ば
「
開
か
れ
た
美
術
館
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
達
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
ま
ず
、
家
族
層
の
求
め
る
と
こ
ろ
は
何
か
。
そ
れ
は
、
美
術
館
と
い
う
特
定
の

施
設
の
前
に
五
J
ど
も
が
楽
し
め
る
安
全
な
空
間
で
あ
り
、
家
族
が
一
緒
に
過
ご
せ
る
空
間
ク

で
あ
る
。

館
内
を
回
り
、

小
さ
な
感
動
や
居
心
地
の
良
さ
を
家
族
で
共
有
し
、
ま
た
来
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
を
用
意
す
る
に
は
、
触
れ
る
展
示
、
親
子
で
参
加
で
き
る
要
素
を
含

ん
だ
ハ
ン
ズ
・
オ
ン
の
空
間
を
持
つ
展
覧
会
は
ど
う
だ
ろ
う
。
他
館
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、

大
勢
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
場
合
、
大
学
と
共
同
で
企
画
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
大
学
等
の
機
関
と
連
携
し
、
多
く
の
人
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
さ
が
し
た
。
そ
し
て
佐
賀
大
教
育
学
部
美
術
工
芸
木
材
工
芸
研
究
室
が
研
究
を
続
け

て
い
る
、
「W
O
O
D
W
O
R
K
S

遊
木
」
展
を
開
館
と
同
時
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た

〈
写
真
③
〉
。
音
が
嗚
る
小
さ
な
玩
具
、
子
ど
も
が
投
げ
て
も
危
な
く
な
い
軽
い
素
材
で
作
ら
れ
た

積
み
木
、
木
の
素
材
そ
の
ま
ま
の
色
合
い
を
活
か
し
た
動
物
型
パ
ズ
ル
、
子
ど
も
が
乗
れ
る

大
型
の
彫
刻
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
約
一

0
0

点
も
の
木
工
作
品
が
ア
ト
リ
エ
と
芝
生
の
庭

に
広
が
り
、
二
週
間
で
六
万
人
も
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。
大
学
へ
の
依
頼
は
半
年
前
だ
っ

た
。
新
作
も
含
め
準
備
を
お
願
い
し
た
た
め
、
冬
季
に
制
作
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

綿
密
な
打
合
せ
と
意
欲
的
な
制
作
体
制
で
安
全
で
温
か
み
の
あ
る
作
品
が
揃
っ
た
。
大
学
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
若
い
感
性
や
芸
術
に
向
か
う
熱
意
と
い
っ
た
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
美

術
館
は
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
夏
ま
で
の
延
期
と
な
り
、
親
子
連
れ
が
遊
木
展
を
き
っ

か
け
に
展
覧
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
観
る
館
全
体
を
楽
し
む
流
れ
が
で
き
た
。

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ

会
員
制
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
半
年
あ
ま
り
の
一
定
期
間
、
深
く
美
術
館
と
関
わ
る
場
を
設
定

し
た
。
学
校
と
は
違
う
空
間
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
と
は
初
対
面
で
あ
り
、
同
世
代
の
子
ど
も

を
養
育
す
る
母
親
の
間
に
も
美
術
館
を
通
し
た
交
流
が
生
ま
れ
る
。
時
期
や
対
象
別
に
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
こ
ど
も
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
未
就
学
児
と
母
親
を
対
象
と
し
た
親
子
ア
ー

ト
ク
ラ
ブ
、
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
た
サ
マ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
三
つ
を
準
備
し
た
。

こ
ど
も
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
内
容
は
、
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
様
に
「
鑑
賞
と
表
現
」
を

中
心
に
、
展
覧
会
を
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
鑑
賞
し
、
ア
ト
リ
エ
で
様
々
な
造
形
活
動
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写真①
スクールプログラム 表現コース「絵の具作り」
長崎市内の小学校

天然の孔雀石を砕き、メデュウムとしてニカワ水

を加え、絵の具を作る。（幼稚園から大学まで含め、

毎年約 1 万人がスクールプログラムに参加）

写呉②
県造形教育研究大会公開授業「美術館で名画を鑑
牧しよう。」

長崎市立桜馬場中学校 1 年生 (2008年 1 月）

教貝とエデュケーターが連携し、内容を協議しな

がら進めた実践授業

写真③
大学との連携事業「WOOD WORKS 遊木展」
佐賀大学文化教有学部美術，工芸課程木材工芸 (1JIl買谷研究室）

「みて・きいて•さわれる」玩具の展既会

(2005年4 月 23 El ~5月 8El 参加人数： 6万人、同年6

月～8月参加人数： 2万人）

写真④
こどもアートクラプ「ぐるぐるミラクル船」

長崎の祭り＂おくんち＂の川船を独自に制作。

館外へ運び出しハヤシの音に合わせて梨快に回す

(2007年 10 月）

え
た
。

を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
時
に
は
、
地
元
の
ハ
タ
（
長
崎
風
の
凧
）
職
人
さ
ん
に
講
師
を
依

頼
し
、
隣
接
す
る
公
園
で
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
ハ
タ
を
風
に
乗
せ
て
走
り
回
る
伸
び
や
か
な

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。
毎
年
十
月
に
あ
る
祭
り
、
長
崎
く
ん
ち
の
神
輿
を
グ
ル
ー
プ
制
作
す

る
回
も
あ
り
、
長
崎
の
伝
承
文
化
を
取
り
入
れ
た
活
動
内
容
は
こ
の
地
な
ら
で
は
の
特
色
を

持
っ
て
い
る
。
館
内
の
バ
ッ
ク
ツ
ア
ー
も
美
術
館
の
裏
側
を
知
る
貴
重
な
体
験
で
あ
る
〈
写
真
④
〉
。

親
子
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
ア
ト
リ
エ
の
半
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
幼
児
の
造
形
遊
び
の
場
と
し
、

母
親
は
版
画
や
染
織
、
陶
芸
な
ど
比
較
的
簡
単
な
造
形
活
動
に
没
頭
す
る
。
展
覧
会
毎
に
手

を
引
き
な
が
ら
親
子
一
緒
に
鑑
賞
す
る
姿
も
あ
り
、
親
子
が
確
認
し
合
え
る
範
囲
に
い
る
こ

と
で
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る
。
育
児
期
間
は
外
出
す
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
学
び
た
い
と

い
う
積
極
性
を
持
つ
女
性
は
多
い
。
鑑
賞
す
る
姿
勢
は
真
剣
で
、
作
品
を
楽
し
む
と
同
時
に
、

展
示
方
法
そ
の
も
の
に
も
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
や
情
報
が
あ
り
、
独
自
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
に
驚
き
を
示
し
た
。
鑑
賞
の
深
さ
や
楽
し
さ
に
気
付
い
て
行
く
様
子
が
伺

こ
れ
に
加
え
て
夏
休
み
期
間
中
に
三

H

間
連
続
の
サ
マ
ー
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。
展
覧

会
に
関
連
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ア
メ
リ
カ
の
現
代
ア
ー
ト
を
真
似
て
、
ド
リ
ッ
ピ
ン
グ
技

法
で
思
い
っ
き
り
体
を
使
っ
て
描
い
た
り
、
館
外
活
動
と
し
て
、
真
夏
の
日
差
し
の
中
を
長

崎
の
街
を
歩
き
回
り
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
撮
っ
て
み
た
り
と
子
ど
も
の
自
由
な
発
想
を
大
切

に
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
参
加
者
は
、
半
年
間
で
鑑
賞
に
親
し
み
、
美
術
館
へ
の
関
心
が
高
く
な

る
せ
い
か
、
リ
ピ
ー
ト
率
が
高
い
。
展
覧
会
を
家
族
で
観
に
来
た
り
、
友
達
と
イ
ベ
ン
ト
へ

今
後
、
教
育
普
及
活
動
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
の
か
。
受
動
的
な
関
わ
り
か
ら
更

に
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の
強
い

ユ
ニ
ー
ク
な
流
れ
も
窺
え
る
。

全
国
的
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
を
振
返
り
、
「
教
育
普
及
と
は
何
な
の
か
」
を
再
確
認
す

る
こ
と
や
、
活
動
の
ま
と
め
の
よ
う
な
整
理
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
館
は
ま
だ
活

動
を
始
め
た
ば
か
り
だ
が
、
現
在
、
美
術
館
を
訪
れ
て
く
れ
る
子
ど
も
達
が
大
人
に
な
っ
て
「
子

ど
も
の
頃
、
美
術
館
が
好
き
だ
っ
た
。
絵
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ

れ
ば
と
て
も
豊
か
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
は
、
「
人
を
結
ぶ
」
仕
事
で
あ
る
。
い
つ
も
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
さ
が
し
、
社
会
や
時
代
に

合
う
も
の
、
人
々
が
求
め
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
敏
感
に
察
知
し
、
ま
た
、
感
じ
よ
う
と
す
る

姿
勢
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
美
術
館
に
お
け
る
教
育
普
及
活
動
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
側
と
参
加
す
る
側
と
が
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
持
ち
、
時
代

が
求
め
る
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
方
法
を
模
索
し
、
そ
れ
を
実
践
し
な
が
ら
育
て
て
い
く
べ
き

も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
普
及

参
加
し
た
り
、
ま
た
、
関
わ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
や
館
職
員
と
再
び
会
う
機
会
を

喜
ん
で
く
れ
た
り
、
そ
ん
な
温
か
な
結
び
つ
き
を
感
じ
る
。
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[1]こどもの広場

会場に世界のおもちゃ約
200点が勢揃いし、休日

に親子で気軽に過ごせる

空間として多くの参加者
で賑わった。 NPO法人長

崎グッド・トイ委員会の協
カで、遊び方のアドバイ

スもあり、子どもから大人

まで楽しめた。

第 1回「おもちゃの広場」 6
月 5日、第2回「木のプー
ルだってきもちいい」、 8月

28日 10: 00-18: 00、第3回「世界のおもちゃ グッド・トイ」、 11月25 日26日
会場：ホール、アトリエ、参加人数：総計6,100人

2006 主なワークショップの紹介

[I]「子供が初めて建てる家」

「木の温もり」を感じる
「 Children's Eye 

LIFE～木と経らそう～」
展の期間中に、木の仕

事にたずさわる人々と一
般の家族が交流し、山

や森についての話を聞き、

『木造の仕組み』を学ぶ
ワークショップ。組み立て

式の角材を参加者全員
で協力して床・柱・梁．

屋根の順に組み上げ、木の家が完成。

日時： 4月22 日（土） 11: 00~13: 00 、 15: 00~17: 00、会場：アトリエ、講師
袴田喜夫氏（建築家）•宮坂公啓氏（建染家）、協力：木の建染フォラム、参
加人数： 40人（約20家族）

[3]サマーワークショップ「フォトピクニック」

一眼レフカメラの撮影、

写真の暗室作業が初め
てという人を対象に、モノ

クロ写真の撮影・プリント

を体験するワークショップ。

幕末開港から明治にかけ
て活躍した写真の開祖、
上野彦馬が長崎の街中
を撮り、撮影局も開設し
ていたという話をもとに、

ゆっくりと街を歩きながら、
「ファインダーを覗いて見
えるもの」を撮影した。写

真に興味がある人が多く、県外からの参加者もいた。プリントした写真は作
品展として展示した。

こども編ーながさき街写真一日時： 7月 31 日（月）• 8月2 日（水）、 8月 3 日（木） 11: 00-
15: 00 おとな編ーながさき撮影局一日時： 7月 29 日（土） • 8月 5 日 (--I: ）、 7月 30 日
（日）• 8月 6日（日） 11: 00-17: 00、会場：長崎市街（古い町並みや坂道など

長崎らしい風景）、暗室（アトリエ準備塞）、講師：山頭範之氏（写真家）、他
長崎在住の写真家8人、参加人数： 36人（こども12人、大人24人）

[BJチリーダ展関連ワークショップ
Iデコボコカード」「コロコロテラコッタ」

学芸員の解説を閲きな

がら、チリーダの作品
を鑑賞した後に、エン
ボス版両やテラコッタ

の技法を取り人れた
ワークショップを行っ

た。チリーダの制作風

景のVTRも参考に、チ
リーダ風の線や形の面

白さを学び、一人あた
り 3.3kg ものテラコッタ

粘土を使って：I．．．の素朴な感覚を楽しみながら、コロコロと転がるよう

な軽快な形を作った。

日時： 3月 11 日（土） • 3 月 25 日 (-u10 : 30-13 : 00、場所：企画展示蛍、
アトリエ、解説・指尊：学芸貝、エデュケーター、参加人数：各40人

図鴨居玲展関連ワークショップr自分を描く」

鴨居玲の自画像を参考に
して、油彩に取り組むワー
クショップ。自画像につい
ての講座を受講後、鋭に l•,, 
映る自分をじっくりと見つ
め、描いた。完成後、

参加者による鑑賞会を行
い、それぞれの個性あふ

れる自画像を楽しんだ。

H時： 6月 17 日（土） 12: 45 
-18: OO+lSR (n)lO: 00-16: 00(2日間連続）、会場：企画展示室、アトリエ、

講座室、講師．滝純一氏（福岡教育大学教授・ニ紀会委員）、参加人数
25人（一般）

④モトモトもっと？わざワーク！展関連ワークショップ
「かたとって、モト？わざ！」「ひっかいて、モト？わざ！」

鑑賀を通して、展買会の

テーマである、何を使って

（素材）、どんな方法（技
法）で作られているのかを
発見する。子ども向け

彫刻の技法「型取り」で
透明なオブジェを制作。
大人向け：銅版画の技法
「エッチング」で本格的な
版画を制作。

日時： 9月30日（土）＋ 10月 1 日（山、 10月 14日（土）＋ 15日 (B) 10: 00-16: 30 、

会場：常設展示室、アトリエ、解説指禅：学芸員、エデュケーター、参加人数
計30人
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2005 主なワークショップの紹介

田「アートの種を飛ばそう！」

美術館の開館を記念し
た子ども達によるアー

ト活動。中島洋和氏の
考案した「フラター
ペーパー」を制作し、
エントランスの空間に

飛行させた。開館前か
らボランティアや大学

生も準備・協力に加

わった。
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』|」時： 4 月 23 日（土）、
会場：エントランス

ホール、参加人数：小学生60人、講師：中島洋和氏（作家）、協力：太

田造形教室

[3Jサマーワークショップ「美術館でつながる人・場所・時間」

カラフルな色のコップを

使って大きな球体を作り、

それを頭部に着けて様々
な場所で撮影をする、現

代アート的造形活動と参
加者によるパフォーマンス

を取り入れたワークショッ

プ。参加者それぞれが、
インパクトのある姿に変身
し、楽しい撮影会を行っ

た。また、自由参加の巨 \ 

大糸でんわを使って、他

人同士が声を届け合い、

親しみやすいアートの空間となった。

n時： 7月 16日（土）～ 18EI （月） （3H 問）、会場：アトリエ、美術館周辺、講帥
紙コップアーティストLOCO氏、参加人数：総計507人

⑤rBPeace （ハッピース）J

長崎大学教育学部美術

科と小学校教諭、美術
館が連携。8月 9日の原爆

の日に、小学生を対象と

して平和を考えるワーク
ショップ＂を企画。「つなが
る」をテーマに、ハッピー
とピースを合わせた造語と

して「8Peace」の文字を
デザインし、級友や大学

生と交流した。

日時： 8月 9日、会場：アト

リエ、館内、協力：長崎大学教育学部美術科中川研究室、参加：諌早市

立上諌早小学校20人

図r自然の絵の具箱一石、土、植物から絵の具を作るー」

絵の具は、どのように

して作られるのか、そ

の歴史を知り、絵の具
（顔料）を梢製する技法

を学習し、実際に自分
で作り出した絵の具を
使って絵を描く、実技
講座形式のワーク
ショップ。＇’ラピスラズ
リの青”など鉱石や土、
植物から作る自然の色
の美しさに感動し、ア
トリエがまるで化学の

実験室のように変化。顔料ができた後は、色見本を作り、画用紙やキャ
ンバスなど支持体も工夫しながら、作品作りを楽しんだ。8時まで開館
している特徴を活かし、社会人の方々が参加しやすいワークショップ
として企画した。

日時： 5月 19 日（木）～22 日 (IJ) (4 日間連続） 1,2 日目 17: 00-20: 00、 3,4 日
目 13 : 00-16 : 00 、 17: 00-20: 00、会場：アトリエ、講師：関根秀樹

氏（和光大学講師）、参加人数： 22人（一般）

④植物展関連企画 パントマイム rひまわりの心」

展覧会「植物展ー木をみ
て森もみる一」を館職員と

おしゃべりしながら鑑買
し、「ひまわりと少年」の物
語を表現した感動的なパ
ントマイムを観て、アトリエ

で思い思いのひまわりの

絵を描き、大きな壁面に
貼るという、 3部構成の鑑
賞と表現に繋がりを持た
せたワークショップ。壁一

面に元気いっばいのひま

わり畑が広がった。

日時： 7月 23日（土）・ 24日 (Fl) 午前の部、午後の部、夜の部、会場：常設展
示室、ホール、アトリエ、講師：消水きよし氏（パントマイミスト）、辻幹雄氏 (11

弦ギター奏者）、参加人数：総計450人

[fil鑑賞会「レアル展親子鑑賞会J

ギャラリートークを聞きなが

ら、家族で展買会を楽し

む鑑貨会。対話型の鑑
貨方法による案内で、ス

トーリー性のある作品に、
子ども達は反応し、ユニー
クな発言を述べ、スペイ

ンの絵画や彫刻を楽しん
だ。

日時： 10月 16日（日）、 29EI
（土）、 10: 30-12: 00、

会場：企画展示室、案
内：学芸員、エデュケーター、参加人数： 130人（家族：計40組）
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